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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







おおかみさんお祭りに参加するにあたっての注意事項を聞く

りんごさんおむすびころりん対決で勝利を目指すことになる

おおかみさんお釜のぶんぶく茶釜の手伝いをすることになる

おおかみさんお祭りで『あの人は今』をやることになる

おおかみさんりんごさんにハメられアラジンに出場することになる

あとがき
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　　　おおかみさんお祭りに参加するにあたっての注意事じ項こうを聞く







「さあみんな注目してね？」

　御お伽とぎ銀行地下本店に、自信もカリスマ性も感じられない声がかすかに響ひびいた。

　今、この部屋の中には一年生の御伽銀行メンバーが勢せい揃ぞろいしているのだが、誰だれも聞いていない。

「だから涼りよう子こちゃん、この間なにが起こったんですの？」

「なにも起こってねーよ!!」

「急に降り出した雨、ずぶ濡ぬれになる二人、そこにちょうどよくあるラブホ、凍こごえる彼女に彼氏は頰ほほを赤らめながら言う。ここで雨宿りする？　……なんて、お約束すぎるシチュでなにもなかったなんて信じられませんの!!」

　りんごさんはバンバンとテーブルを叩たたく。

　りんごさんがおおかみさんに追つい及きゆうしているのは、少し前におおかみさんと亮りよう士しくんがラブホで雨宿りなんかしちゃったりしたときのことですね。

「だからねーよ!!　つーか、彼氏でも彼女でもねーよ!!」

「じゃあ、重要証人にコメントをお願いしますの」

　りんごさんが話を振ふったのは、相変わらず浦うら島しまさんにぴったりくっついている乙おと姫ひめさんだった。

「事に及およんだという物的証しよう拠こはございませんでしたが、シーツはそれなりに乱れていたとのことでございます」

「ほらですの」

　りんごさんはニンマリする。

　雨宿り場所が乙姫さん家ちのラブホだったので、地味にチェックされていたようだ。だが、その程度の証拠では容疑者おおかみさんは口を割らない。

「そそそそれはただ、オレが寝ねっ転がっただけだ!!　あと停電になって見えなくてごそごそしたし!!」

「まあ、停電ですの!?　それはおいしい……暗くら闇やみで辺りが見えず、手探さぐりで進んでいたら、触さわってはいけないところを触ってしまっていや～んとか、ぶつかって倒たおれ込んでばか～んとか……」

「なっなっなっ」

　そのりんごさんのふざけた言葉になにかを思い出してしまったのか、急激に真っ赤になったおおかみさんは思わず口ごもってしまう。

「なわけねーだろうが!!」

　そのわかりやすすぎな態度にりんごさんはびっくり。

[image: ]

「…………いや、冗じよう談だんだったんですけど……まじですの？」

　マジなのです。ぶつかって倒たおれてばか～んとなったおおかみさんは、亮りよう士しくんに表と裏を間ま違ちがえられたりしたのです。

「ううううっせーだまれ!!　なにもなかったんだよ!!　なにもっ!!」

「涼りよう子こさん落ち着いて」

「うるせー!!」

「ぐはぁ」

　羞しゆう恥ち心が限界に達したのか、立ち上がり暴れ始めるおおかみさんと、それを止めようとして殴なぐられる亮士くん。

「……………………」

　そんな大騒さわぎの中、完全に無視されている頭とう取どりさんは、なにかを訴うつたえかける子犬のような瞳ひとみで隣となりのアリスさんを見た。デジャヴを感じますね。

　その視線を受けたアリスさんはあきれたようにため息をつく。

「はぁ…………はいはい皆みなさん、おしゃべりはそこまでです」

　するとぴたっと私語がやんで、部屋の中が静せい寂じやくに包まれる。まあ、いつもの光景です。

「えーと、ごほん？　それで今日集まってもらったのは、そろそろ御お伽とぎ学園大文化祭、通つう称しよう御伽祭の時期だから、今抱かかえている案件があったら、早めに片付けておいて？　もし、そのために協力が必要だったら言ってね？　ということを伝えるためなんだ？」

　頭取さんはようやく本題に入れたようだ。

「……御伽学園大文化祭っスか」

「一年生の君たちは参加は初めてだろうけど……大おお神かみ君と赤あか井い君は中等部のときに遊びに来たことはあるのかな？」

「はいですの」

「ああ、りんごに無理矢理連れてこられたなぁ」

「そんなこと言って結構楽しんでたくせに……ですの」

「そっそんなことねーよ」

　別に楽しんだってかまわないと思うのだが、おおかみさん的には認めたくないらしい。

「大神君がお楽しみになったかはさておき、森もり野の君、竜りゆう宮ぐう君、浦うら島しま君は初めてなんだよね？」

　おおかみさんとりんごさんは中学校からのエスカレーター組だが、亮士くん、乙おと姫ひめさん、浦島さんは高等部からの入学組だ。

「はいっス」

　反応しないのもなんなので亮士くんが答え、乙姫さんもうなずく。浦島さんは昨晩の無理がたたりでもしたのか、さっきからぴくりとも動かない。

　浦島さんは、乙姫さんの隠かくし撮どり写真を持っていたせいで、大喜びなヘブン状態になった乙姫さんに、最近は毎晩お礼と称しようし色々吸い取られているのです。

「じゃあまあ、簡単に説明しておくと、正式名称は御お伽とぎ学園大文化祭？　まあ、大ってついてるけど普ふ通つうの文化祭だね？　ちょっと違ちがうところがあるとすれば、準備一日、本番四日という長なが丁ちよう場ばなことかな？　まあ、うちの学校は生徒が多いから、出し物が多すぎて一日二日じゃ回りきれないからね？」

「補足しますと、御伽学園大文化祭は水曜日が準備、木曜日から日曜日までが本番なのですが、最終日曜日を除のぞいた三日のうち一日は完全休養日となります。出し物を見て回れるようにということですね。その休日は文化祭実行委員会のほうで決められていて、それぞれのクラスで違います。休みをばらけさせているわけですね。まあ、平日の空き時間、休きゆう憩けい時間などを利用すれば、すべてを見て回れるはずですが……頭とう取どりの言ったように、かなり厳しいでしょう。クラブの出し物とかを合わせたら膨ぼう大だいな数の出し物がありますし」

「うちもそれに合わせて休みを出すから、色々回って楽しむといいよ？」

　ちなみに御伽学園高等部の生徒は三千人を超こえています。

「御伽祭での大きなイベントは、ミスコンとか隠かくし芸げい大会とか文化祭ライブとか色々あるけど、有名なのは最終日のアラジンだね？」

「アラジン？」

「風雲タ○シ城やらサ○ケやらド○ーズやらのパク…………オマージュだと考えるといいよ。まあ、変な感じの障害物競走だね？」

「へぇ、そうなのか」

　そして、アリスさんが補足する。

「違うところは、男女ペアで出場することですね。学園長荒アラ神ガミ洋燈ランプが主しゆ催さいなだけあり、障害物が無意味に豪ごう華かだったり、観覧用巨きよ大だいスクリーンが用意されてたり、学園中のテレビモニターに中ちゆう継けいされてたりと、無む駄だに凝こっています」

「ふ～ん、色々あるんだな……でもなんでそんなに盛り上がるんだ？　前に来たときなんか、必要以上にというか、鬼き気き迫せまるほどに盛り上がってた気がするんだが」

　たしかに、クラスによって出来不出来、やる気があるやる気がないが分かれるものですよね、文化祭って。でも、おおかみさんが前に来たとき、御伽祭はそんなことを感じさせないほどに、気合いが入っていたらしいです。

「この御伽祭ではクラス単位、クラブ単位で競きそい合うことになってるんだけど、それぞれの部門で上位に食い込めば色々と特典があるんだよね？」

「特典……ですの？」

　はい、今りんごさんの瞳ひとみがものすごい勢いで輝かがやき始めました。

「補足しますと、上位入賞したクラス、クラブは学園長にお願いを聞いてもらえます。クラスならば遠足をそのクラスだけ豪華なものにしてもらったり、掃そう除じの受け持ち箇か所しよが少なくなったり、教室の位置がより便利な場所になったり。クラブなら備品を購こう入にゆうできたり、グラウンドを優先して使えたりと、常識に照らし合わせて叶かなえられるであろうお願いなら、聞いてもらえます」

　再びアリスさんが頭とう取どりさんの補足をする。

「なるほどですの」

「それで、どうやって競きそい合うかですが、一いつ般ぱんクラスでは学園から一定の資金を与あたえられて、それを元になにか店を出し、その売り上げを競います」

「商売か」

　本格的だなと、おおかみさんは声を漏もらす。

「はい。学園長の使える人間を作るという方針から、こんなことになったわけですね。過去の例でいうと、飲食店に雑貨店など基本的なものから、変わり種ではマッサージ店やカジノなどがありました」

「カジノって……いいんですの？」

「最初にコインを買って、それを増やして景品と交こう換かんという感じで、お金は賭かけてなかったからぎりぎりＯＫといったところかな？　現実社会でもそうだしね？」

　なにとは言いませんが、某ぼう玉入れのことですね。ぎりぎりですね。

「そして御お伽とぎ祭さい終しゆう了りよう後、売り上げは学園で回収されます。利益が出ず、元金に届いていなくても別になんの問題もありませんが、売り上げが元金を超こえていれば、その差額はクラスで分配しようが、クラスの打ち上げに使おうがかまわないということになっていますね」

「お願い以外にも、そんなのがあるのか……そりゃあ、がんばるよなぁ」

　しみじみ言うおおかみさん。ですがたしかにがんばるでしょう。

「学園長から学生全員にお小こ遣づかいとして三千円分の金券が配られますから、動くお金は大きいですよ。金券といっても、学園長の顔が印しるされた非常に嫌いやな券で、それは御伽祭の最中にのみ学内で利用でき、終われば紙切れになりますが。ちなみに配られる金券の単位はランプです」

「ランプ……」

　女子の皆みなさんはものすごく嫌な顔をする。普ふ段だんセクハラされてますからね。

「一円＝一ランプなので、名前を変える意味はまったくないんですが…………まあ、学園長ですから」

　某ペリカとかと同じようなものなのでしょう。レートはかなり違ちがいますが。

「ともかく三千円っスか……多いのか少ないのか」

「日割り計算で七百円と少しですからね。元手がかかってない分、御伽祭の物価は比ひ較かく的安いですが、食事代くらいにしかなりませんね。もちろん現金も使えるので、足りない分は各自でということになるでしょう」

　そんなアリスさんの説明を聞きながら、商売人の目をしたりんごさんが考え込んでいる。

「なるほどなるほど、全クラス合わせれば、それだけの売り上げがあることは確定してるんですのね」

「そういうことです。外から来る客の分も合わせればさらに増えますし、過去には得た利益に少々の自費を足して打ち上げ旅行に行ったクラスもありますよ。ちなみに金券の偽ぎ造ぞうは問答無用で退学です」

「逆にクラブでの出し物では商売禁止なんだよね？　そのかわりに集客人数により、来期の部費が増えたりするんだ？　だからこちらも目の色変えてがんばるね？」

「なのにうちはなにもしないんですの？」

　がめついというか、したたかというか、御お伽とぎ銀行は利がなければ動きませんが、利があれば動く組織なので、りんごさんの疑問はもっともです。

「誰だれかの手助けするのがうちの存在意義だし？　困っている、力を必要としている人がいるなら力を貸さないといけないから、出し物なんて出してる暇ひまはないよ？」

　おっ、頭とう取どりさんがなんかいいことを言ってます。

「そもそもうちは、学園長から直接活動費を貰もらってるから部費とかあんまり関係ないしね？　なによりみんなががんばれば、おまけしてくれるし？　わざわざ余計にめんどくさいことする必要はないよね？　って痛いよアリス君？」

　いいこと言ってたかと思ったら、これですか。なんか無責任で他た力りき本ほん願がんなことを言い出して頭取さんはアリスさんに叩たたかれる。

　ちなみにみんなとは女の子たちのことです。学園長にかわいくおねだりしたり、色々サービスして王様気分を味わわせたりしたら、活動費に色がつくなどのいいことがあるのです。

「それで、どうやって競きそい合うかですが、売り上げを競う一いつ般ぱんクラス部門、集客を競うクラブ部門、あとはアンケート投票による最優ゆう秀しゆう賞、学園長の独断と偏へん見けんによる学園長賞などがあります。それらのどれかで上位入賞すれば、先ほど言ったように、学園長にお願いをすることができるわけです」

　またまたアリスさんが頭取さんの補足をする……って、頭取さん、いらない気がしませんか？

「まあ、そんなわけで、御伽祭の準備が始まると、色々と依い頼らいが舞まい込んでくるから、貸しの作り時なわけなんだね？　うちって色んなところにコネを持ってるし？　というわけで、みんながんばって貸し作ってね？」

　その頭取さんのやる気なさげな声に、皆みなさんはは～いとうなずく。

　というわけで、御伽学園で行われる愉ゆ快かいなお祭りの始まりです。




　　　おまけというかこの本を読むにあたっての注意




　頭取さんが唐とう突とつに言いました。

「アリス君、この本のお話は、別々で書いてるけど実際は同時進行しているんだよ？　同じ御お伽とぎ祭さいが舞ぶ台たいのお話だからね？」

「頭とう取どり、なにを言ってるんですか？」

「ただ、完全に時系列順に書いていったら、ごちゃ混ぜでわからなくなるから分けてるんだね？」

「だからなにを言ってるんですか？」

「いやなに…………筆力がないのは悲しいものだなぁという話だね？」

「……そうですか」

　……とまあそういうことです。




　それでは今度こそ、オオカミさんととっても乙女おとめな分ぶん福ぶく茶ちや釜がまのはじまりはじまり～







　　　りんごさんおむすびころりん対決で勝利を目指すことになる







　お話的に放課後や休日を描えがくことが多いオオカミさんシリーズだが、高校生であるおおかみさんたちはもちろん昼間は勉学に励はげんでいる。

　見た目一昔前のスケバンっぽいおおかみさんですが、授業をさぼったりせず実は優等生なんですよ……って、優等生は言いすぎましたか。まあ、普ふ通つうの生徒という感じですかね。亮りよう士しくん以外には暴力ふるったりしないですし。

　気になる男の子を思わず殴なぐっちゃうおおかみさんが普通なのかはともかく、そんなおおかみさんたちのクラスでは、今ホームルームの真っ最中だった。

「さて、御お伽とぎ学園大文化祭での出し物の話ですが、なにか意見がありますか？」

　馬ば鹿かみたいに長なが丁ちよう場ばの御伽学園大文化祭、水曜日が準備で残りの木曜日から日曜日まで文化を祭り上げるのだが、今はそのクラスの出し物を決めようとしているところだった。

　おおかみさんは教室のはじっこの後ろの席で興味なさそうに外を見てますが、たぶんノリノリで参加というのが恥はずかしいんでしょうね、硬こう派はぶってますし。

「はいはい!!」

「では火ひ村むらさん」

　指された熱血不幸少女マチ子さんは立ち上がると、熱く言った。

「ウチはねるとんパーティーがいいです!!」

　マチ子さん、相変わらず幸せを追い求めているようですね。

　が、重要なことを忘れてるマチ子さんにりんごさんが言った。

「…………主しゆ催さい者側がわになると出れませんのよ？」

「はっ!?　しまったそうだわっ!!」

　りんごさんの指し摘てきに、マチ子さんは愕がく然ぜんとする。

　ちなみにクラスでの席順は、窓際ぎわの一番後ろがおおかみさんで、右隣どなりがりんごさん、おおかみさんの前が亮りよう士しくんで、その隣がマチ子さんとなっています。少し離はなれた場所には、浦うら島しまさんと乙おと姫ひめさんが仲良く並んで座ってますが、浦島さんは相変わらず灰のままです。

　作者都合ではなく、担任教師がお前らで勝手に席決めろとか言ったのです。…………すいません、ちょっと噓うそつきました。

　ともかく、ショックを受けた顔で席に座り込んだマチ子さんにりんごさんが聞く。

「というか、準備でクラスの誰だれかと仲を深めるという王道で攻せめたらいいですのに」

「クラス……ねぇ」

　マチ子さんが辺りを見回す。

　マチ子さんとりんごさんの会話が聞こえた男子生徒たちの背筋がなぜかピーンと伸のびて、表情もきりりとしちゃってます。

「…………んーだめだわ」

　が、そのマチ子さんの言葉に、へなへなに。どうやらマチ子さん的に、このクラスの男子生徒の皆みなさんは恋愛対象にならないようです。

「自じ慢まんじゃないけど、ウチは色々と重たいのよ。だから、それを支えてくれるくらいの甲斐かい性しようがないと……」

　まあ、マチ子さんはマッチ売りの少女のごとく、かなりヘビーな過去を背負ってますからね。今現在、天てん涯がい孤こ独どくに近くて、親に捨てられ売られかけた過去があるとか、重すぎです。

　少し説明をすると、この熱血不幸少女マチ子さんは、亮士くんを金持ちのぼんぼんだと勘かん違ちがいし、幸せになるために玉たまの輿こしに乗ろうとしたことがあるのです。その際、マチ子さんは借金で首が回らなくなった父親に売られかけ、それを亮士くんがかっこよく助けちゃったりして、マチ子さんは本気で亮士くんに惚ほれるということに。でも、おおかみさんがいる亮士くんは落とせず振ふられちゃったりして、絶賛彼氏と幸せ募集中となったのです。

「そんなもの、この年とし頃ごろの男子に求めても無理でしょうですの」

　たしかに高校生ですからね。

　しかし、マチ子さんから反論が上がる。

「そうでもないわよ、ほらかっこいいバージョンの亮りよう士しとか」

「……あー、まああれはたしかに」

　怒おこった亮士くんはたしかに頼たよりがいがあるんです。振ふり向いたマチ子さんの視線にビクッとしている、今の亮士くんの姿からは想像もできませんが、やるときはやる男なのです。

「でも、涼りよう子こに取られちゃったし……」

「取ってねーよ!!」

　おおかみさんは興味なさそうに外を見てたくせに、ちゃんと聞いてたようです。

「じゃあ貰もらっていいの？　またダーリンとか呼んで抱だきついて誘ゆう惑わくしちゃうわよ？」

「うぐっ」

　おおかみさんはマチ子さんのその言葉に絶句する。

　同時にクラスに漂ただよう生暖かい空気。

　このおおかみさんが実はかわいい生き物だということが、クラスメイトにはすでに知れ渡わたっているみたいですね。こんなラブコメを毎日見せつけられてたら無理もないかもしれませんが。

　まあ、そんなラブコメってるおおかみさんたちを置いておいてホームルームは進んでいく。

　挙手のあと様々な案が出され、あらかたアイデアが出尽つくしたか……というところで満を持して登場したのが、りんごさんだった。

「はい、おにぎりやさんがいいですの」

　だが、飲食店としては特に代かわり映ばえがないし、お洒落しやれでもない。クラスの皆みなさんの反応も微び妙みようで、いくつかの案の中に埋うもれてしまうのかと思われたそのとき、りんごさんがぽつりとつぶやいた。

「…………女子高生なまにぎり」

　りんごさんがつぶやいたその言葉に、男子生徒の皆さんがざわざわする。

「じょしこうせいなまにぎりっ!?」

「なんだその素す敵てきな響ひびきは……」

「そこはかとなく感じられるエロスに心が震ふるえたぞ」

　そんな皆さんにりんごさんはささやくように言う。

「今をときめくとれとれぴちぴちな女子高生が、その手になにもつけずに目の前で握にぎってくれるんですのよ……」

「とれとれぴちぴち……」

「なにもつけずに……」

「目の前で……」

　その魅み惑わくのワードの数々に、どきどきしている思春期まっただ中の男子生徒の皆さん。

　というか、りんごさんあなた、わかってて言葉を色々省略しているでしょう。

「さらに言うなら、人間の手には菌きんがたくさんいるんですの。きれいに洗ったこの手にだっているんですのよ」

　りんごさんは小さな手を広げひらひらする。

「でも、そのほとんどが健康に害をなさない菌なんですの。特に女性は乳酸菌が多いらしいんですの。漬つけ物ものを漬けるぬか床どこが、混ぜる人によって味が変わるのは、人がそれぞれ持っている菌が違ちがうかららしいんですのよ。そして女性が握にぎったおにぎりは乳酸菌がついて発はつ酵こうし、腐ふ敗はいしづらくなったりもするそうですの」

　突とつ如じよ始まったりんごさんのトリビアコーナー。

「まあ、そんなうんちくはともかく、女性がおにぎりを握るとほら…………気になるあの娘この乳酸菌があなたの身体からだの中に!!」

「「「「「!?」」」」」

　某ぼう漫まん画が誌の、某じっちゃんの名にかけたりする名めい探たん偵てい漫画やヤンキー漫画で、重要なシーンで多用されたりする感かん嘆たん符ふを浮かべる男子の皆みなさん。それほどの衝しよう撃げきを受けてしまったようです。

「そんなおにぎりやさんがあったら……受けると思いませんの？」

　そして、りんごさんはにっこり微笑ほほえむ。

　…………まあ、ここからあとは描びよう写しやする必要もないでしょうが一応書いておきますと、過半数の支持を得てりんごさんの案が選ばれました。




　りんごさんがご機き嫌げんで廊ろう下かを歩いていた。

「うふふ～ん」

　訂てい正せい、りんごさんが超ちようご機嫌で廊下を歩いていた。隣となりであきれ顔をしているのはもちろんおおかみさんだ。

「……ご機嫌だな」

「もちろんですの！　たかが文化祭とはいえ、やるからにはトップを狙ねらわないと!!」

「金も儲もうけれるし、ご褒ほう美びあるしな」

「もちろんですの。貰もらえるものは貰っておかないと。あと、特別扱あつかいとかご褒美とかいう言葉が私は大好きなんですのよ。特別な場所から下しも々じもの者たちを見下ろすというのはとても気持ちいいですし」

　そんな相変わらず性しよう根ねが腐くさりきってるりんごさんに、おおかみさんはぽつりと漏もらす。

「……さすがだな」

「もう涼りよう子こちゃん、褒ほめてもなにも出ませんのよ？」

　たぶんおおかみさんは褒めてません。

　と、廊下を歩いていたら、前方から見たことのある凸でこ凹ぼこな影かげが見えてきた。

　うさ耳を彷ほう彿ふつとさせるツインテールと赤いお団子頭の二人組。幼い外見、かわいいお顔、フリルな制服、黒い腹と実にりんごさんとキャラのかぶった宇う佐さ見み美み々みさんと、お堅かたいくせして彼氏持ち、肌はだをさらすのははしたないとか言って年中冬服、最近ようやく冬服でも違い和わ感がなくなってきた、凜り々りしい瞳ひとみに赤いお団子がチャームポイントな地じ蔵ぞう亜あ美みさんだった。

「ふっふっふっ今年の御お伽とぎ祭さいは貰もらったわよ」

「……うれしそうだな」

「あったりまえよ!!　美み々みちゃんファンクラブもようやく復活したし、御伽祭のほうでもクラスの出し物は私の案が通ったし、今度の祭りはこの宇佐見美々ちゃんの復活祭になんのよ!!」

　宇佐見さんは色々あって清せい純じゆん派は真っ白、白うさぎの毛皮を脱ぬいで腹黒、黒うさぎと化し、その変へん貌ぼうぶりにクラスメイトから敬遠され、ファンクラブも活動停止となっていました。ですが、不死鳥のごとく蘇よみがえったみたいですね。さすがしぶといです。

　まあ、クラスでの孤こ立りつはクラスメイトが宇佐見さんの急な変貌にとまどってただけで、時間が解決してくれるたぐいのものでしたし、ファンクラブのほうは美少女にののしられたり踏ふまれたりしたいと思う人は結構いますし、復活もおかしなことではないでしょう。……え？　いませんか？　おかしいなぁ。いると思うけどなぁ。だって……

「…………あ」

　……と、それはともかくとして、そんな二人というか宇佐見さんはりんごさんを見て足を止め、つられてお供の地蔵さんも止まった。

「…………あ」

　二人の目の前では同じくりんごさんとおおかみさんも足を止めている。

　そして交かわされる挨あい拶さつ。

「あ～ら、久しぶりね」

「お久しぶりですの、宇佐見先せん輩ぱい」

　にこやかに挨拶を交わす宇佐見さんとりんごさん、ですが目が笑っていない。

　挨拶というものはもっと気持ちよくすがすがしいもののはずなのですが……認にん識しきを改める必要があるかもしれません。だって挨拶と共にどす黒いオーラが放射されましたし。こんな挨拶は知りません。

「うおおっ」

「なっなんなんだこれは！　くっ黒いぞ!?」

　ほら、それぞれのお供も引いてますよ。

　で、なんでこんなことになるのかというと……なんというかこの二人は色々あって仲が悪いのです。相あい容いれないものがあるのです。

「うふふ」

「おほほ」

　なぜなら、この二人は何度も言うように…………キャラがかぶっているのです。

「かぶってないわよ!!」

「かぶってないですの!!」

　ほら、かぶってます。

　外見ロリで毒舌腹黒でファッションセンスまで似ていますからね。いじりがいのあるお供をつれているところまで似てますよ。

　そして、だからこそいがみ合うのです、いわゆる近親憎ぞう悪おってやつですか？

　ですがまあ、先に矛ほこというかどす黒いオーラを収めたのは宇う佐さ見みさんだった。

「……まあ、いいわ。今は気分がいいし見逃のがしてあげるわ」

「それはこっちの台詞せりふですの」

「うふふふ、なぜ気分がいいか聞きたい？」

　宇佐見さんはりんごさんの話を聞いてませんね。会話がかみ合ってませんよ。

「え～、どうしようかなぁ。どうしても聞きたいって言うなら……」

　まったく人の話を聞かない宇佐見さんは、さらにもったいつけてくる。

　これは聞きたいと言って欲しいんだろうなぁ……めんどくさいけど、このままじゃ埒らちが明かんし、地じ蔵ぞう先せん輩ぱいが聞いてやってくれと見つめてくるし……と、おおかみさんが仕方なく聞いた。

「で、なんで気分がいいんだ？」

「ふっふっふっ、そんなに聞きたいなら教えてあげるわ。うちのクラスの出し物が上位入賞間ま違ちがいなしのお店に決まったのよ！　私のアイデアで！　私のアイデアでっ!!」

　重要なので二回言いました。

「そりゃもう発想の貧ひん困こんなあんたには絶対に思いつかないような、すんばらしいアイデアよ!!」

「へーへーそりゃようござんした」

　あ、りんごさん、ぶりっこ解けてますよ？

「どんなアイデアか気になるでしょう、気になるわよね!?　仕方ないわね!!」

　これはあれですかね、物語の黒幕がよく罹かかってしまう、説明したい症しよう候こう群というやつでしょうか。

「もう、聞いても真似まねなんてできないだろうから特別に教えてあげるわ!!　なんのお店をやるかというと…………おにぎりやさんよ!!」

　ない胸を張り自信満々に言う宇佐見さんに、

「…………」

「…………」

　おおかみさんとりんごさんは絶句する。

「びっくりして声も出ないようね!!」

　それを都合よく解かい釈しやくした宇佐見さんが始めたのは、なぜおにぎりやさんにしたのかという説明ですが……ここでわざわざ描びよう写しやしなくてもいいくらいりんごさんの説明とかぶってました。

　あまりのかぶりっぷりにりんごさんが絶句したままでいると、そこでようやくなにかおかしいぞ？　と気がついた宇う佐さ見みさんが聞いてきた。

「どうしたのよ」

　そんな宇佐見さんにおおかみさんが答える。

「いやな、うちのクラスもおにぎりやなんだ。…………りんごの発案で」

「なっ!?」

　宇佐見さんは驚おどろきの声を上げる。

「…………」

「…………」

　見つめ合う二人。

「…………っ！」

「…………っ！」

　訂てい正せい、睨にらみ合う二人。

　そんな二人を見ておおかみさんが言った。

「……お前ら、キャラがかぶってるだけでなくて、発想までかぶってるんだな」

「なっ！　そんなことないですの!!」

「なっ！　そんなことないわよ!!」

　…………かぶってますね。

「うー」

「う～」

　ネコのように唸うなる二人、二人の背後には漫まん画が的表現でリンゴとウサギが浮いています。

　…………迫はく力りよくも緊きん迫ぱく感も生まれないので、浮かべるものは要検けん討とうという感じです。

　そしてどちらからともなく言い出した。

「しょっ勝負よ!!」

「受けて立とうじゃありませんの」

　唐とう突とつだが、それに違い和わ感を覚えないくらいに、二人は以心伝心しているようだ。

「勝敗は一いつ般ぱんクラス部門でどちらが上位入賞できるかでいいわね」

「問題ありませんの」

　ちなみに一般クラス部門の勝敗は、わかりやすく純利益で決定される。

「ふふふん、もう後こう悔かいしても遅おそいわよ！　ショックのあまり青ざめ青リンゴと化すあんたが見えるようだわっ!!」

「そちらこそ、ぎゃふんとかうさぎらしからぬ変な鳴き声で鳴いても知りませんの!!」

　そんなこんなで、なぜか真の腐くされロリがどちらなのかを決める、腐れロリ決定戦なんかが唐突に始まってしまった。

「だから、誰だれが腐くされロリですの!!」

「だから、誰が腐れロリなのよ!!」

　とまあ、虚こ空くうに向かってつっこむ怪あやしげなロリ二人。さてさて勝利はどちらに転がり込むのでしょうか……このお話が一応おむすびころりんをモチーフにしているだけに。

　……あれ？　今ちょっとうまいこと言っちゃいました？




　そして一気に時間が飛んで、御お伽とぎ学園大文化祭初日の朝。

「くっくっくっ」

「ふふっ、うれしそうでございますね」

「まあ、ここまで計画通りだと笑いも漏もれますの」

　りんごさんが目の前にいる女の子たちを見て笑っている。隣となりには乙おと姫ひめさんが参さん謀ぼう役っぽい位置に立っている。

　どう考えても悪役な台詞せりふを吐はいてるりんごさんの前に整列をしているのは、大正ロマンを感じさせる和風メイドの皆みなさんだった。大きめフリルのエプロンはかわいらしく、ミニスカートから覗のぞく健康的なおみ足が眩まぶしい。

　もちろん、おおかみさんも和風メイドと化している。……憮ぶ然ぜんとしてますが。

　抵てい抗こうしたんでしょうが、りんごさんには勝てなかったんでしょうね。

　あ、書いてもおもしろくないので説明は大おお幅はばに省きますが、男子生徒たちは校舎裏辺りのどっか目だたないところでご飯を炊たいたり、おにぎりの中に入れる具の用意をしたりしています。特にご飯は、わざわざ竈かまどを作って、お釜かまで炊いてます。直じか火びです。お米もりんごさんが職権乱用してまで特Ａランクのお米を安く手に入れました。

　田舎いなか育ちの亮りよう士しくんはこういうのに慣れてて、このご飯部隊で獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくをしたのですが…………これもやっぱりカットです。

　今、この場にいる和風メイドの皆さんは、女のプロ乙おと姫ひめさん監かん修しゆうの下もとで行われた特訓のおかげで、今すぐどこかのお店につれていっても問題ないほどの接客のプロになっている。

　さらには乙姫さん直じき伝でんメイクテクで、外見ランクも軒のき並なみアップしている。女は化け粧しようで変わるっていっても、変わりすぎでしょうというくらい、女の子たちの外見偏へん差さ値がアップしているのだ。

　それだけでなく肉体改造テクで、太り気味な子にはダイエットを、姿勢の悪い子には姿勢の矯きよう正せいをした。昔まるまる太ってて、うつむきがちで姿勢最悪だった乙姫さんを今の乙姫さんにした肉体改造テク、竜りゆう宮ぐうの女たちが惚ほれた男を逃にがさないために培つちかってきた技術なので、これまた効果があるのは当たり前。めんどくさいと渋しぶる娘こだって、乙姫さんの昔の写真を見せるだけでやる気になった。

　…………豊胸ばかりは無理だったようですがね。ほら、おおかみさんとか、りんごさんとか、おおかみさんとか、おおかみさんとか見ればわかります。

　それはともかく、おかげでおおかみさんたちのクラスの女子生徒はなんかもう、チート級です。Ｓクラス、Ａクラスがごろごろしてるってどんだけ～という感じです。恐おそるべし乙おと姫ひめさん。

　さらに、乙姫さんの短期間集中講座を受けた女の子たちは、自信にみなぎっています。

「この戦いくさ……貰もらいましたの」

　そう、この場に集つどう女の子たちは一いつ騎き当とう千せんの古ふる強つわ者ものと化しているのです。

　ちなみに、この短期間集中講座を受講したクラスの女の子たちは、御お伽とぎ学園大文化祭のあと、相次いで彼氏をゲットすることになるのですが、それはまた別の話です。

　りんごさんは、そんな猛者おんなのこたちに言った。

「皆みなさん、ついに時が来ましたの。あの辛つらい特訓やダイエットは、今日この日のために行われたんですのよ」

　目をつむる女の子たち、特訓の日々を思い出しているのだろう……

「さあ、勝っていい目を見ましょうですの！」

「「「「「「お～！」」」」」」

　……違ちがいました。勝利したあとの皮算用をしていたらしいです。

「売り上げで自分たちへのご褒ほう美びに、ちょっと贅ぜい沢たくな打ち上げなんかしちゃいましょうですの！」

「「「「「「お～！」」」」」」

「ついでにいい男も見つけちゃいましょうですの!!」

「「「「「「お～!!」」」」」」

　びっくりマークが一つ増えました。皆さんノリノリですね。なんというスイーツ（笑）とか言いたくなりますね。

「では、『おにぎりやさん』開店ですの!!」

　というわけで、開店です。




　唐とう突とつですが、ここでりんごさんたちのクラスの出し物の説明をしましょう。

　店名はそのまんま『おにぎりやさん』。和風メイドの呼び子に誘さそわれ、和風なたたずまいに改装された教室に入ると、お任せか指名を選びます。指名を選ぶとカタログを渡わたされます。カタログに載のっているのはクラスの女の子たちの写真。りんごさんが召しよう喚かんした写真部の庄しよう屋やさんに撮とらせたので、それはもうよい出来です。少々パソコンで修正してたり効果をつけたりもしてますが少々です。パネルマジックはありません。

　そしてその中から女の子を選ぶと、仕切りで区切られた半個室の席へと案内されます。机、椅い子す共にどこかから調達してきたもので、学校机の流用ではありません。実に豪ごう華かです。

　席についてしばらくすると、おひつとおにぎりの具の載のったお盆ぼんを持った女の子が現れて、軽いトークなんかをしながら目の前でおにぎりを握にぎってくれます。このトークで、お財さい布ふを軽くさせてたくさん注文させるのです。ちなみにお任せの場合は手が空いている女の子が来ます。お任せだと少し値段が安くなります。

　なにかを彷ほう彿ふつとさせるシステムですが、気にしたら負けです。

　というか……乙おと姫ひめさんとりんごさんが組むとこうなるんですね。完全に余談ですが、乙姫さん家ちの竜りゆう宮ぐうグループは、性産業の雄ゆうとかいわれてます。そういうお店だけでなく色々作ってて、男の子のお部屋には、だいたい乙姫さん家の作った本やゲームやビデオやＤＶＤがあるものなのです。

「涼りよう子こちゃ～ん、指名入りましたのよ～」

　そんなこんなで開店されたおにぎりやさんだったが、客足は順調だ。

「…………またか」

　亮りよう士しくんがネット上でおおかみさんの情報をばらまいたり、校内の色んなところでラブコメを繰くり広げたりしていたので、おおかみさんへの指名はそこそこあるのだ。

　というか、乙姫さん効果でクラスの女の子全員に指名が入っている。あと、「この娘こお薦すすめですのよ」とか説明する、やり手なりんごさんの手しゆ腕わんもあるのだろう。

　……正直、今後乙姫さんとりんごさんを組ませることはない気がしてきました。この二人はやばすぎます。主に対象年ねん齢れい的な意味で。

　それで、おおかみさんの接客はというと、こんな感じです。

　和風のメイド服に身を包み、その服装に不似合いなふてぶてしさで、お盆を抱かかえてやって来たおおかみさんは、開口一番こう言います。

「注文は？」

　無愛想です。さすがのりんごさん、乙姫さんタッグでも、おおかみさんは矯きよう正せいできなかったようです。いや、これはわざとでしょうか。見る人が見ればこのほうがかわいいですからね。

「えーと僕は、梅うめとおかか」

「んー、たらこと鮭さけ」

「あいよ」

　おおかみさんは注文を聞き、お手て拭ふきで手を拭き握る準備を始めます。言葉は必要最低限です。特に握るときなんか無言ですよ。

「…………」[image: ←]無言で握るおおかみさん。

「…………」[image: ←]無言でそれを見つめる男子生徒その一。

「…………」[image: ←]無言でそれを見つめる男子生徒その二。

　無言ですが、一いつ所しよ懸けん命めいというか丁てい寧ねいに握っているおおかみさんは、いつもの凶きよう暴ぼう性とのギャップで和なごみます。

「…………ほらよ」

「どうもです」

「……あ、うまい」

　おおかみさんのワイルドな見た目に似合わず繊せん細さいに握にぎられたおにぎりは、柔やわらかく口の中でほぐれます。おにぎりのこつは、あまり力を入れすぎないことなのです。

「…………」

　無言で食べ終わるのを待つおおかみさん。お客さんが食べ終わったあとでぶっきらぼうに聞きました。

「……他ほかには？」

「じゃあ、ツナマヨで」

「あ、僕もそれで」

「あいよ」

　おおかみさんは再び握り始める。動作に無む駄だがないというより、素っ気なさすぎです。

「…………」[image: ←]無言で握るおおかみさん。

「…………」[image: ←]無言でそれを見つめる男子生徒その一。

「…………」[image: ←]無言でそれを見つめる男子生徒その二。

「…………ほらよ」

「あ、どうも」

「……」

　無言で食べ終わるのを待つおおかみさん……って、紙の無駄にもほどがあるでしょう。ほとんど台詞せりふが変わってませんよ？

「……他には？」

　あと、おおかみさん、さっきから漢字込みで三文字しかしゃべってません。ひらがなにしても最高六文字です。接客というものをなめまくってます。

　だが………………………………それがいい。

「いえ、お腹なかいっぱいです」

「ごちそう様でした。おいしかったです」

　接客っぽい接客をされてないのに、お客さんは実に満足そうです。

　ツンデレ喫きつ茶さとかができる世の中ですからね。リアルツンデレと裏の紳しん士したちの世界で名高いおおかみさんがこういう対応してくれるんですから、それだけでお腹いっぱいという感じでしょうか。

「……そうか」

　相変わらずぶっきらぼうなおおかみさんですが、亮りよう士しくんやりんごさんならそのぶっきらぼうな中に潜ひそむ喜びに気がついたかもしれません。作った料理がおいしいと言われれば、どんな人でもうれしくなるものですからね。

　そんなおおかみさんは、伝票に注文されたおにぎりを書き込むと言いました。

「……会計だ」

　また三文字でした。

　とまあこんな感じのおおかみさんの接客ですが、ここまできたらりんごさん、乙おと姫ひめさん、マチ子さんの接客もいっときましょうか。




　　　乙姫さんの場合




「どうも本日は御ご指名いただきありがとうございます」

　まずゆったりと優ゆう雅がに乙姫さんはお辞じ儀ぎします。

「では、ご注文をお聞きしてもよろしいでしょうか」

　乙姫さんはにっこり微笑ほほえみます。

「……かしこまりました」

　乙姫さんは特に奇きをてらいません。基本に忠実です。

　ですが………………その基本こそが奥おう義ぎなのです。

　はらりと垂たれてきた前髪がみを手の甲こうを使って上げる乙姫さん。

　ズキューンとお客さんのハートがときめきました。

　あの動作はキュンキュンです。

　おひつのご飯の熱さに、あつっと耳たぶをつまむ乙姫さん。

　この動作もキュンキュンです。

　手についたご飯粒つぶをぺろりとなめ取り、見られたのに気がつき頰ほほを染める乙姫さん。

　その動作もキュンキュンです。

　礼儀正しく、特に奇をてらっていないにもかかわらず、ピンポイントで男のハートをキュンキュンさせていく乙姫さん。

　さすがです。女の魅みせ方と、男心を知り抜ぬいています。

「他ほかにご注文はございますでしょうか？」

　あまりに基本すぎて書くことがありませんが……やはり乙姫さんこそ最強の名に相応ふさわしいですね。




　　　マチ子さんの場合




「どうも～、マチ子で～す。ご指名ありがとうございま～す」

　元気に登場したマチ子さん。

「お客さん、こういうとこ初めて？」

　……………………………………………………これはひどい。

　マチ子さん、色んな意味で間ま違ちがえまくってます。

　まあ、冗じよう談だんですんでるみたいなんで問題なしですが……たぶん。

「いっいやまあ。初めてかなぁ」

　男子生徒は口ごもる。まあ、飲食店でこんな接客をされたことはないでしょう。

「学生さん？」

「はい、まぁ……」

　だからマチ子さん、狙ねらってるんですかあなたは。

「どこの生徒さんなの？」

「ああ、伊曽保イソツプ学院です」

「伊曽保学院……」

　ここらで有数の進学校でした。しかも男子校です。

　ギラリッ

「……へ～そうなんですか～頭いいんですねぇ」

　今マチ子さんの瞳ひとみが輝かがやきました。

「じゃあ、腕うでによりをかけて握にぎっちゃうわね！」

　幸せの狩人かりゆうどマチ子さんは将来有望そうな男かどうかで露ろ骨こつに接客態度が変わるようです。

　しかも態度だけでなく、将来有望そうな男がお客さんだと微び妙みように接客時間が延びています。

「ご注文は？　あ、君っていうのは、な・し・よ？」

「はっはぁ……えと……」

　お客さんはマチ子さんのテンションに引き気味です。

　ですが、テンションが高いのは仕方がありません。世間一いつ般ぱんから見ても不幸な境きよう遇ぐうのマチ子さんは、アグレッシブに幸せを追い求めているのです。

　…………これが文化祭だというのをすっかり忘れているのではないかという懸け念ねんがありますが……たぶん気のせいでしょう。




　　　りんごさんの場合




「ようこそいらっしゃいませですの」

　無む邪じや気きな笑え顔がおで登場したのはりんごさん。

「よいしょよいしょ」

　りんごさんが小さな手でおにぎりを握る姿は、実に和なごみます。

　お客さんもそれを見て、キュンキュンしているようです。

　………………すべてりんごさんの計算通りなんですが。

　りんごさんは自分の持った武器の使い方を完全に把は握あくしているのです。

「はい、どうぞですの」

「ありがとう」

　りんごさんの小さな手で少し大きめに握にぎったおにぎりは形が少々不格好です。

「うん、おいしい」

　ですが、お客さんは大満足です。

「まぁ、そこまでおいしそうに食べていただくと、がんばって握ったかいがありましたの」

　おにぎりなんて誰だれが握ったってそうそう変な形にならないので、普ふ通つうはこんな不格好なおにぎりなんてできないのです。なので、このおにぎりの形はりんごさんがわざとこうしているわけなのですが……不自然に思えません。

　なぜなら、りんごさんの場合は手が小さいので、それで大きめのおにぎりを握れば形が不格好でも、そんなこともあるかもしれないなぁと思ってしまうのです。

　そしてその不格好なおにぎりが、りんごさんの一いつ所しよ懸けん命めいさを演出するのです。小さな女の子が小さな手で一所懸命握ってくれた不格好なおにぎり。これで萌もえなきゃ男……いや漢おとこじゃないですね。

「あ、もう一つどうですの？」

「いや、もうお腹なかいっぱい……」

　うるうる

　その大きなおめめを潤うるませて、りんごさんは無言でなにかを訴うつたえます。

「じゃっじゃあ、もう一つ貰もらおうかな？」

　りんごさんは、ぱあぁと笑え顔がおを浮かべます。

　それを見たお客さんはなんかいい気分になってるみたいですけど、それ営業スマイルですよ。

「ありがとうですの！」

　りんごさんの、『ちょろいですの……』なんていう心の声が聞こえてきそうです。




　とまあ、そんな感じで運営されるおにぎりやさん。

　おおかみさんは素すのまんまというかそのままのほうが萌えるのでいじってないのですが、その他の生徒の皆みなさんは、乙おと姫ひめさんとりんごさんから伝授されたそれぞれに合った接客法で、お客さんたちから順調にお金を絞しぼり取って……もとい、注文を取っているようです。商売繁はん盛じよう酒ささ持ってこいという感じです。

　なんかすごい店があると口コミで広まり、お昼のピークには行列ができるほどの人気でした。

　そしてピークも過ぎて、お客さんが減ってきた頃ころ、りんごさんがおおかみさんを摑つかまえて言った。

「あ、涼りよう子こちゃん」

「なんだ？」

「手の空いている何人かと、男子に差し入れ持ってってくださいの」

「なんでオレが……」

「接客のほうに行きますの？」

「…………………………わかった」

　おおかみさんはしぶしぶ了承りようしようする。

　よっぽど接客が嫌いやなんですね。一いつ匹ぴき狼おおかみを気取ってるので仕方ないかもしれませんが。

　というわけで、おおかみさんは休きゆう憩けいしている女子生徒何人かに話しかける。

「暇ひまか？」

「あっ、大おお神かみさんどうしたの？」

「……暇か？」

　おおかみさん、フレンドリーに話せないのはわかりますが、もう少し情報量を増やしましょうよ。

「えっええ、お昼過ぎたし今は暇だけど」

　おおかみさんに話しかけられるという実にレアなイベントに遭そう遇ぐうして、女子生徒の皆みなさんはびっくりしている。

「りんごが男子にメシ持っていけだと……」

「私たちが握にぎっていくの？」

「そうだ……」

　ぶっきらぼうだが、おおかみさんはどうにか普ふ通つうに会話ができている。昔の腫はれ物もの扱あつかいが噓うそのようだ。

　いや前は、おおかみさんのほうが近寄らせなかったんですけどね。

「わかったわ」

「じゃあ、ちゃっちゃと握って持っていこうか……」

「具は余り気味のやつでいいわよね？」

「…………いいんじゃねーか？」

　会話は弾はずんでる……というか、おおかみさんにぶつかったところでぽてんころころと下に落ちてますが、一応跳はね返っています。もう、昔に比べれば大違ちがい。昔ならおおかみさんに会話を投げかける人もいませんでしたし、連れん絡らく事じ項こうなどで投げかけたとしても、うなずくぐらいで会話は投げ返されてこなかったのですから。

「じゃあ、さっさと終わらせようぜ……」

　おおかみさんもおおかみさんで、いいほうに少しずつ変わってるんですね。




　所変わって亮りよう士しくんたちのほうはというと。先ほどは男子はカットと書きましたが、それではあまりにあまりにもなので、少し語っておくことにします。

　校舎裏の目立たない辺りに亮士くんプラス同じクラスの男子たちはいました。

　りんごさんが高級路線でいくと決めたので、手間がかかる竈かまど炊だきなのです。しかし、うまく炊けさえすればおいしいのです。お焦こげがつくし、ご飯粒つぶが立つのです。

「よし、お昼のピークが過ぎたんで順番に休みを取ってくぞ～」

「う～い」

「ほーい」

「りょーかいっス」

　思い思いに返事をしたあと、亮士くんたちは休きゆう憩けいに入ります。煤すすで汚よごれたりしてて、なんか青春という感じです。

　そんな青春真っ盛りの皆みなさんは、近くにあった花か壇だんの縁ふち石いしに並んで座ってだべります。

「そういや、浦うら島しまさんは？」

　浦島さんは、日本全国ナンパの旅……じゃなかった、竜りゆう宮ぐう流房ぼう術じゆつの修しゆ行ぎようのために全国各地を回り一年ほどダブってるので、クラスメイトからさん付けで呼ばれてます。しかもある意味で尊敬できる人なので、そういう意味でもさん付けなのでしょう。

「……いないっスね」

「さっきまでいたのにな」

「いつもの病気が出たんじゃないか？」

　病気……なるほど、ナンパに行ったんですね。

「仕方ないなあ、あの人も」

「まったくだ」

　浦島さんは美形で女にもてそうで、しかも男なんてどうでもいいと公言しててと、実に嫌きらわれそうなキャラのくせに嫌われてません。

　理由はナンパが全然成功しないからと、お相手が乙おと姫ひめさんだということ。まあ、彼女持ちなのはうらやましいですが、乙姫さんは一ひと癖くせも二ふた癖くせもありすぎますからね。

「んじゃまあ、いつも通り竜りゆう宮ぐうさんにチクっておくか」

「竜宮さんには色々お世話になってるからな」

　……こんな風に、ちゃくちゃくと包囲網もうを敷しかれているのを見れば、うらやましさも半減でしょうし。

　乙姫さんは弟子でしの女の子たちに浦島さんの動向を教えてもらうだけでなく、浦島さんの周囲の男たちにもこうして根回ししているのです。うちで作ってるものでございます……と、おかずになるものを渡わたしたりしたに違ちがいありません。もちろん乙姫さん家ちで作っているのは豆とう腐ふや野菜ではありません。

「……ふう、なかなか順調な滑すべり出しだよな」

「まあな、俺がもし他ほかのクラスだったら、絶対通ってるわ」

「俺も」

「乳酸菌きんは目から鱗うろこだったからな」

「まったくだ」

　皆みなさん見てください。これが乳酸菌に萌もえる男たちの姿です。

「ともかく、入賞夢じゃねーよな」

「お願いか……豪ごう華かな遠足ってときめかないか？　恋の予感というか」

「いいないいな、マジいいな」

「遠足じゃなくても、文化祭の利益で打ち上げ旅行に行ったクラスもあるそうっスよ？」

「旅先で解放的になる女子といい感じに……ということか、それはたまらんな」

「うちの女子すげー変わったからなぁ」

　そして話題は女の子たちのことに。まあこういうところで話すのは女の子のことですよね。

「ああ、レベルが高くなりすぎだろう……話すだけで、もうどきどきするね！」

「足あ立だちなんて、ちょいポチャ気味だったのがナイスバディになってたぞ。胸を残してうまく瘦やせたんだろうな」

「ちょっと地味で暗かった須す藤どうも、自信持ったのか明るくなってたしなぁ」

「素材を活いかしてなかったのか、それとも料理人の腕うでがすばらしすぎたのか……」

「竜りゆう宮ぐうさん……ぱねぇとか言いたくなるほどすげえからな」

「でもまあ、料理人の腕だけであれはないと思うから、両方だろう。両方だといいな。そのほうが夢があるというか精神衛生上よいというか……」

「……そうだな。あれが全部メイクマジックなら、人間というか女性不信になるわ」

「…………」

「…………」

　色々考えてしまい、皆さんは思わず黙だまり込んでしまうが、空気を変えようと男子の一人が言った。

「でもまあ一番変わったのは……」

　そこで皆さんは亮りよう士しくんに視線を向ける。

「え？　おれっスか」

「うんにゃ。たしかにお前も変わったっちゃあ、変わったんだろうが……」

「覚えてないから比べようがない」

「そうだな。同じクラスだったはずなのに、御お伽とぎ銀行に入って大おお神かみさんと絡からみ出すようになる前のお前の記き憶おくがない」

　記憶にすら残らない……亮士くんはよっぽどうまく空気になってたんですね。

「まあ、目立たないようにしてたっスから……発ほつ作さ起こさないために」

「というか、あの発作なんだったんだよ。最近はあんまり見なくなったけど」

「見てておもしろかったけどな……って、お前のことなんかどうでもいいんだよ!!」

　ひどい言われようですが、たしかに本題ではありませんし、男のことなんてどうでもいいです。

「一番変わったのは、大おお神かみさんだよ。ほんとかわいくなっちゃってまぁ」

「だな、野生の狼おおかみと室内犬くらい違ちがう。今も近寄りがたいのは変わらないけど、森もり野のと絡からむとかわいくなるんだよな」

「赤あか井いさんがうまくいじるしな……赤井さんの見事ないじりでかわいさ倍増だ」

「なんであの二人が一いつ緒しよにいるのか不思議だったが、赤井さんは大神さんのああいうところ知ってたからなんだなぁ」

「部屋一緒らしいしな」

「かわいくても牙きばがあるから、さすがに口く説どこうとは思えないが、見てると和なごむよなぁ」

「ああ」

　おおかみさんは最近丸くなったというか、丸くなった＋亮りよう士しくんへの好感度増で、クラスでもラブコメってるんですよね。

「大神さんは一言で言うと……」

　上を向き、遠い目でなにやら感かん慨がい深げに秋空へと言葉を吐はき出す男子の皆みなさん。

「ツンデレだよなぁ」

「ああ、どうしようもなくツンデレだ」

「大神さんの名前にツンデレとルビ振ふっても問題ないくらいツンデレだ」

「あれをツンデレと評さなかったら、ツンデレの定義が変わってしまいそうなほどにツンデレだ」

　おおかみさんはそこまでツンデレですか……いえたしかにそこまでツンデレですね。

　おおかみさんがツンデレだというのは、もうすでに皆さんの共通認にん識しきになっているようです。

「……おい森野、いったいなにやったら大神さんがああなるんだよ」

「えっ？」

　そこでいきなり話を振られ、亮士くんはキョドる。

「というか、大神さんとどこまでいったんだよ？」

「そうそう、お兄さんにちょっと聞かせてみ？」

「……どこまでって、ちょっとそこまでとか……」

　言った瞬しゆん間かん、空気が凍こおりつき、その場にいた全員が亮士くんを無言で睨にらむ。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………………………すいませんでしたっス」

　ぺこぺこ亮りよう士しくんは謝る。当然ですね。あの返しはお約束を飛び越こえて、殺意がわくレベルでした。

「…………で、どこまでいってんだよ」

「いや別になにもないっスよ。……仲は以前より深まったとは思うっスけど」

「仲ねぇ……」

　曖あい昧まいな亮士くんの答えに、質問というか尋じん問もんが始まった。

「じゃあ質問だ。ヤったのか？」

「ヤってないっスよ!!」

　亮士くんはぶんぶんと顔と手を振ふり否定する。

「キスはしたのか？」

「しっしてないっスよ!!」

　またもや、亮士くんはぶんぶんする。

「手は繫つないだのか？」

「……繫いでないっス」

　どんどんトーンダウンしてますね。深まってたと思ってたのに、肉体的には実はなにもしてないことに気がついたのかもしれません。

　まあ、おおかみさんの側がわからは抱だきつかれたりしたことはあるんですけどね。記き憶おく喪そう失しつで幼児化したおおかみさんに腕うでを組まれたり、ゴキブリに怯おびえるおおかみさんに抱きつかれたり、暗くら闇やみで転んだ拍ひよう子しに抱きつかれたり。

「デートは？」

「……御お伽とぎ銀行の関係でダブルデートを一度。あとは犬の散歩に何度か」

「………………小学生かお前は」

　当然のつっこみですね。

「…………お前はいったいなにやってんだよ」

「……だからなにもやってないっス」

　おおかみさんがダブルデートで記憶喪失になり幼児化したときは、ものすごくデートだったんですが……亮士くんの中ではあれはノーカンなのです。亮士くんはおおかみさんがあのときの記憶を全部なくしてると思ってますしね。

「なんでだ？　どう見ても大おお神かみさんは、落ちる寸前だぜ？」

「だな、なにかに引っかかってて落ちないだけで、それがどうにかなりゃ真っ逆さまにお前の腕の中だろ」

「そのどうにかするのが、一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはいかないんスよね。だから、仲は深めたいとは思うっスけど、そんなにがつがついくわけにもいかないんスよ。想おもいを言葉で伝えて、それを態度で見せて、ゆっくり仲を深めないと」

「……なるほど、俺らの知らないなにかをお前は知ってるわけか」

　その核かく心しんを突ついた問いに笑って答える亮りよう士しくん。

「ははは、まあじっくりと、涼りよう子こさんの信しん頼らいを得つつやっていくっスよ。涼子さんは色々あってツッパってるだけで、ホントは傷つきやすくて、優やさしくて、かわいい、普ふ通つうの女の子っスしね」

　そんな亮士くんの言葉に、皆みなさんは顔を見合わせる。

「…………そこがお前のすごいところだよな」

「普通そんなこと思わねーよ」

　おおかみさんはなんというか、見た目は実にワイルドでヤンキーですからね。目つきも悪いですし。そんなおおかみさんを普通の女の子と評すことができる人は、そうそういないでしょう。

「お前、よっぽど大おお神かみさんのこと好きなんだなぁ……」

「いや……まあ、好きっスよ。涼子さんがいなかったら、今のおれはないっスからね。だから大事にしたいんスよ」

　亮士くんのそんな一直線の言葉に、

「なんだ、このラブコメ主人公は!!」

「これが主役と背景キャラの差なのか!!」

「っかー、やってらんねー!!」

「おっ俺に出会いをー愛をくれ～!!」

　悶もだえる男子の皆さん。

　歯が浮くとはまさにこのこと。恋人とかがいて恋愛耐たい性せいがついてる人でないと、甘すぎて耐たえられないでしょう。

「………………でもまあ、だからこそ大神さんもお前には気を許してんのかもな」

「許してるっスかねぇ」

「許しまくりだな。大神さんは基本不ふ機き嫌げんそうな顔しかしないんだぜ？　なにかを誰だれかと話すときは必要最低限の言葉しか使わないし。それがお前には真っ赤になって殴なぐったり、罵ば倒とうしたり……お前以外にはそんなことしないだろ」

「まったくだ」

　と、うんうんとうなずいたあと、男子の皆さんは言った。

「まぁ適当に応おう援えんしてやるから、がんばれ」

　とまあそういうわけで、男子たち裏方の話でした。




　で、亮りよう士しくんたちが色々話してた頃ころ、おおかみさんは亮士くんたちのすぐ側そばにある校舎の陰かげから、出るに出れなくなっていた。

　顔はもうどうしようもないほどに真っ赤になっていて、一いつ緒しよに差し入れを持ってきた女の子たちはにやにやとおおかみさんを見ている。

　なんでかというと、

『……涼りよう子こさんは色々あってツッパってるだけで、ホントは傷つきやすくて、優やさしくて、かわいい、普ふ通つうの女の子っスしね』

　という、亮士くんの超ちよう恥はずかしい台詞せりふが聞こえてきたからだ。

　さすがのおおかみさんの毛皮でも、ここで出ていけるほどの防ぼう御ぎよ力は持っていません。……最近繕つくろってばっかりでぼろぼろですしね、毛皮。

　そんなわけで校舎の陰で出るに出れないおおかみさんだったが、

「大おお神かみさん、行こうか」

「いっ行けるわけないだろう!!」

　女の子たちに腕うでをつかまれ無理矢理連れていかれそうになっていた。

「まあまあ、そんなこと言わずに」

「そうよ、せっかく森もり野の君の分握にぎったんだし」

「なっなんでそうなる！　いつオレが亮士に……」

「じゃあ、他ほかの人に渡わたす？」

「………………」

　そう言われておおかみさんは無言になる。亮士くんに渡すとも言えないが、他の人に渡すとも言えないので、無言になってしまうのだ。

　そんなおおかみさんを見て、女の子たちはかわいいなぁと和なごむ。

「でしょ？　なら、行かないと」

　おおかみさんはそんな女の子たちに逆らえず背中を押されていたが、

『いや……まあ、好きっスよ。涼子さんがいなかったら、今のおれはないっスからね。だから大事にしたいんスよ』

　こんな亮士くんの言葉が聞こえてきた瞬しゆん間かん、全身でブレーキをかけた。

　さすがにこれに耐たえることは無理だったようです。

「こっこれ渡しとけ、オレは帰る!!」

　ゆでたタコのように真っ赤な顔をしたおおかみさんは、持っていたおにぎりの包みを無理矢理女の子たちに渡してから逃にげ出し、全力疾しつ走そうであっという間に見えなくなった。

「…………あ～」

「行っちゃった」

　残された女の子たちは、まあ仕方ないかと顔を見合わせたあと、校舎の陰かげから出ていった。

「おーい、者ども、えさだぞ[image: ～][image: ～][image: ～]」

「行ゆき倒だおれた旅人のように、ありがてぇありがてぇと泣きながら食べなー」




　逃にげ出したおおかみさんだが、人混みを爆ばく走そう中にりんごさんに遭そう遇ぐうしていた。

「あら、涼りよう子こちゃんちょうどいいところに。今呼びに行くところだったんですのよ……ってどうしたんですの？　顔真っ赤ですけど」

「なんでもねえよっ!!」

　おおかみさんは叫さけぶ。そんなおおかみさんを怪け訝げんな顔で見ながらりんごさんは言った。

「……まあ、いいですの。今から、宇う佐さ見み先せん輩ぱいのところに偵てい察さつに行くんですけど、一いつ緒しよに行きましょうですの」

「……わかった」

　そんなわけで宇佐見さんのクラスに来てみると、たくさんのお客さんが入れ替かわり立ち替わり、お店に入っていた。なかなかに繁はん盛じようしているようだ。

「繁盛してんな」

「客の回転が速い……なるほど、薄はく利り多た売ばいできましたのね」

　女の子たちのがんばりで客単価が高いおおかみさんのクラスだが、宇佐見さんのクラスは真逆の方針でお店を運営しているようだ。

「これは……正直どっちが勝ってるかわかんないですの……いやもしかしたら負けているかも」

「ここは女の客も来てるしな。テイクアウトで買ってすぐ出る客もいるみたいだし、おまけで売ってるペットボトルのお茶も売れてるみたいだな。おにぎりにはお茶だよな」

「むぐぐぐ、まずいですの。うちは初期費用も結構かかってますし、このままだと……」

　りんごさんの出来のよろしい頭が、これはまずいという答えを導き出したようだ。

「ま、とりあえず入ってみっか、せっかく来たんだし」

　というわけで、おおかみさんとりんごさんは敵てき陣じんに潜せん入にゆうしてみる。

「普ふ通つうですのね」

「普通だな」

　元々ある机や椅い子すなどの設備を最大限利用し、実に文化祭らしい手作り感にあふれている。

「ていうか、うちがやりすぎてんだろ。内装とかに金も手間もかけたし」

「高級志向ですもの」

　りんごさんが職権乱用して、コネで色々お安く手に入れ、文化祭レベルを超こえちゃってますからね。

「で、どうするんだよ」

　とりあえず窓際ぎわの席に案内され、おにぎりとお茶を注文したあと、おおかみさんはりんごさんに聞いた。

「ふっふっふっ」

　するとりんごさんは、考えがありますのよ～と笑いながら机の下に潜もぐり込み、

「っきゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　次の瞬しゆん間かん、ものすごくかわいい悲鳴が上がった。

　そして鈍にぶい音と共に、頭を押さえたりんごさんが机の下から転がり出ます。

「痛いですのっ、なにするんですのよ、涼りよう子こちゃん!!」

「なっななななっなにするって、そりゃあオレの台詞せりふだ!!　お前今なにしようとしやがった!!」

　おおかみさんは錯さく乱らん状態だ。どうやら先ほどの悲鳴はおおかみさんのだったようです。というか、おおかみさんがあんな声を出すなんていったいなにされたんでしょうか。

「いえ、髪かみの毛が入っていたぞという、オーソドックスな因いん縁ねんをつけようと思ったんですけど、もう少しインパクトが欲しいなと思ったんですのよ。なので違ちがう場所の……」

　おおかみさんは絶句する。難なん癖くせつけて評判を落とそうなんてダメすぎる行動も気になりますが、一番注意しなければならないのは、なにを使って難癖をつけようとしていたのか。

　………………このロリ、おおかみさんの毛をむしろうとしたらしいです。スカートに潜り込んで。

「あっあっあほかてめーわっ!!」

　ゴンッ

　おおかみさんがりんごさんの頭を殴なぐる。

「痛いですのっ!!」

　手加減が感じられない一いち撃げきだった。

　あまりの痛さにりんごさんは涙なみだ目めになり、そんなりんごさんにおおかみさんは吠ほえる。

「たったしかに、ものすごいインパクトだろうよ……」

　おおかみさんがインパクトのあまり、ものすごくかわいい悲鳴を上げるくらいですからね。

「でもな……それ以前に非常識にもほどがあるだろうがっ!!」

　まったくです。非の打ち所もない正論です。

「つーか、欲しいなら自分の……自分の………………」

　調子よくりんごさんに文句を言っていたのに、おおかみさんはそこで言葉に詰つまる。

　視線の先には、なにやらやさぐれて自じ嘲ちようの笑えみを浮かべたりんごさんの姿があった。

「へっ」

　背中が煤すすけています。

「…………悪かった」

　おおかみさんはりんごさんに謝る。

　ちなみに、このあたりの会話の意味がわからない人は、わからないで結構です。

　ともかく、そんな、ヒロインとしてギリギリというか、もうすでにアウトじゃねえ？　といったやりとりをおおかみさんとりんごさんがやっていると、背後から聞き覚えのある声が発せられた。

「大おお神かみに赤あか井い、来てくれてたのか」

「…………地じ蔵ぞう先せん輩ぱい」

　声のほうを見ると、おにぎりを持った地蔵さんがいた。

「それでなにかあったのか？」

「いやなんでもないですの、おほほほ」

「そうか」

　制服にエプロンという、朝起きてキッチンにこんなのがいたら、間ま違ちがいなく『ああっそんな、朝からなんて、学校に遅おくれちゃう……』とか言わせてしまいたくなる姿の地蔵さん。すばらしくエプロンが似合ってます。

「まあいい、注文のおにぎりだ」

　地蔵さんが差し出したのは、なんの変へん哲てつもない白いお皿に盛られた、これまたなんの変哲もない俵たわらむすび。なんだか見てると、とても懐なつかしく優やさしい気分になります。

「これを握にぎったのは？」

「私なんだが……なにか問題でもあったか？」

「いえ」

　りんごさんは言葉に詰つまる。さすがのりんごさんでも、地蔵さんに難なん癖くせをつけることはできません。もし難癖つけちゃったら、完全に悪者になっちゃいますからね。髪かみの毛入ってたとか言ったら『すっすまない、本当にすまない、今代わりを持ってくる!!』と、ものすごく真しん摯しに対応されてしまうに違いありませんからね。普ふ通つうの人なら良心が耐たえられないでしょうし。

　そう、地蔵さんは、お堅かたく真面目まじめで純真でものすごくいい人なのです。

「よかった。じゃあ食べてくれ、腕うでによりをかけて握ったからな」

「……はい、いただきますの」

　それに比べたらりんごさんなんて、どう考えても敵かたき側がわのキャラですよ。髪の毛どころか、言葉で書くとピーとかぶせられてしまいそうな毛を料理に入れて難癖つけようなんて、そんなサブヒロインは見たことがありません。

「うう……おいしい」

　地蔵さんの真心がこもったおにぎりに、りんごさんは思わず声を漏もらしてしまう。

　なんだかものすごい敗北感です。人として負けた気分です。

　そんな負け犬りんごさんに、だめ押しの声がかけられる。

「あ～ら敵情視察かしら？」

　勝ち誇ほこった顔でそこにいたのは宇う佐さ見みさんだった。

　そこでりんごさんはすべてを悟さとる。地じ蔵ぞうさんがりんごさんたちの応対をすることになったのは、間ま違ちがいなくこの宇佐見さんの差し金だったのだ。地蔵さんに対しては、難なん癖くせをつけられないことを知っていたから。

「そんなところですの、おほほほ……」

　りんごさんはどうにか余よ裕ゆうを装よそおいそう返すが、宇佐見さんは余裕綽しやく々しやくで言う。

「まあ、存分に見てってちょうだいな」

「うう……」

「ほ～っほっほっ」

　このターンはりんごさんの完全敗北のようだ。

「いっ今に見てらっしゃいですの。いつか吠ほえ面づらをかかせて……」

　りんごさん、その台詞せりふってものすごい敗北フラグですよ？




「ごちそうさん」

「ああ、また来てくれ」

　屈くつ託たくのない地蔵さんの笑え顔がおに見送られ、宇佐見さんたちのおにぎりやを脱だつ出しゆつしたりんごさんとおおかみさん。りんごさんは悔くやしさからか涙なみだ目めになっている。

「で、どうするんだ??」

「嫌いやがらせがダメなら、お店のてこ入れをするしかありませんの!!」

　……というわけで、クラスに戻もどってきたりんごさんは、帰ってくるなりマチ子さんに飛びついて、スカートを引っ張っていた。

「きゃーなにすんのよ!!」

　ちらりと見える健康的な太ももに、ちょうどその場にいた運のいいお客さんが、

「「「おお～」」」

　と声を上げる。

「なにをするって、スカートの丈たけを詰つめるんですのよ!!」

　そう言って、りんごさんはきゃーきゃー言う女の子たちを追いかけ始める。

　スカートに手を突つっ込み、ウエストの部分を折り曲げ、女の子のスカートの丈を詰めている。どう見ても、深夜お色気番組のノリです。

　りんごさんあんた、どれだけ自分を見失ってるんですか。

　悔しさのあまり錯さく乱らん気味のりんごさんは、その場にいる女の子たちのスカートを五センチくらい短くしたあと、焦あせった声でつぶやく。

「くっ、これじゃあまだ弱いですの！　……床ゆかを鏡張りに……いや鏡を揃そろえるのが手間ですの」

　問題はそこなんですか？

「こうなったら、最後の手段、禁じ手にしてたスク水を……」

　勝利のためにプライドすら捨て去ろうとしているりんごさんに、おおかみさんのげんこつが落ちた。

「うきゃっ」

「おちつけ」

　そして正気に戻もどるりんごさん。

「あううぅ……はっ、私はなにを!?」

　焦あせりのあまり、セクハラしまくってました。実に眼がん福ぷくでした。

「りんご、今いま更さら焦ってもしょうがねーだろ」

「でもでも」

「もうこれからの路線変へん更こうは無理だし、客の入りも悪くない。というかこれ以上お客が増えても、対応できねーだろ」

「うう……でも……」

　往おう生じよう際ぎわの悪いりんごさんに、おおかみさんは言う。

「りんご、周りを見てみろ」

　りんごさんが顔を上げ周囲を見てみると、そこには女の子たちがいました。

「まあ……なんだ……なんつーか……」

　おおかみさんがなにやら恥はずかしい台詞せりふを言おうとしているようです。真っ赤になって、ごにょごにょしてたおおかみさんですが、意を決して言いました。

「おっお前だけじゃねーだろ」

　…………言葉が足りてません。これが今のおおかみさんの限界でしたか。でも、昔のとんがってたときのおおかみさんなら、たったこれだけのことも言えなかったはずなのです。

　ちなみに、おおかみさんは、お前は一人じゃない、みんなで力を合わせれば～系のことが言いたかったんだと思います。

　クラスの女の子たちがにやにやしている様子を見れば、どうにか伝わってはいるみたいですね。

「そうそう、なんでそんなに勝ちたがってるのかわからないけど、ウチらも勝ちたくないわけじゃないしね」

「そうでございます」

　口々にりんごさんを励はげます女の子たち。友情です。

　りんごさんはそんな皆みなさんに、笑え顔がおで言いました。

「みんな……ありがとうですの」

　まさに感動のシーンです。そう、りんごさんは勝敗などより大切なものを手に入れたのです…………と、そのとき、男子におにぎりを差し入れに行ってた女の子たちが帰ってきました。

「あれ？　みんなどうしたの？」

　そんな状況じようきようを読み込めてない女の子たちに、りんごさんは飛びつきスカートの中に手を突つっ込みました。

「きゃ[image: ～][image: ～]なに？　なに？　なんなのっ!?」

「スカートの丈たけを短くするんですのっ!!」

　……………………なんか台無しですね。




　さらに時間は流れ、御お伽とぎ学園大文化祭が終わった数日後のこと、校内の掲けい示じ板に御伽祭での優ゆう秀しゆうクラスが張り出され、おおかみさんとりんごさんはそれを見に来ていた。

「あーなかったなぁ」

「なぜ……ですの？」

　旅行に行けるほどではないまでも、かなり利益を出していたのだが、入賞クラスにりんごさんのクラスの名はなく、かわりに宇う佐さ見みさんのクラスの名があった。

「……方針は違ちがいましたけど、それでもいい勝負くらいはできたはずですのに」

　まさかの敗北にりんごさんが呆ぼう然ぜんとしていると、勝ち誇ほこったような声が聞こえてきた。

「ふふん、そんなに聞きたいなら、あなたの敗因を説明してあげようじゃない!!」

　りんごさんが後ろを向くと、そこには勝者の宇佐見さんがりんごさんを見下すように立っていた。この人もたいがい性格悪いです。

「宇佐見、敗者にむち打つのはあんまり趣しゆ味みがよくないぞ」

　そんな宇佐見さんを地じ蔵ぞうさんは止めようとしているようですが、宇佐見さんは性格が悪いので止まれません、いやあえて止まりません。さすが性しよう根ねが真っ黒、黒うさぎです。

「あんたは和風メイドで萌もえ～とかやってたみたいだけど……この学校ではノーマルの制服のほうが珍めずらしいのよ!!」

「はっ!!」

　その言葉を聞きがーんとなるりんごさん。

「あみがどノーマルの制服着てるんだけど、目立つのよね。まあ、夏でも冬服だから目立ってるのかと思ったけど、衣ころも替がえしても相変わらず目立ってた。考えてみれば、この学校はみんな制服を改造しまくってる。そもそも、メイドが闊かつ歩ぽしている学校よ？」

「たしかになぁ」

　おおかみさんがうなずく。

　おおかみさんのお仲間にいるんですよ。制服を改造しすぎてメイド服になっちゃってる女の子が。

「だから、この御伽祭で目立とうとするなら、どノーマルの制服に、エプロンというのが正解なのよっ!!　生徒たちにはそれが新しん鮮せんに映るし、外から来るお客さんにも、その組み合わせは懐なつかしいなにかを思い出させる。さらに言うなら、文化祭らしい手作り感…………そう、あなたたちはやりすぎたのよ!!」

「が～ん」

　ずがががが～んとショックを受けるりんごさん。

　たしかに接客、服装、おにぎり、女の子と完成度が高く、それゆえに初期費用も多くかかり、値段も高くなってしまいました。

　それにしても、宇う佐さ見みさんは宇佐見さんで、勝者の余よ裕ゆうか舌が絶好調です。

「これは文化祭よ!!　超ちよう高級なコース料理よりも、つたない手料理が喜ばれる場合もある。さらに、テイクアウトを強化し客の回転率も上げた。この学校は広いから、歩きながら食べられるおにぎりは重宝される。一度ご飯を炊たいてしまえば火を使わないおにぎりは、移動販はん売ばいにも適してる。そしてこの販売形態だと、女の客を捨てなくていいのよ、あんたたちと違ちがってね！　なにより、あんたたちは高級志向であれもこれもと突つっ込みすぎた!!　そう、昔話では欲張りは最後に負けるのよ!!」

　ズビシィと宇佐見さんはりんごさんを指さす。

「うう……」

　よろよろとするりんごさん、まさに完全敗北です。

　策士策におぼれてるりんごさんを見て、おおかみさんはうわぁ珍めずらしいもの見たなぁなんて顔をしています。

　りんごさんってたしかに、いつも勝者の側がわ……利益を得る側にいますからね。

「りょっ涼りよう子こちゃん、くやしいですの[image: ～][image: ～][image: ～]」

　りんごさんはおおかみさんに泣きつく。

　いや、いつも通り噓うそ泣きかとも思ったんですが、

「びえ～ん」

　…………マジ泣きですね。

　なんというか、本気で珍しいものが見れましたね。

　おおかみさんに抱だきつき、その胸にぐりぐりと顔を押しつけ、りんごさんは泣いています。

　ボリュームが乏とぼしいので、そこで得られる癒いやしは少なそうです。

「ほーっほっほっ」

　宇佐見さんはそんなりんごさんを見て、高笑いを上げてますが……あまりの胸の張りように限界以上に反そり返り、倒たおれないように地じ蔵ぞうさんが支えてます。

「うっうさみ……重い……」

「ほ～っほっほっほっ」

　いや、そこまでするほどうれしいんですか…………って、うれしいんでしょうねえ。今まで一ひと泡あわ吹ふかされてばっかりでしたからねぇ。ファンクラブが消しよう滅めつしたり、ネガティブキャンペーン合戦で正体をばらされたり、ミスコンでランク外どころか最下位にさせられたり。

　なので一いつ矢し報むくいることができて、相当すかっとしたんでしょう。

「ほ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っほっほっほ～……げほっげほっ」

「宇う佐さ見み、大だい丈じよう夫ぶか」

　地じ蔵ぞうさんが宇佐見さんの背中をさする。

「ぐ……ぐふっふふふっほ[image: ～][image: ～]ほっほ～」

　むせて、それでも笑いを止められない宇佐見さん、まさにこの世の春といった感じですね。

　そんなわけで、いつまでも、いつまでも宇佐見さんの高笑いが秋空に響ひびいていましたとさ。




　かくして真の腐くされロリ決定戦は宇佐見さんに軍配が上がりました。

　りんごさんの敗因としては、まさに経験不足が挙げられるでしょう。参加者としての経験を持っているかどうかが明暗を分けたのです。

　ですが、皆みなさんがお察しの通り、このまま引き下がるりんごさんではないでしょう。

　実際、おおかみさんとりんごさんの愛の巣すでは、りんごさんがリベンジを誓ちかってました。

「くやしいですのくやしいですのくやしいですの[image: ～][image: ～][image: ～]あ、涼りよう子こちゃん、のどが渇かわきましたの」

「わかったわかった、なにが飲みたいんだ？」

「ホットミルクが飲みたいですの！」

「りょ～かい」

「……こっこの屈くつ辱じよくは絶対に忘れませんの！　絶対に、絶対に[image: ～][image: ～][image: ～]あ、涼子ちゃん、いつも通り温度は六十度ぐらいでメープルシロップ垂たらしてくださいの」

「わーったわーった」

　…………リベンジを誓うだけでなく、負けたことを利用しておおかみさんに甘えまくり、負けた分を補おうとしてますね。

　あと二日も甘えまくれればとんとん、三日続けば利が乗りそうですの。そのためにはもうちょっと悔しがって涼子ちゃんの同情を引かないと～なんて考えているりんごさん。

　さすがですね、転んでもただでは起きません。

　ですが、いくらおおかみさんに甘やかされても、負けた記き憶おくは消えません。

　というわけで、りんごさんはおおかみさんに甘えつつ、どうやって宇佐見さんにリベンジするかを考えているのでした。

「ふっふっふっ、私を本気にさせたことを後こう悔かいさせてあげますのよ…………あ、涼子ちゃん。今日は一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入りましょうですの～」


めでたしめでたし？









　　　おまけ




　差し入れのときに、

『これ、大おお神かみさんが握にぎったのよ？』

『他ほかならぬ森もり野の君のためにね……うししし』

　という感じで、完全におもしろがってる女子生徒たちから、亮りよう士しくんはおおかみさんお手製のおにぎりを手に入れました。

　ですが……亮士くんはそのおにぎりの前で固まってました。

「こっこれが涼子さんが握ったおにぎり！　これを食べれば、涼りよう子こさんの乳酸菌きんがおれの身体からだの中に!!」

　……………………うわぁ。

「いっいや、もう少し発はつ酵こうさせるべきっスか……そうだ、二回に分けて食べればいいんスね！　そうすれば新しん鮮せんなのと発酵したので二度おいし……」

　……亮士くんは紳しん士したちの影えい響きようか、かなりレベルアップしてますよね。

[image: ]







　　　おおかみさんお釜かまのぶんぶく茶釜の手伝いをすることになる







「おじゃまするわよー」

　御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会にずけずけと乗り込んできたのは、ツインテールの見たことがある顔……

「あ～ら、宇う佐さ見み先せん輩ぱいじゃないですの。おにぎりやさんの準備は順調ですの？」

　……宇佐見さんだった。

　皆みなさんは真の腐くされロリ決定戦でどちらが勝利したかをご存じでしょうが、時系列的には今このときはまだ勝負が始まってすらいないのです。だってまだ御伽学園大文化祭が始まる前ですし。

　とまあ、そんな説明はともかく、店番というか当番で御伽学園学生相互扶助協会地上支店に詰つめていたりんごさんの皮肉たっぷりの言葉に、宇佐見さんはない胸を張って答える。

「もちろん順調よ!!　……ってまあ、祭りが始まれば競きそい合う仲だけど、まあそれは置いておいて……」

　ノリのよい宇佐見さんは律りち儀ぎに目の前の物を横にどかすジェスチャーをする。

「今日はあんたらの客を連れてきてあげたのよ、感謝しなさい!!」

　相変わらず、無む駄だに態度がでかいですね。

「客？」

　そんな態度のでかい宇佐見さんに、触さわらぬ神にたたりなしと二人のやりとりを傍ぼう観かんしていたおおかみさんが聞いた。あ、台詞せりふないですけど、隣となりにはもちろん亮りよう士しくんもいますよ？

「そうよ。田た貫ぬき、入んなさい」

「はい」

　そして、宇佐見さんに促うながされ登場したのは、ドレスを着た美女だった。

「初めまして、田貫まことと申します」

　少々化け粧しようが濃こい気がしますが、それでも美人には変わりありません。頭の上には、髪の毛を結ゆい上げて作ったたぬきの耳のようなお団子が二つ。身にまとうのはひらひらなドレスで、実にゴージャスな美人さんです。ハスキーな声も素す敵てきです。すらーっと背が高く、おおかみさんと同じくらいはあるでしょうか。ちょっとたれ目ですが、見る人が見ればこれはチャームポイントにもなるでしょう。

　ちなみにこのドレス、改造制服のなれの果てのはずなのですが、その面おも影かげはまったくなしで、どこぞの舞ぶ踏とう会かいにでも違い和わ感なしに入り込めそうなほどにドレスです。御伽銀行地上支店はボロいプレハブなので、場ば違ちがいこの上ないです。

　そのあまりの浮きっぷりに啞あ然ぜんと田た貫ぬきさんを見ていた亮りよう士しくんだったが、田貫さんににっこりと微笑ほほえまれて赤面し、

「ふん！」

　なぜかおおかみさんに足を踏ふまれた。

「っ!?」

　ビクッとなる亮士くん。

　とりあえず、声を出さなかったところは褒ほめてあげたいです。お客さんの前ですしね。

「私は赤あか井い林りん檎ご、そこの足を踏まれて痛みに顔を白黒させてるのが森もり野の亮士、妬やいちゃって足を踏んづけたかわいい生き物が大おお神かみ涼りよう子こですの」

「なんだその紹しよう介かいの仕方はっ!!」

　おおかみさんは抗こう議ぎするが、もちろんりんごさんは無視。

「で、その田貫さんがお客さんですの？」

「そうよ」

「どんな依い頼らいなんですの？」

「こいつね、恋多きおと……」

「乙女おとめ!!」

　おしとやかないいとこのお嬢じよう様っぽかった田貫さんが張り上げた声に、おおかみさんたちはびっくりしてビクッとなるが、宇う佐さ見みさんは慣れてるのかスルーだ。

「……なのよ。で、そんなこいつだから、この前花はな咲さきに惚ほれて告白して玉ぎよく砕さいして、本ほん妻さいのあみにとどめさされてやけ食いとかしてたんだけど、なんかまた恋したらしいのよ……面めん倒どうなことに」

「面倒ってなによ、面倒って!!　友達でしょう!?」

「は？　……本気で言ってるの？」

　宇佐見さんは真顔で言う。ひどいですね…………でも一部の人にはそこがたまらないのでしょう。なんかファンクラブが復活したらしいですし。

「なっひどいわ、ひどいわ～」

　田貫さんは泣きながら、Ｓすぎる宇佐見さんに抱だきつく。おしとやかなお姫ひめ様キャラかと思いきや、あっという間にキャラが崩ほう壊かいしてますね。というかこれが普ふ段だんのキャラなんですよね。オオカミさんシリーズ本編では初登場だったので、思わずネコかぶってしまったんですよね。わかります。

「ひどいですわぁ～」

　甘ったるい声で騒さわぐ田貫さんを、嫌いやそうな顔をして引き剝はがそうとする宇佐見さんだが、田貫さんの力が強いのか剝がれない。

「言葉の通りよ。私は今忙いそがしいのよ。お店の準備も、ミスコンの準備もしないといけないし。あと、近い、うっとうしい、離はなれなさいよ!!」

「アタクシとあなたの仲じゃないぃ～」

　田た貫ぬきさんはうるうると瞳ひとみを潤うるませる……が、芝しば居いくさくて噓うそくさいです。

「あ～も～懐なつくな！　ともかく、こいつの恋の相談に乗ってやって。まあ、恋は実らないとは思うから、適当にけりつけてやるだけでいいから」

「なによ、やってみなくちゃわからないわ！」

「だいたいわかるわよ!!　……とまあそういうわけだから、あとは任せたわ～」

　シュタッと手を挙げて、さっさと帰る宇う佐さ見みさん。ぐだぐだなにか言ってる田貫さんに未練をまったく残さず出ていき…………少しして戻もどってきました。

「あ、赤井りんご、首を洗って待ってなさいよ!!　うちのおにぎりやはすごいんだから!!」

　そして、宇佐見さんは今度こそ帰っていく。これを言うためだけに戻ってきたみたいです。う～ん、ライバルキャラというのをよくわかってる人ですね。すばらしい。

　…………で、残されたのは田貫さん。

　友人と思っていた宇佐見さんに裏切られというか見捨てられ（田貫さん主観）、すんすんとわざとらしくハンカチで涙なみだを拭ふいてるふりなんかしてる田貫さんに、りんごさんが聞いた。

「じゃあまあ話を聞きましょうですの……って、ああ聞いてませんでしたけど、うちのシステム知ってますの？」

「ええ、宇佐見に聞いて知ってますわ、いつか借りを返せばいいんでしょう？」

「まあ、そういうことですの」

「色々情報持ってて、しかもあの花はな咲さきとあの小こ娘むすめをくっつけたのはあなたたちらしいじゃない！　もう、思いっきり期待してますわよ？」

　花咲さんと小娘……地じ蔵ぞうさんの場合は、棚たなぼた的にカップルが成立してしまったので、自分たちの手て柄がらではないのだが、もちろんりんごさんは余計なことを言わない。

「ご期待に添そえるよう努力させていただきますの。……それで、その恋のお相手は誰だれなんですの？」

「寺てら本もと和かず尚なお君ですわっ!!」

「てらもとかずなお……」

　取り出したノートパソコンで、りんごさんはぺこぺこと調べ始める。

「えーと、２─Ｈで家がお寺で髪かみ型がいつも坊ぼう主ずで、さらに名前がそのまんまなことからあだ名は和お尚しよう。所属クラブはお笑い研究会……」

　田貫さんはぶつぶつと情報を読み込んでいるりんごさんを見ていたが、飽あきたのか周囲を見回し亮りよう士しくんに目をとめる。

「…………あらぁ」

　田た貫ぬきさんはソファから立ち上がると、亮りよう士しくんに近づきじろじろと見る。

　ガン見されると発ほつ作さを起こす亮士くんは、見られておどおどとし始める。

　だが、そんな情けない亮士くんを足の先から頭のてっぺんまで見たあと、田貫さんは言った。

「ふむ……ふむふむ……ふむ、あなた……なかなか、いい男ですわね」

「どっどうもっス」

　いきなり褒ほめられとまどいつつも、美人に褒められて嫌いやな気がしない亮士くんは照れている。そんな亮士くんが気に食わないのか、おおかみさんが憎にくまれ口を叩たたく。

「このヘタレがか？」

　たしかに今の亮士くんは自信なさげで、小こ物もの口調で、ただのヘタレにしか見えない。

　しかし田貫さん的には違ちがう意見らしい。

「ん～本気で言ってるなら、あなた、男を見る目がないですわよ？　この子は外見はまあぼちぼちという感じだし、気弱そうで普ふ段だんはダメダメでしょうけど……でもやるときはやるタイプのいい男のはず。アタクシ、男を見る目には自信があるんですわよ」

　……当たってますね。どうやら見る目に自信を持つだけのことはあるようです。たしかに亮士くんはいつもはヘタレですが、やるときはやる男の子なのです。

「…………」

　その田貫さんの言葉に、おおかみさんは黙だまり込む。おおかみさん的にはここで否定も肯こう定ていもできない。

　亮士くんのがんばりを知ってるし、助けられてもいるので否定はできないし、意地っ張りで恥はずかしがり屋なおおかみさんは肯定もできないのだ。

「ふふぅ～ん」

　そんなおおかみさんを見て、田貫さんはにやりとする。どうやらおおかみさんがどういう人物か理解したようだ。

　以前の、りんごさん以外ひたすら誰だれも近寄らせなかったおおかみさんならともかく、最近のおおかみさんは非常にわかりやすい。特に亮士くんに関することに対しては。

「えいっ」

　亮士くんをじろじろ見てた田貫さんだったが、いきなり亮士くんに抱だきついた。

「ちょっ、まっ、くっつかないでくださいっス！」

「あらアタクシが汚きたないとでも言うの……ひどいですわ」

　ショックを受け……たふりをする田貫さんに亮士くんは弁解する。

「えっ！　いやそうじゃなくて、知らない人に触さわられたりするとちょっと錯さく乱らんしちゃって……って、ひぃい、どこ触ってるんすか!!」

　田貫さんはなにやらべたべたと亮士くんの身体からだを触り始める。

「……意外と着やせするんですわね」

　亮りよう士しくんの地味にたくましい胸むな板いたに、田た貫ぬきさんは手を当てる。

「この胸に抱だきしめられたいですわぁ」

　こりこり

「きょ[image: ～][image: ～]！」

　変な声を出す亮士くん。亮士くんがどこをこりこりされてるのかは内ない緒しよですが、びっくりしたおおかみさんは反射的に亮士くんと田貫さんを引き離はなそうとします。

「おまっなにやって……！」

「あらぁ、ヘタレとか言ってたのに……もしかしてホントは興味あるのぉ？」

　この一言で、急停止。

「ねっねーよ！」

　反射レベルではもうデレてる感じですが、こう煽あおられると素す直なおになれないおおかみさんです。

　怒いかりからか嫉しつ妬とからか真っ赤になって、おおかみさんは田貫さんを睨にらみます。スカートを握にぎりしめているのは手を出さないようにするためでしょうか。

「[image: う]～」

　唸うなるおおかみさん……わかりすぎですよ。それでごまかせてると思ってるおおかみさんにびっくりです。

　そんなわけで田貫さんにももちろんバレバレなんですが、だからこそ田貫さんは調子に乗ります。

「なら、いいじゃなぃ？」

　こりこり

「きょ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　またこりこりされて奇き声せいを上げてる亮士くんを見て、おおかみさんは今度は歯ぎしりし出しました。

「ぐぎぎぎ」

　そんなに嫌いやなら素直になればいいのにって感じですね。

　まあ、そんな感じでおおかみさんがラブコメってる間も、りんごさんの情報収集は続いていた。

「ふむふむですの」

　今りんごさんは和お尚しようさんの情報を見終えて、田貫さんの情報を見ているようだが……

「えっ!?」

　りんごさんがいきなり驚おどろきの声を上げた。そして視線を、ノーパソの画面と田貫さんとの間を何度も往復させる。

「…………その様子だと、アタクシの秘密を知ってしまったようですわね」

　驚いてるりんごさんに、田貫さんは急にシリアスな顔で反応する。

　こりこり

「きょ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　…………田た貫ぬきさん、シリアスしたいならそこから手をどけなさい。

「いっいいかげんにしろっ」

　そこで、限界が来たらしいおおかみさんが叫さけび、ようやく亮りよう士しくんは解放された。

　亮士くんは力が抜ぬけたのか、へなへな座り込む。

「お前もお前だ!!」

　そんな亮士くんを、おおかみさんはげしげし蹴ける。田貫さんへの怒いかりも上乗せして蹴る。

「あっいや、あんまり無理に引き剝はがしたら怪け我がさせたりって、すいませんっス！　すいませんっス!!」

　まあこの場合は、好きな女の子の前でこりこりされて、変な声を出してた亮士くんが悪いです。

「すいませんっス[image: ～][image: ～]!!」

　でもおおかみさん、亮士くんは時々かっこいいので、これくらいなら大目に見てあげましょうよ。ほら、心を広く持てば、こりこりされてた亮士くんだってかっこよく見えて、見えて……すいません、少し無理言ってるかなとか思いました。

　そんなヒーローとしてどうしようもない亮士くんはともかく、田貫さんの秘密を知ったらしいりんごさんは驚おどろいた顔で言った。

「えっええ……びっくりしちゃいましたけど」

「それでっ……秘密ってっ……なんだっ？」

　亮士くんを蹴りながら聞くおおかみさん。

　おおかみさん、蹴るか聞くかのどちらかにしなさい、お行ぎよう儀ぎ悪いでしょう……って違ちがいますか。あと、脚あしフェチな亮士くんがなにかに目覚めそうなので、そういう意味でもそのへんでやめておいたほうがいいと思いますよ？　亮士くんが完全に覚かく醒せいしたら、将来困るのたぶんおおかみさんですよ？

「なんというか……心と身体からだの性がちぐはぐな人というか、男と女の間にいる人というか……」

　りんごさんはお客さんである田貫さんを傷つけないよう、オブラートに包みつつ説明する。

　おおかみさんはそんなあやふやな表現に少し考えたあと、りんごさんの言ってる意味を理解し、叫んだ。

「ああ、お釜かまかっ!?」

「お釜じゃないわよ!!　ただ身体が男で、心が乙女おとめなだけですわよっ!!」

　りんごさんの思いやりを粉ふん砕さいしたおおかみさんに、田貫さんは叫び返した。ですが、それを普ふ通つうはお釜とかニューハーフとかいうんじゃないですか？

「は～こりゃたまげた」

　おおかみさんは心から驚おどろいている。

「でもまあ、あり得ない話じゃないですの。うちにも一人そういう趣しゆ味みの人がいますし」

　田た貫ぬきさんは見た目はすごい美人ですからね。それと、その一人がこの場にいたら全力で反論訂てい正せいしていたことでしょう。自分は変装が趣味なだけで、女装が趣味なんじゃない、お釜かまなんかじゃない……と。

「なるほど、そう考えりゃあ、あり得なくはないな……と」

　そこで蹴けったあと放置していた亮りよう士しくんのことを思い出したおおかみさんが、そちらのほうを見ると、

「…………男っ……スかぁ」

　そこには魂たましいが抜ぬけて生ける屍しかばねのようになった亮士くんがいた。

　まあ男に、どことは言いませんが敏びん感かんな部分をこりこりされて奇き声せいを上げてたんだから、亮士くんはショックですよね。

　しかも、こりこりされて地味に気持ちよかったですからね。聞いたこともない、変な声を上げちゃってましたからね。

「うう……」

　亮士くんはものすごくダークなオーラを漂ただよわせ、悲ひ愴そう感あふれる表情で両手を床ゆかについている。

「あー…………まぁ、なんだ」

　そんな亮士くんの様子に、さっきまで蹴りまくってたおおかみさんですら哀あわれに思ったのか、亮士くんの頭をぽんぽんと慰なぐさめるように叩たたく。

「こんなこともあるわな」

「まぁ、失礼な！　気持ちよかったくせに!!」

　そんな亮士くんの反応に、田貫さんはぷんすか怒おこる。

「はいはい、皆みなさん落ち着いてですの」

　ここでようやくりんごさんが仕切り始めた。よかった、ようやく話が動きますね。

「……それで、田貫先せん輩ぱいは寺てら本もと先輩とラブラブになりたいということでよろしいですの？」

「よろしいですわ」

「ん～」

　その田貫さんの言葉に、りんごさんは渋しぶい顔をする。

「調べてみたところ、寺本先輩は至ってノーマルでそういう性せい癖へき持ってないんですのよ」

「そんなこと知ってますわ、でも惚ほれちゃったんだから仕方がないですわよ。だって彼、ものすごくいい男なんですもの」

「ふ～ん」

　そう言いながら、おおかみさんはりんごさんのノーパソのモニターを横から覗のぞき込む。モニターに映っているのは和お尚しようさんの写真だ。

　それを見たおおかみさんが言う。

「あー、まぁ、ぼちぼちだな」

「ぼちぼちですの」

　たしかにぼちぼちでした。普ふ通つうでした。かっこよくもかっこ悪くもありませんでした。坊ぼう主ずですから、ごまかしもききませんしね。よく言うじゃないですか、坊主でもかっこいいのが本当のイケメンって。そういう意味では、和尚さんはマジでぼちぼちでした。

「写真を見る限り、そこまで美男子ではないので、中身がいいってことですの？」

「そうなんだろうな」

「そうなんですわ、和かず尚なお君はすっごくいい男なのよぅ」

「どんなところがですの？」

　その問いを聞いて、田た貫ぬきさんは待ってましたとばかりにしゃべり出す。誰だれかに話したかったんでしょうねぇ、宇う佐さ見みさんはたぶん『あーはいはい』とか上うわの空そらで聞いてて話がいがなかったんでしょうね、わかりますよ。

「少し前のことですわ。アタクシは失恋にこの小さな胸を痛めてアンニュイな気分で歩いていたんです……」

「アンニュイか……」

　おおかみさんは思わず口に出してしまう。まあ、今時アンニュイなんて本気で言っちゃう生き物に遭そう遇ぐうすることは珍めずらしいですからね。

「そう、乙女おとめ心は傷つきやすいんですわよ……」

　田貫さんは頰ほほに手を当て、どこか遠くを見るふりをする。実に乙女チックですが、台詞せりふに一つ重大な間違いがありました。スルーしますが。

「乙女心……」

「なにか問題でもございまして？」

「えっいや、なんでもないっス！」

　亮りよう士しくんは一言多いですね。まあ言いたいことはわかりますが……ここはスルーが吉なんですよ。

「……それで、そんなときにアタクシは和尚君と出会ったんですわ」
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　アンニュイとかおちゃらけてる感じで言ってた田貫さんだったが、実は本気で凹へこんでいた。

　失恋のあと、宇佐見さんとやけ食いとかしたのだが、それで傷ついたおと……乙女心が癒いえたわけでもなく、花はな咲さきさんのことを思い出しては、ぼーっと惚ほうけたりしていたのだ。

　そんなある日、田た貫ぬきさんが校内で黄昏たそがれていたら、いつの間にか本当に黄昏たそがれ時になっていた。

　無意識にアンニュイな自分を誰だれかに見せびらかしたかったのか、たまたまだったのかはわからないが、田貫さんは人通りがそこそこある御お伽とぎ学園内のベンチに座っていた。

　……まあ、たしかに絵にはなってました。田貫さんは美人ですしね。そのかわり絵になりすぎで話しかけようなんて人は皆かい無むでした。美人ですけど、どう見てもわけあり、触さわらぬ釜かまに……じゃなかった、触らぬ神にたたりなしです。ドレスを着てますしね。

「ど～も～」

　しかし、そんな田貫さんに話しかける猛者もさが一人いた。坊ぼう主ずで軽けい薄はくな口調の少年で、改造された制服はなぜか甚じん平べえみたいになっています。

「…………なんですか？」

　警けい戒かい感バリバリな田貫さん。失恋で心がささくれ立ってますし、対応がかなりとげとげしいです。

　普ふ通つうなら、この時点でお家うちに帰るだろう。しかし、少年……和お尚しようさんはめげなかった。

「いやいや、特に理由はないというか……美人に話しかけるのに理由は必要ないですよ？」

　なれなれしい口調に、なんだこいつ、さっさとどっか行けよと田貫さんはジト目で見る。

「…………」

「あーえー」

「…………」

「本日はお日ひ柄がらもよく──」

　くじけません。

「そっそうそう、この間こんなことが──」

「…………」

　くじけません。

「そっそれで俺は言ってやったんや──」

「…………」

　くじけません。

　そして、そんな和尚さんの努力の結果、気がつけば田貫さんと和尚さんは仲良くベンチに座ってだべっていた。

「……というわけで、アタクシは潔いさぎよく身を引いたんですわよ……ヨヨヨ」

「そうか、大変やったな～」

　しかも、なんか人生相談になっていた。

「……にしても、お嬢じようさんほどの美人を振ふるなんて見る目のない男やな～」

「あら、お上手ですわね」

「いやいや、本気～って別に俺はナンパしようとしてるわけじゃないんやで？　いやマジで」

「信じますわ」

「……言ってて、自分でも説得力ないなと思ったわ」

「信じますわ」

「我ながらうさんくさい登場やったもんな～ってあれ？」

「だから信じますわ。あなた悪い男ではないみたいですし」

「えっいやまあ、そう言われるのはうれしいんやけど……あんまり初対面の人間信用するのはどうかと思いますよ、お嬢じようさん？」

「気をつけますわ。……で、気がつけば話を聞いてもらってましたけど、いったいなんの用だったのですか？」

「あ、まーそろそろ暗くなるし、早く帰るように言ったほうがいいなと……」

　でも、もう今いま更さらといったところか。話し込んでいたので、もうすでに太陽は沈しずむ寸前といった感じだ。

「なるほど、ご忠告感謝しますわ」

「あとは、悲しそうな人を見てると、な～んかちょっかい出して笑わせたくなるんや。それがあんたみたいに美人だとなおさらな？」

「あら……ふふふふ、あなた、おもしろい人ですわね」

　田た貫ぬきさんは微笑ほほえみ目を細める。これは……笑顔半分、和お尚しようさんを見極きわめようとしているのが半分くらいだろうか。

「でもおかげで、気分が少し楽になりましたわ」

「それはよかった」

　笑顔を見せた田貫さんに、和尚さんはほっとしたような顔をする。

「では、今度はアタクシが話を聞いてさしあげますわ」

「えっ俺は別にいい……」

「でもあなた今、悩なやんでいることがあるでしょう？」

　和尚さんは驚おどろきで目を見開く。

「…………そんなに顔に出てるかなぁ。これでもポーカーフェイスには自信があったんやけど」

「ふふ、あなたはアタクシが微笑んだときに、なにかすごくほっとしたような顔をしていたんですわ。だから笑わせたくなると言ったこととなにか関係があるんじゃないかと思ったんですわよ」

　そんな田貫さんの推すい理りを聞き、和尚さんは苦笑する。

「ふ～お嬢さんにはかなわんな」

　和尚さんは苦笑したのち、田貫さんに話し始めた。

「俺は、人を笑わせるのが好きなんや。笑いはすごいパワーを持ってる。自分語りですまんが、昔身内に不幸があったんや。そういうときはまあ暗くなるわけで、家の中がもうズ～ンと沈んでた。まあ、俺も例に漏もれず沈しずんでて、ぼーっとテレビを見てた。なんの気なしに、ただつけたチャンネルでやってたバラエティ。いや、ひどい内容だったわ。馬ば鹿かでくだらなくて……でもそれを見てたらいつの間にか笑ってたんや。なんの問題も解決してないし現実が変わるわけでもない。それでも一いつ時ときでも心の重荷が軽くなったんや。それ以来、笑いを作れる人ってすごいなぁと、笑いにのめり込んだわけなんやが……」

　そこまで言ったところで、和お尚しようさんは大きく息を吐はき出す。

「どうやら笑いを追い求めるあまりに、周りが見えなくなってたらしくてな。厳しくして、自分が正しいと思って人の意見も聞かず、気がつけば我がお笑い研究会は、部員が俺一人。人数不足で同好会格下げの危機や。他人を笑わしても、自分と自分の周りの人間が笑えなくなったら意味ないわなぁと、そんなこと思ってたときやったから、お嬢じようさんが笑ったのを見て、俺も気が楽になったわけや……って、初対面の人間になにを話してるんやろうな、俺」

　和尚さんはぺしぺしと恥はずかしそうに自分の頭を叩たたく。

「知らない人のほうが話せることもありますわ、アタクシがあなたに話したように」

「……それもそうやな、あ～話したら、すっきりしたわ」

「それはよかったですわ」

　そこで、和尚さんは立ち上がる。

「よっしゃ、お嬢さんと話して、考えもまとまったし、心機一転、一からやり直すことにするわ」

「ふふ、がんばってくださいな。……それにあなたも、捨てたものじゃないですわよ。だって、アタクシ、今笑えてますでしょう？」

　田た貫ぬきさんはにっこり笑う。

「これでも失恋でかなり傷ついてたんですわよ？」

「……そやな、お嬢さんがそう言ってくれるんならそうかもな。……美人の笑え顔がおはいつ見てもいいもんやし」

「まあ」

　和尚さんに、田貫さんはポッと赤くなる。

「ただ……」

「……ただ？」

「いやなに、本気で笑ったお嬢さんはもっといい顔するんやろと思ってな。ま、それを引き出せない俺は未み熟じゆく者で要精しよう進じんといったところやな」

　最後におちゃらける和尚さんだったが、田貫さんは真面目まじめな顔で聞き返した。

「……そう見えましたか？」

　和尚さんは、いきなり身にまとう雰ふん囲い気きを変えた田貫さんに驚おどろきつつ、この返事はおちゃらけては駄だ目めだなと、しどろもどろになりながらも真面目に答える。

「……あー、初対面でよくわかってない俺が言うのもなんやが、お嬢じようさんの笑え顔がおは本心からの、心の底からの笑顔ではない気がするな。間に薄うす皮かわ一枚挟はさまっている感じがして、すごくきれいな笑顔やったが少し寂さびしく感じた」

　そんな和お尚しようさんの真しん剣けんな言葉を聞いて、

「そう……かもしれないですわね」

　田た貫ぬきさんは暗い顔で考え込む。

　その姿に、和尚さんは踏ふんじゃいけないところを踏んだかとあわててフォローする。

「ま、強しいて言えばや。そもそも初対面の人間にそんな笑顔を見せるほうがおかしいし、お嬢さんみたいな美人が笑顔を大安売りしたら勘かん違ちがいするやつが出てくるやろうし、美人はどんな顔でも美人やから気にする必要ないって、いやマジで」

　それが功を奏したのか田貫さんは再び頰ほほを緩ゆるめ、そして言った。

「ふふ、ありがとうございます。では、アタクシはご忠告に従って帰ることにしますわ」

「そやな、もう暗いし、そうしたほうが……なんなら、俺が途と中ちゆうまで送るか？」

「じゃあ、お願いしますわ」

「…………だから、もうちょっと危機感持ったほうがいいと思いますよ、お嬢さん」

「大だい丈じよう夫ぶ、これでも男を見る目はあるんですわよ。変なのには引っかかりませんわ」

「あ[image: ～][image: ～]……まいっか」

「はい。では行きましょうか」

　というわけで、仲良く並んで帰ることになったドレスの田貫さんと甚平の和お尚しようさん。なんかものすごくちぐはぐな二人です。

　ですが、お互たがいに抱かかえていた荷物を少しだけ下ろせた気がしたある日の夕方でした。
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「そのあと色々話して、途中まで送ってもらったんですわ」

「……それだけか？」

　～田貫さん回想～なんてわざわざ区切ったくせに、話して一いつ緒しよに帰っただけですからね。たしかに、初対面にしては深いところまで話してたかもしれませんが、おおかみさんは田貫さんの惚ほれっぷりを見て、もっと劇的ななにかがあったと思っていたのです。話したくってたまらないといった態度でしたし。

「恋が始まるにはそれだけで十分ですわ。和かず尚なお君はすごくいい男ですし」

　しかし、たったそれだけでこう言い切る田貫さんに、おおかみさんはある意味感心する。

「よっぽど、男を見る目に自信があるんだな」

「ありますわよ。というか、見る目があるのは、アタクシの秘密が広まってないことが証明してますわ」

「広まってない、ということは、秘密を知らないと広めようと思うことすらできないんですけど、毎回わざわざ教えてるんですの？　それともなにかの拍ひよう子しにばれたとか……」

「教えてるんですわよ。アタクシは告白するときはまず初めに、秘密を教えますわ」

　だから振ふられるんですよね、田た貫ぬきさんは。

「なんでですの？　田貫先せん輩ぱいは見た目はきれいなお姉さんですし、黙だまってればいけそうな感じですのに」

　りんごさんがそう尋たずねると、田貫さんはため息混じりに言う。

「黙ってたっていつかはばれるでしょう？　そのときに仲が深まってれば深まってた分だけ傷も大きくなる。お互たがいにね。だからまずはカミングアウトしないといけないわけですわ」

「なるほど」

「自じ慢まんじゃないけど、アタクシは今まで何人もの男に恋して告白して振られてきたわけですわよ」

　ホントに自慢じゃありませんね。

「でもその男たちは、誰だれも言いふらしたりなんかしなかった……悲しい目で見られちゃったりはしましたけど」

　ああ、この人は心と身体からだの性が一いつ致ちしてなかったんだなぁ、女に生まれてたなら美人だっただろうに、可か哀わい想そう……みたいな感じで見られたんでしょう。

「でも、ついこの間惚ほれた花はな咲さき君は告白してもそんな目で見なくて……振られたあとにさらに惚れ直しちゃいましたわ。もちろん、迷めい惑わくになるから今いま更さらもう一度告白するわけにもいかないので、花咲君に彼女ができるまで吹ふっ切ることができなかった。だから、吹っ切るためにわざわざ恋こい敵がたきの背を押すなんてことをしちゃいましたし……」

　まあ、そのおかげで花咲さんと地じ蔵ぞうさんはちゃんとした恋人同士になったのです。そのあたりの詳くわしい話はオオカミさんシリーズスピンオフの、地蔵さん話で語ることになるでしょう。

　ともかく、何度目かのため息をついている幸さち薄うすそうな田貫さんにりんごさんは言った。

「田貫先輩って、本当にいいお釜かま……」

「乙女おとめっ!!」

「……なんですのねぇ」

　いや、まったくです。

　オオカミさんシリーズでは珍めずらしい、常識的な性格のよさですよ。これでいらないものが身体についていなければ……。

「それはともかくですの。まずは、親しくなるところから始めないといけないですのね」

「お願いしますわ」

「わかりましたの」

　なんだか力になってあげたいですの～なんて思い出してきたりんごさんです。宇う佐さ見みさんも同じようなことを考えたからここに連れてきたんでしょう。田た貫ぬきさんは不幸せそうなオーラ出してますからね、放ほうっておけないのでしょう。

「ん～それでですけど、調べてみたところ、田貫先せん輩ぱいが寺てら本もと先輩から聞いたように、お笑い研究会は部員が少なくて、廃はい部ぶというか同好会格下げの危機ですの。近々、文化棟とうの部室から追い出されるんじゃないですの？」

「そうなの？」

「みたいですの。だから、攻せめるとするならそこかなと思いますの。追い出されるのを待って傷心につけ込むとか……」

　と、そこまでりんごさんが言ったところで、田貫さんはビシィッと言った。

「アタクシを、そこらの腐くさった女と一いつ緒しよにしないでくださいな!!　弱みにつけ込むことで手に入れた愛になんの意味があるの!!」

　田貫さん……男らしいです。

「乙女おとめっ!!」

　訂てい正せい、女らしいです。

　ともかく、近年まれに見る真っ当な意見です。そしてこんな真っ当な意見がとてつもなく新しん鮮せんに感じてしまいます。…………このシリーズって、出てくる人出てくる人みんな変人で、腹黒い娘むすめも多いですからね。

「んーでも、今のままだと告白以前の問題ですのよ？　その弱みにつけ込まないなら、かえって足かせでしかありませんの。告白したって、『今それどころじゃない』で終わっちゃうと思いますのよ」

　そんな腹黒娘の筆ひつ頭とうりんごさんの指し摘てきに、田貫さんは言葉を詰つまらせる。

「そうですわね……」

　たしかに今のままではどうにもなりません。

「ん[image: ～][image: ～]ま、いいですの。とりあえずこちらで色々調べてみますの」

「よろしくお願いしますわ」

　頭を下げる田貫さん、本気だというのが伝わってきます。

　深々といつでも恋に全力投球なんでしょうね。……………………これでついてなければ!!

　というわけで、田貫さんとの一回目の打ち合わせは終しゆう了りようです。




　田貫さんが襲しゆう来らいしてから数日後の放課後、御お伽とぎ銀行地上支店でおおかみさんたちは、ここ数日で調べた和お尚しようさんの情報についてだべりつつ、田貫さんを待っていた。

「色々聞き込みしてみると、すごくいいやつっぽいよな、和尚先輩」

「そうっスね」

「お笑いにも真面目まじめに打ち込んでいるらしいですし、なにかに打ち込んでいる人特有の輝かがやきが伝わってきた気がしましたの……」

「だな」

「人ひと柄がらを調べてみても、クラスのムードメーカー的な三枚目で、寺てら本もと先せん輩ぱいを悪く言う人はほとんどいませんでしたし」

「お笑い研究会をやめたやつらも、方針についていけないからやめただけで、あんまり悪く言ってなかったしな」

「まあ、少なくとも田た貫ぬき先輩の眼力は自信を持つだけのことはありそうですの。田貫先輩が振ふられた男の人のリストなんか作ったら、いい感じに貸し作れそうですのねぇ」

　外見ではなく、内面がいい男のリストですからね。言い方を変えれば、この人といい仲になれれば幸せになれる確率が高いリスト。そりゃ欲しい人は喉のどから手が出るほど欲しいでしょう。

「それで、どうするか決まったのか？」

「ん～、一応考えてることはあるんですけど、田貫先輩がどう言うか……」

　と、そこでようやく田貫さんがやって来た。田貫さんは挨あい拶さつもなしに、いきなり本題から入る。

「で、なにかわかったかしら？」

「調べてみたところ、寺本先輩はなんかすごくいい男っぽいということがわかりましたの」

　そうでしょうと田貫さんは胸を張る。りんごさん的にも和お尚しようさんは一応の合格点だったわけですからね。

「ともかく彼はあれですの。お笑い馬ば鹿か。野球馬鹿の花はな咲さき先輩といい、田貫先輩はそんな感じの人が好みなんですの？」

「そうですわ。なにかに打ち込んでる人、目的を持っている人はかっこいいですから、そういう人に弱いのかもしれませんわ」

　恋する乙女おとめの表情をする田貫さんは、どうやら和尚さんのことを脳裏に思い浮かべているらしい。うっとりしている田貫さんはすごくきれいですが……残念ながらついてます。

「まあそれはそうと、弱みにつけ込まない方針でいくんですのよね？　なら、弱みをなくして、他ほかを見る余よ裕ゆうを与あたえるために、まずはお笑い研究会を存続させられるように動こうと思うんですけど、問題ないですの？」

「それでいいですわ」

「では存続させるために必要なのは部員なんですけど……お笑いが趣しゆ味みという人はこの学園にも結構いるんですけど、見るほうが主でやるほうはいないんですのよね」

「……それは……そうかもしれませんわね」

「だから他の方法を考えたほうがよさそうで……一つ思いついたことがありますの。田貫先輩に覚かく悟ごが必要ですけど」

「覚かく悟ご……」

　覚悟と聞いて、田た貫ぬきさんはきりりと表情を引き締しめ先を促うながした。

「それで、その方法は？」

「一番確実というか可能性があるのが、今度の御お伽とぎ祭さいで行われるミスコンに出場することですの」

「ミスコン？」

「そうですの。定期的に御伽スポーツが行っているミスコンの中でも一番大きなコンテストなんですの。普ふ段だんと違ちがい御伽祭でのミスコンは、放送部も一枚嚙かんでますし。それで、いつものミスコンとの違いは、自分でエントリーすること。いつもは本人の知らないところで、周囲の人間が勝手に投票して決めてますから」

「なるほど」

「ミスのコンテストでいうと、水着審しん査さ、トーク、アピールタイムとかがありますので、ある程度容姿に自信があって、なおかつ覚悟がある人が出場するわけですのね。水着審査がある理由は……特別審査員に、あのエロ爺じじいもいるんですのよ」

「……なるほど、あの爺のやりそうなことだ」

　りんごさんの説明を聞いて、おおかみさんは苦々しい顔をする。

　ちなみにこの爺とは、御伽学園学園長の荒アラ神ガミ洋燈ランプのことです。

「ですが、色々あるだけあって賞品が豪ごう華かなんですの。まあ、例によって入賞者には学園長が願いを叶かなえてくれるというやつですの。一位から三位まで貰もらえて、一位からそれぞれ大きな願い事、中くらいの願い事、小さい願い事となってますの。ちなみに大きさは、学園長の主観ですの」

「なんかもう大おお盤ばん振ぶる舞まいっスね」

「お祭りですから、ゴマをすればするほど願い事を叶えてくれるんですのよ。エントリーできる部門は四つ、普通の男女の部門と、女装部門と男装部門……」

　そこまで言ったところで、田貫さんは声を上げた。

「なっまさか！」

「……そのまさかですの。ミスコンで入賞すれば、お笑い研究会を残してとお願いすればいい。でも、ミスコンのほうに田貫先せん輩ぱいが出るのは少々厳しいですの、水着審査がありますし」

「でも、パレオとかで隠かくしたらいいんじゃないっスか？」

　水着のところで、亮士くんがそうつっこむ。たしかに胸は詰つめ物、下はパレオでどうにかなりそうな気はするが……と、そこでりんごさんは首を振ふって言う。

「なにより、前回のミスコンのトップ、白しら雪ゆき先輩が出ると言ってますので、トップを狙ねらうのはかなり厳しいですのよ」

　白雪先輩とは、美人でスタイルも性格も人当たりもいいという完かん璧ぺき超ちよう人じんに限りなく近い人です。欠点はくいしんぼうなこと。ちなみに、りんごさんの腹はら違ちがいの姉だったりするんですが、なんでりんごさんのお姉さんなのにこんなに白いの？　と言いたくなるほどいい人なんですよ。

「白しら雪ゆき先せん輩ぱいも出るんスか」

「そうですの。ミスコンで優勝したときのご褒ほう美びが目当てで、出るって言ってましたの。下の子たちのために～とか言ってましたのよ」

「あ～あのクソガキ共も、うちの小等部にいるんだっけか。なら、あの爺じじいへのお願いできる権を持ってたらなにかの役に立つか」

　おおかみさんは、美人で優やさしい白雪さんと、その妹弟きようだいである七匹ひきのガキを思い浮かべて言った。

「お願いには期限はないですしね～と、話はそれましたけど、まあそういうことですの。ミス御お伽とぎ学園コンテストで優勝するのは難しい、白雪さん以外にも美人揃ぞろいですし。……でも、他ほかのコンテストなら？」

「……それはアタクシに、女装コンテストに出ろということ？」

「そっちなら、かなりの確率で田た貫ぬき先輩は優勝できると思いますから」

「…………」

　田貫さんは険しい顔をして考え込む。

　女に、美しさ女らしさでは負けないと常つね日ひ頃ごろ自負している田貫さんが、女に勝てそうにないからと負けを認め、女装コンテストに出る……。心が乙女おとめな田貫さんとしては、これほどの屈くつ辱じよくはないだろう。

　だが、田貫さんはしばらく考えたあと、うなずいた。

「…………わかりました。それでいきましょう」

「提案しておいてなんですけど、本当にいいんですの？」

「いいですわ。……いい機会なんですのよ。アタクシのわがままで、隠かくしてもらってましたけど、色々なところに迷めい惑わくをかけてますし。和かず尚なお君が言ったとおり、隠していたらどうしても間に壁かべができてしまいますから、友人もできませんでしたし……なにより、正体を知っても仲良くしてくれる宇う佐さ見みのような人がいることをアタクシは知ったのですわ。それを知ってしまえば、今までのアタクシがどれだけ寂さびしい生活をしていたのかはわかりますし、前には戻もどれません。なら、大々的にアタクシの秘密をばらすというのも、おもしろいかもしれませんわ。それに……」

「それに？」

「いえ、なんでもありませんわ。ともかく、あなたの提案を受け入れますわ」

「……わかりましたの。そこまでの覚かく悟ごがおありでしたら、こちらでもできうる限りのサポートをすることをお約束しますの」

　りんごさんがきりりとした表情で言う。りんごさんは黒いですが、覚悟には覚悟で応こたえる人なので、本気でこの件に当たろうと決意するのでした。




　田た貫ぬきさんが帰ったあと、残ったのはいつもの三人。

「とりあえず、田貫先せん輩ぱいをサポートすることになったんですけど、すぐ側そばからもサポートできるよう、森もり野の君に女装コンテストに出てもらうことにしますの」

「えっ、えー!?　おれっスか!?」

　他人ひと事な感じで話を聞いてたら、亮りよう士しくんはいきなり自分の名前が出てきて驚きよう愕がくする。

「じょっ女装なら、頭とう取どりさんが……」

「頭取さんを出したら優勝しちゃうじゃないですの。あの人、普ふ通つうのミスコンで幾いく多たの女生徒を押しのけてトップに立った女の敵ですのよ？」

　そうなんです。もう特とく殊しゆメイクとか言いたくなるほどの変装で女に化けた頭取さんは、男なので男心を知ってることを利用し学園中の男心をくすぐりまくったのです。そして、時々しか現れないことで希少価値を持たせ、とどめに情報操作までも行って、ミス御お伽とぎ学園コンテストで見事ランク一位になったのです。今でも幻まぼろしの美少女として伝説になっているのです。

「なら浦うら島しまさんとか……」

　友人を売ってまでも助かろうとする、外げ道どうで往おう生じよう際ぎわの悪い亮士くん。ですがやっぱり却きやつ下かされる。

「浦島さんはアホですけど美形ですし、なんかすごいスタイルのいい美人になったりしそうですから却下ですの」

　年上の浦島さんに対して、思いっきりアホとか言ってるりんごさん……相変わらずお口が悪いです。まったく、本当のことでも言っちゃいけないことがあるんですよ？

　まあそれはともかく、たしかに浦島さんは、料理次し第だいではすごい美女になりそうです。実はものすごい二枚目ですからね……普段は中身の愉ゆ快かいさで一枚プラスされ三枚目になってますけど。

　さらには背も高いし、手足も長いし、ナニがとは言いませんが、いつも乙おと姫ひめさんに搾しぼり取られているため生命の危険があり、それをどうにかするためにかなり身体からだを鍛きたえているので、スタイルもいいのです。

「というわけで、森野君が女装してコンテストに侵しん入にゆうして、もしものときのために控ひかえておくんですのよ。やることは他ほかに優勝しそうな人がいたら妨ぼう害がい……じゃなかった、田貫先輩の邪じや魔まをしようとする人間がいたら、それを阻そ止しすることですの」

　思わずりんごさんの本音が出かかるが、田貫さんは正々堂々という感じが好きそうなので、建前に言い換かえる。

「……………………」

　亮士くんはしばらく考えたのち、がっくりと肩かたを落としながら言う。

「…………了りよう解かいしましたっス」

　背中が煤すすけてますね。亮りよう士しくん的には、おおかみさんにかっこ悪い姿を見せたくはないんですが……この場合は仕方ありません。

「まあ、なにか予想外のことが起こらない限り、出番はないはずなので安心してくださいの」

「安心って、なにが安心なんスか。どちらにしろ女装コンテストに出るんっスよね？」

「…………まあ、なにもなくても、私たちが見て楽しめるはずなので、意味はないことはないですのよ」

　りんごさんは鬼おにですね。

「じゃあ、女装のほうはプロである頭とう取どりさんに頼たのみましょう」

　と、りんごさんが言った瞬しゆん間かん、すばらしいタイミングで頭取さんが登場する。

「なるほど、話は聞かせてもらったよ!?」

　御お伽とぎ銀行地上支店は、御伽銀行地下本店からモニターすることができるのだ。

「僕が、森もり野の君を責任を持って男おとこの娘こに変身させてあげようじゃないか!?」

　頭取さんが珍めずらしくやる気にあふれているんですが……久々に頼たよりになるところを見せて、限りなく皆かい無むに近い尊敬を取り戻もどそうと思っているのかもしれません。

「じゃあ、森野君行こうか？」

「……了解っス」

　というわけで、亮士くんは頭取さんにドナドナ連れられていきました。




　そして三十分後。

「…………どうもっス」

　そこには女装した亮士くんがいた。りんごさんが感心したように目を丸くする。

「ほほう、なかなかかわいいじゃないですの」

「だろう？」

　自信満々に、頭取さんが言う。ここまで自信にあふれた頭取さんを見るのは初めてだ。

　恐おそるべしメイクの力とでもいうか……なんとか亮士くんは見れるくらいにはなっていた。

「なかなかですのね、田た貫ぬき先せん輩ぱいには勝てないでしょうけど。というか勝ってちゃいけないんですけど」

「ま、そりゃそうだろ。田貫先輩は女に紛まぎれても気がつかれないくらいなんだからよ。にしても……」

　おおかみさんは亮士くんの女装に引っかかるものでもあるのか、なにやらいらついているようだ。

「え～と、そうなんスか？　まだ自分がどうなったか鏡で見てないんスよ」

　りんごさんからは好評価を得られたが、相変わらず前髪がみは伸のびてて目は隠かくれたままだ。視線にだいぶ耐たえられるようになってきた亮りよう士しくんだが、この最後の砦とりでの前髪がみだけは死守してきたので、このたびの女装でも死守したのだ。

「森もり野の君は意地でも前髪を切ろうとも上げようともしなかったので、そのままでいったよ？　顔の上半分が隠れるから、性別がわかりづらくなるしね？　あとは、メイクとウィッグで顔の輪りん郭かくをごまかし柔やわらかい女性的な印象にしたんだよね？　これ以上成長するとごまかせそうにないけど、今ならまあどうにかなったね？」

　亮士くんは今成長期まっただ中ですからね。これ以上育てばごつすぎて無理ということでしょう。

「なるほどですの。まあ、こういう風に前髪で目が隠れた女の子キャラ、通つう称しようメカクレは好きな人はものすごく好きなので、その路線で攻せめるわけですのね」

　りんごさんはあっという間に当初の目的を見失っているようです。サポートのために潜もぐり込むだけで、別にここまで気合いを入れて女装する理由はないんですけどね。

「ん～これで、女の子の動作とかを練習させたら、三位入賞くらいできますの？　田た貫ぬき先せん輩ぱいと森野君でワンツーフィニッシュを決めたら、うちも願い事を一つゲットできてまさに一石二鳥ですの～」

　りんごさんが取らぬ狸たぬきの皮算用を始める。

「…………」

　そんなりんごさんの横で、さっきからずっとおおかみさんは亮士くんを凝ぎよう視ししている。おおかみさんがなによりも気になったのが……胸だった。

「…………それで、胸に色々詰つめまくってるのはどういうことだ？」

　そう、亮士くんの胸が大きくふくらんでいる。つまり、おおかみさんに思いきり全力全身全ぜん霊れいをもって喧けん嘩か売ってるわけで。

「えっそっそれは……」

　おおかみさんの問いに、どう答えれば地じ雷らいを踏ふまないですむかと亮士くんが脳みそを最高速で回しているのを横目に、頭とう取どりさんがさらっと答えました。

「森野君の願望をそのまま反映したんだね？」

「ほほう」

　おおかみさんの目が細くなる。これは肉にく食しよく獣じゆうが獲え物ものをしとめる前の目です。

「なっなにを言うんスか!!　ひっひどいっスよ!!」

「……まあホントは、胸があれば肩かた幅はばとか身体からだのごつさが目立たなくなるからね？　あとは身体の線があまり見えない服を着れば、この通りというわけだね？」

　ちなみに今亮士くんが着ている服は、スカートのボリュームがあり、フリルがたくさんついている。

「このスカートのふくらみと胸のふくらみで、腰こしがくびれているように見せるわけだね？　実際、森もり野の君は引き締しまった身体からだをしてるから、くびれがあるように見えるでしょ？　あとは、黒いオーバーニーソックスで、足を細く見せるプラス、むだ毛を隠かくしてるんだ？」

　自信満々に説明まで始める頭とう取どりさん。こんな生き生きしてる頭取さんを見るのは初めてですよ。よっぽど女装……じゃなかった変装が好きなんですね。

「えと、そろそろ自分がどうなってるか見たいんスけど？」

「はいですの」

　りんごさんに鏡を渡わたされ、亮りよう士しくんはそこでようやく自分の姿を見ることができた。

「これが……」

　鏡に見入っている亮士くんにりんごさんが言った。

「森野君。今あなた、結構いけてるじゃんとか思いましたでしょうですの」

「おっおおお思ってないっスよ！」

　亮士くん、思いきり口ごもってますよ？

「ま、いいですの。せっかく女装したんですし、名前をつけましょうですの。名前はりょう…………」

　そこではっと、りんごさんがなにかに気づく。

「普ふ通つうに子をつけたらりょうこちゃんになっちゃうんですのね」

　……そうなんですよ。仮にですが、おおかみさんと亮士くんが結婚したら、夫婦別べつ姓せいにしない限り最後の一文字以外まったく同じになってしまうんです。

　そもそもおおかみさんの名前はオオカミ[image: →]狩かり[image: →]猟りよう[image: →]りょう[image: →]涼りよう子こという感じで決まったんです。ツンデレと涼すずしい感じがマッチしてるなと思いましたし。

　亮士くんのほうは最初森の狩人かりゆうどをもじって、もりおかりゅうととかにしようとしてたんですが、回りくどいなと途と中ちゆうで森の猟師にしたんです。りょうこ、りゅうとで書き始め、途中りょうしに変へん更こうしてしばらく書いたところで、ひらがなに開いたら一文字しか違ちがわないじゃんって気がついたんですよ。

　正直ヒロインとヒーローの名前がここまで似てるのはどうかとも思ったんですが、もうその名前でしっくりきてたんでそのままにしました。ちなみにオオカミさんシリーズの仮タイトルはオレの狩人でした。

　とまあ、そういうわけなんで、

「じゃあ、仕方ないので、亮りよう士し子こちゃんでいきましょうですの」

　……このウザい名前を許してあげてください。

「亮士子……こうなったらもういっそ関係ない名前にしたほうがよくないっスか？」

　ごもっとも。ですが、そんな亮士くんの意見を、りんごさんは却きやつ下かしました。

「めんどくさいですし、こっちのほうがおもしろいんでこのままでいきますの」

　さすがりんごさん、人の嫌いやがることを進んでやる女の子です。




　そして時は流れ御お伽とぎ学園大文化祭の女装コンテスト当日。

「ほんとに行くんっスか？」

　この期ごに及およんでしり込みする往おう生じよう際ぎわの悪い亮りよう士し君に、りんごさんがあきれたように言った。

「行くんですのよ。というかいい思いしたんだから、これぐらい我が慢まんしなさいですの。ねえ、涼りよう子こちゃん？」

「なっなんでオレに話を振ふるんだよ!!」

　いい思いとはまあ、女装に慣れるためという名目で色々あったんですが……そのお話はまたあとで。

「田た貫ぬき先せん輩ぱい。一応森もり野の君が控ひかえてますけど、舞ぶ台たいの上ではさすがにできることは限られていますので、優勝できるかどうかは田貫先輩自身にかかってきますの」

「わかってますわ」

「では御ご武ぶ運うんをお祈いのりしますの」

　ミスコン出場の受付をすまし、控ひかえ室しつに向かっていると、着き飾かざり気合いの入った宇う佐さ見みさんに遭そう遇ぐうした。女装コンテストの次に、ミス御伽学園コンテストがあるのだ。

「あらま、なんであんたがここにいるの？　……まさか私のライバルになるっての!?　いいわ、受けて立とうじゃ……」

「違ちがいますわよ」

「まあ、そりゃそうね。水着審しん査さとかあるし、さすがにあんたでも無理でしょ。ということは……ってあれ？　あと出れるっていったら……」

「宇佐見の思っているとおりですわ。アタクシが出るのは女装コンテストのほうですわ」

「……え？」

　田貫さんのことをよく知っている宇佐見さんにとっては、それがどれだけ屈くつ辱じよく的であるかは想像に難かたくない。宇佐見さんが驚おどろくのも無理はないだろう。

「あんたそれでいいの？」

「ふっ、惚ほれた男のためならばってね。いい機会ですし」

「……………………そ、がんばんなさいな。どうなろうと、私は友達でいてやるから」

「……宇佐見はほんとにいい子ですわね、アタクシが男なら放ほうっておきませんわよ」

「でしょう？」

「ふふっ、じゃあ、まあ、アタクシの生き様を見せてあげますわ」

　田貫さんはそう言って自信満々に笑いました。




　グラウンドに作られた巨大なステージ。その上では、女装した男子生徒たちが現れては爆ばく笑しようをさらっていた。女装が似合っている人もいるが、しゃべればその声とのミスマッチで笑いが生まれる。もちろんそれは出場している者たちもわかっているので、アピールタイムではストリップをしたり、メイド服で頭にしっかりとホワイトブリムまでつけた巨きよ漢かんが瓦かわら割りをしたり、昔のアイドル風の衣い装しようを着た野や郎ろうがアイドルの歌を裏声で熱唱したりと、ほとんどが受け狙ねらいに走っている。

　そんな出場者を見て、学園長をはじめとした審しん査さ員の皆みなさんも、笑いながら点数をつけていた。

「エントリーナンバー９　田た貫ぬきまことさんです」

　そんな中で司会の少年に呼ばれ姿を見せた田貫さんに、会場がざわめくのは当たり前のことだった。ドレス姿で美人な田貫さんは目立ちますし、その姿を校内で見たことのある人は多いのだ。

「え……と、出る種目間ま違ちがえてませんか？」

　おそるおそるそう聞く司会者の少年に、

「間違ってませんわ……ほらこれが証しよう拠こです」

　そう言って、田貫さんは学生証を渡わたす。

「…………おお、たったしかに、驚おどろくべきことに田貫さんは男性のようです」

　先ほどとは比べものにならないくらいにざわめく会場。

　田貫さんに注がれるのは、驚きと好こう奇きの視線。

　そんな中で、田貫さんはうつむくことなく、恥はじることなく、堂々と立っている。

「いやあ、驚きました……では田貫さんにいくつか質問です」

　そしていくつかの質疑応答のあと、司会の少年が言いました。

「では、アピールタイムにまいりましょう。それで田貫さんはなにをなされますか？」

「なにもしませんわ」

「え？」

「アタクシが人様にお見せできるものといえば、アタクシ自身しかあり得ませんもの」

　予想外のことに困こん惑わくする司会の少年に田貫さんは言う。

「アタクシは美人でしょう？」

「ええ、それはたしかに……」

　下手な女性では太刀たち打ちできないほどに、田貫さんは美人だ。

「自分で言うことではないかもしれませんけど、女でないアタクシがこの美び貌ぼうを手に入れるため、そしてそれを維い持じするためには、かなりの努力が必要ですわ。

　日ひ傘がさで日に焼けないようにし、体重も増えすぎないように食事に気を配り、筋肉がつきすぎないように気をつけつつ適度に運動をしてスタイルを保ち、少しでもきれいになれるよう化け粧しようを工夫し、それこそ爪つめの先の先まで手入れをし、少しでも美しく見えるよう細かな動作にまで気を配り、発声法を学びきれいな声を出せるようにする。

　日々成長し男のものに変わっていく身体からだにあらがい続け、そして出来上がったのが今のアタクシですわ。ですから、アピールするものがあるとすれば、今のアタクシしかあり得ない。いいえ、これにすべてをかけてきたアタクシには他ほかに自じ慢まんすべきものがない……別に後こう悔かいしてるわけではありませんけど」

「なるほど……ですが、それならばこうやって大々的にカミングアウトするのは相当な勇気が必要だったのでは？　なにせ、そこまで見事に女性となっていたんですから」

「……そうですわね。たしかに、色々と思うところはありましたわ。それでもカミングアウトすることを決めたのは、隠かくし続けるのに飽あいたこと、わがままを言って先生方に迷めい惑わくをかけるのも終わりにしようと思っていたことなど色々ありますが……一番の理由は、ある人から言われた言葉ですわね」

「その言葉とは？」

　なにかを思い出すかのように、田た貫ぬきさんは宙を見つめる。

「その人はアタクシに、アタクシの笑え顔がおがきれいだと言ってくれたのですわ。ただ、寂さびしい笑顔だとも言われました。それは当たり前、アタクシは常に隠し事をしていたのですから……隠し事があるから人を遠ざけ、偽いつわりの自分で生き続ける。そんなアタクシに本当の笑顔を浮かべることなどできません。ですから、ちゃんと笑えるように、アタクシはこのコンテストに出場したのですわ」

　気がつけば会場は静まりかえり、田貫さんの言葉に聞き入っていた。

「これがアタクシですわ。間ま違ちがって男の身体に生まれ、美しく化けるために努力をし、女に負けるかと意地を張り、心の中は誰だれよりも乙女おとめであろうとした。

　それがアタクシ、田貫真です。

　ですので存分に見てくださってかまいませんわ。アタクシが歩いてきた道、それにはなにも恥はじることなどございませんから」

　自信に満ちた笑顔で、田貫さんはそう宣言する。

　そんな堂々とした田貫さんに、

「あっぱれじゃ！」

　と、学園長が立ち上がり手を叩たたき、それにつられて万ばん雷らいの拍はく手しゆが巻き起こる。そんな津つ波なみのように押し寄せる拍手の波に笑顔で応こたえながら、田貫さんは心の中で語りかけた。

　──和かず尚なお君……アタクシは今ちゃんときれいに笑えていますか？

　もちろん返事はありませんが、答えは聞くまでもないでしょう。

　今、田貫さんが浮かべているのはなんのてらいもない澄すんだ笑顔、魅み力りよくあふれた素す敵てきな笑顔なのですから。




　田貫さんが女装コンテストで優勝して数日後、田貫さんと和お尚しようさんは廊ろう下かの曲がり角でばったり出くわした。

「きゃっ」

「あっすまん」

　……いえ、会ったというよりかは、お約束気味にぶつかりました。

　倒たおれそうになった田た貫ぬきさんを和お尚しようさんは受け止め、腕うでの中の田貫さんの顔を見て驚おどろきの声を上げる。

「あ、いつかのお嬢じようさんやんか」

「ああ、あなたは……その節はどうも」

　田貫さんは名残なごり惜おしさを感じながらも、和尚さんから離はなれて挨あい拶さつをする。

「おう……ってその前に謝らんといかんな。いやすまんかった、怪け我がはなかったか？　ちょっと急いでたもんやから」

「いいえ、こちらこそ不注意でしたわ」

　お互たがいに頭を下げ合う田貫さんと和尚さん。

「……それにしても、なにやらご機き嫌げんですわね」

　田貫さんがそう言うと、よくぞ聞いてくれましたとばかりに和尚さんが笑う。

「前に話したけど、うちの部は同好会格下げの危機やったんや。けど、学園長が俺のライブ見たらしくてな、同好会格下げを来年の春まで待ってくれることになったんや。部員も一人だけだけど入ったし、どうにかこうにか首が繫つながったわ」

「そう……それはよかったですわね」

「おうよ！　……と、そういえばお嬢さん見たで？」

「……見たとは？」

　聞き返す田貫さんに、和尚さんはにやっと笑って言った。

「女装コンテスト」

　田貫さんはハッと目を見開く。

　あれほど大々的にカミングアウトしたんですから、これは予想できたことですが、それでも緊きん張ちようで身体からだが固まるのは無理もありません。いったいどんな態度を取られるのか……

「いやあ、いい笑え顔がおだったわ」

　ですが、まったく態度の変わらない和尚さんに、緊張が抜ぬけていく。

「……あなたのおかげですわ。あなたが気づかせてくれたおかげで、色々さっぱりしましたし……感謝しますわ」

「そうか、そりゃよかったわ。それにしても………」

　田貫さんを上から下まで見たあと感心したように言う和尚さん。

「女っぷりが増してるな。前もきれいやったが、今のお嬢さんはまた格別や」

「あらまあ、ご冗じよう談だんを」

「いやいや本気やって…………お嬢じようさんは男を見る目があるんやから、噓うそ言ってるかどうかわかるやろ？」

　田た貫ぬきさんはいつかの帰りに自分で言った言葉を返され、うれしそうに微笑ほほえむ。

「そうですわね」

「そうや」

　笑い合う二人。……ですが、それも長くは続かない。二人はただ廊ろう下かですれ違ちがっただけなのだから。

「ほなな、俺さっき言ったようにやることがありすぎて、てんてこまいなんや」

「はい、それではあなたもがんばってくださいな」

「おう!!」

　走り去る和お尚しようさんに、田貫さんは笑顔で手を振ふる。

　そして和尚さんの背中が見えなくなったあと、田貫さんはつぶやきました。

「お嬢さん……ね。アタクシの秘密を知っても、前と変わらない態度で……まったく、いい男ですわね」

　そんな田貫さんに、いつの間にか側そばに来ていたりんごさんが聞いた。どうやら、離はなれた所から一部始終を見ていたらしく、おおかみさんと亮りよう士しくんも一いつ緒しよにいる。

「それだけでいいんですの？　いきなり告白とはいかなくても、恋人同士になりたいならもうちょっと自分を売り込んでいかないと。そのために田貫先せん輩ぱいはお願いを使ってまで、お笑い研究会を存続させたんでしょうですの」

　この和尚さんとの遭そう遇ぐうは偶ぐう然ぜんではなく、りんごさんが仕組んだものだったのでしょう。まあお約束な再会でしたしね。

「お笑い研究会がどうにかなって、これでようやく寺てら本もと先輩に、他ほかを見る余よ裕ゆうができたんですのに」

　ですが、そんなりんごさんの言葉に、田貫さんは寂さびしそうな笑みで返す。

「……やっぱりやめましたわ。アタクシ、御お伽とぎ祭さいで和かず尚なお君のお笑いライブを見たんですけど、それを見てたらわかってしまったのですわ。あの人は夢を追いかけてる姿がたぶん一番かっこいいし、夢以外のものは邪じや魔まにしかならない」

「……ほんとにそうなのか？」

　そう聞くおおかみさんに、

「そうですわ、和尚君も言ってたでしょう？　アタクシは男を見る目だけはあるんですわよ」

　田貫さんは胸を張る。

「だから邪魔しちゃいけませんわ。惚ほれた男の夢の重しになる馬ば鹿か女になるくらいなら、死んだほうがましですもの」

　ですが、それが限界でした。

「……うう[image: ～][image: ～]」

　田た貫ぬきさんは声を上げて泣き出す。

　ぽろぽろと涙なみだがこぼれ化け粧しようがにじんでたぬき目になっています。とても見れた顔ではありません。ですが、それはまさしく恋に破れた乙女おとめの姿でした。

　始まることなく自ら終わらせた恋に泣く田貫さん。

　そんな田貫さんの背中をさすり、田貫さんが落ち着いてきたところでりんごさんが言いました。

「田貫先せん輩ぱいは昔話のぶんぶく茶ちや釜がまって知ってますの？」

「グスッ……まあ、こんな名字ですし嫌いやってほど知ってますわよ」

　たぬきですしね。

「私、そのぶんぶくっていったいなんだろうと子供の頃ころは思ってたんですのよ。で、調べてみたら分福……福を分けると書くんですのよ」

「…………」

「そう、幸せを分ける……まるで今の田貫先輩みたいじゃないですの？　田貫先輩のがんばりのおかげで、寺てら本もと先輩はあんなに幸せそうなのですから」

「……そう……ですわね。そう考えたなら、アタクシのやったことは無む駄だじゃなかったんですわね」

「そうですの」

　なんかいいことを言って、りんごさんは田貫さんを励はげます。

　田貫さんはそんなりんごさんの励ましに泣きやんだが、そのあとのりんごさんのいらぬつっこみで、

「……まあ、田貫先輩は茶釜じゃなくてお釜なんですけど」

「乙女!!　ていうかそれでうまいこと言ったつもりなのっ!?」

　と、叫さけんだ。

　りんごさん、あなたは本当に励まそうとしているんですか？　いや、たしかに元気にはなったみたいですが。

「…………はぁ、まあいいですわ。あの昔話みたいに、アタクシがきっかけで和かず尚なお君が幸せになれたのなら」

　田貫さんは優やさしい表情で微笑ほほえむ。

　そんな田貫さんにりんごさんは言う。

「そうですの。幸せを分けてるで思い出しましたけど、田貫先輩がこれまで振ふられてきた皆みなさんは、ほぼ全員が幸せになってるみたいですのよ？　恋人ができたり、夢に向かって邁まい進しんしてたり」

　田貫さんが振られた男性リスト作ったらよさそうと言ってたりんごさんは、ちゃんと聞き出していたらしいです。

「田た貫ぬき先せん輩ぱいが幸せを分けたのか、いい男なので幸せになるべくしてなったのかはわかりませんけど…………私は田貫先輩が少しは影えい響きようしていると思いますの。だって好きになってもらえるというのはうれしいことで、好かれるということは自信に繫つながりますもの」

　田貫さんはそんなりんごさんの言葉を聞き、再び微笑ほほえむ。

「そう……それはよかったですわ」

　自分を振ふった男たちが幸せだと聞き、そしてそれに自分が関かかわっているかもしれないと知って笑う田貫さん。

　振られ続けたことにも意味があったのなら、恋したかいがあったというものでしょう。

　もちろんいい女であろうという意地もあるでしょうが、それでも人の幸せを喜べる田貫さんは素す敵てきです。

　そんな田貫さんに、亮りよう士しくんは言った。

「いや、田貫先輩って本当にいい乙女おんな……」

「乙女おとめっ!!」

「……っスねぇ」

「……………………って、あれ？」

　まったくです。これでついていなければと、お思いになった諸兄も多いことでしょう。

「じゃあまあ、今回は私たちがやけ食いにでも付き合ってあげますから、甘いものでも食べに行きましょうですの」

「だな、行こうぜ田貫先輩。ちょうどこの間、おいしい店が載のってる地図貰もらったんだよ。亮士におごらせるから思う存分食ってくれ」

「えっおれっスか!?」

　田貫さんは三人に連れられていく。

　すれ違ちがうだけで、並んで歩くことのなかった田貫さんと和お尚しようさん。

　こういうのが縁えんがなかったというのでしょう。ですが、間違いなく無意味ではありませんでした。なぜなら、和尚さんは一歩前に進み、恋に磨みがかれた田貫さんは、より魅み力りよく的になったのですから。

「わかりましたわ！　こうなったら食って食って食いまくってやりますわ～!!」

　そんな、いい女だけどいらないものがついてる田貫さんに、幸さち多からんことを……




　こうして田貫さんの恋がまたしても終わりました。

　その後の田貫さんですが、

「そうなんですわよ。隠かくすことがなくなったし、色々と楽になりましたわ」

　……まあ、それなりに楽しくやっているようです。秘密主義だった理由や誰だれとも関かかわらなかった理由が知れ渡わたり、最初は今まで通り避さけられていたのですが、最近はぼちぼちとですがクラスでも話す人が出てきたようです。これならば、宇う佐さ見みさん以外にも友達といえる人ができるかもしれません。

「そっそれはよかったっスね」

　で、今なにが起こってるのかというと、いきなり御お伽とぎ銀行地上支店にやってきた田た貫ぬきさんが、亮りよう士しくんに絡からんで……もとい楽しそうに話しかけていました。

「そうなんですわよ。それもこれもみんな、あなたのおかげ。…………ねぇ、亮士君」

「えっなっなんっスか？」

「失恋で心に開いた穴を埋うめられるのは、あなたしかいないってアタクシは気がついたの」

「えっちょっすいません、おれには涼りよう子こさんという心に決めた人が……」

「でもあの娘こ、胸ないでしょ？」

「ななななんでそこで胸の話が出てくるんだ!!」

　田貫さんと亮士くんを見て見ぬふりをしながら、どう見てもいらついているのがバレバレなおおかみさんでしたが、この言葉には我が慢まんができなかったようです。

「そっそれに、さすがにお前には負けねーよ!!」

　男と胸の大きさで張り合うおおかみさん。なんでしょう、この胸の奥底からわき上がってくる感情は。

「えーだって、胸がないのは同じだから、あと違ちがうのは穴が一個多いか少ないかだけでしょう？　それくらいならアタクシの魅み力りよくで補えますわ」

　お願いですから中高生向けのシリーズで穴なんて言わないでください。

「なっあっあ………………」

　そしておおかみさんはそんな田貫さんに、なにか言い返そうとしましたが……台詞せりふを言い切ることなく真っ赤になって活動を停止しました。

　いやあ、よかったよかった。さすがに穴がどうとか言い出したら、メインヒロインとしての地位が危あやぶまれるところでした。

　あと田貫さん、穴の数よりナニがついてるついてないが、一番の問題なんじゃないかと思うんですが、そこのところどうですか？

　こんなにかわいい子が女の子のハズがない！　なんてことを言う病やんだ人がこの世にはいるらしいですが、亮士くんは違いますしね。

「それにほら、アタクシは男の子の気持ちいいところを知ってるから、あの娘よりは満足させてさしあげますわよ？」

「いっいえ、間に合ってるっス、いやマジ間に合ってるっス」

　必死に遠えん慮りよする亮士くんですが、そんな亮士くんに田貫さんはまたこりこりしました。

「きょ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「ほら気持ちいいでしょ？」

「きょ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　男だとわかっているのに気持ちよくなってちゃ駄だ目めでしょう。いやたしかに田た貫ぬきさんはいい女ですが。

　そんな新たな扉とびらを開きかけてる亮りよう士しくんと、その扉を開こうとスイッチをこねくり回している田貫さんに、再起動したおおかみさんは、また叫さけびました。

「いっいいかげんにしろ[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　というわけで、真っ赤になったおおかみさんの叫び声がいつまでも響ひびき渡わたっていましたとさ。


めでたしめでたし









　　　おまけ




「…………で、なんで宇う佐さ見み先せん輩ぱいがここにいるんですの？」

「いやね、田貫がどうしてもここに来たいって言うから、仕方なく来たわけよ……あ、紅茶お代わりちょうだい？」

「うちは喫きつ茶さ店ではないんですけど？」

「まぁまぁ、堅かたいこと言わずに……」

　宇佐見さんがにやにやしながら言う。

　亮士くんに田貫さんが話しかけ、それにおおかみさんが絡からむ。おかげで残った二人が、仕方なくな会話を続けているのだが、出ない話題がある。

　それはおにぎり勝負の結果について。

　りんごさんは触ふれたくないのはわかるが、今ここで宇佐見さんが触れないのはなぜか。

　それは、宇佐見さんは勝者の余よ裕ゆうを見せているだけで気持ちがいいから。いやむしろ、上から目線で触れないであげている感じがたまらないから。

「粗そ茶ちやですけど」

「ありがとう」

　ものすごく素す敵てきな笑え顔がおのりんごさんと、ものすごく純真な微笑ほほえみを浮かべてお礼を言う宇佐見さん。ここだけ写真で切り取れば、仲のよい美少女二人のお茶会という感じなのだが……どうしてこの人たちは、これほどまでに外面と中身が一いつ致ちしていないのか。

「ん～おいしい」

「……それはよかったですの、おほほ」

　あの勝負、どちらも負けた側がわのデメリットを設定しようとはしなかった。それはなぜか？　それはこうやって、勝者の気分に浸ひたれることがなによりもの賞品になることをお互たがいに知っていたから。

　勝者が逆になった場合は、きれいに逆になっていただろう。

　なんというか……やはりこの二人はキャラがかぶってますよね。

「かぶってないですのよ!!」

「かぶってないわよっ!!」




　　　おまけ２




　せっかく女装したのに、特に何事も起こらず出番のなかった亮りよう士しくん。

　いや、亮士くんはなにもしませんでしたけど、りんごさんとかは裏で色々動いてたんですよ。

　審しん査さ委員長だった学園長に田た貫ぬきさんのことをあらかた伝え、田貫さんの覚かく悟ごを見てなにか思うところがあったなら、態度に出して讃たたえて欲しい、少し大げさで芝しば居いがかってたならなおよいと、かわいくおねだりしながら言っておきましたし。

　もちろん田貫さんの美び貌ぼうや覚悟はすばらしかったので、学園長のあの対応となりました。おかげで会場は大盛り上がりで、審査員の皆みなさんも空気を読んで、田貫さんは見事優勝。学園長に頼たのんでなくても問題はなかったのかもしれませんが、念には念を入れたのです。田貫さんがダメダメだったなら意味をなさないことなので、不正にはあたらないでしょうし。

　さらに、他ほかの出場者を調べたりもしました。それを見て、田貫さんの敵になるのはいないと判断したので特に行動を起こしませんでしたが、ライバルになりそうな人がいたら色々妨ぼう害がいをしていたに違ちがいありません。

　とまあ、そんなりんごさんの暗あん躍やくはともかく、亮士くんはというと……

　そんないらない子だった亮士くんが、女装コンテストでどうだったかを、ここで見てみましょう。

「えーと、森もり野の亮士……じゃなかった亮りよう士し子こっス」

「いやあ、なかなか美人ですねぇ」

「……どうもっス」

　亮士くんは微び妙みような笑え顔がおを浮かべる。というかこんな人の多い場に出られるなんて、亮士くんも成長したものです。…………まあ、タイムリミットはあるのでしょうが。

　そして司会の少年はいくつか亮士くんに話を振ふったあと、言いました。

「それでは、アピールタイムに入ってもらいましょう。いったいなにをなされますか？」

「えっと、このパチンコと空あき缶かんで、ウィリアム・テルの真似まねごとをしようと思ってるんスけど」

　持ってた袋ふくろから、愛用の本格的なパチンコ……スリングショットと空き缶を、亮士くんは取り出す。

「ほほう、子の頭の上にリンゴを載のせて、それをクロスボウで打ち抜ぬいたという伝説のことですね」

「そうっス。というわけで、的になってくれる人が欲しいんスけど……」

「なるほど……では、誰だれか我こそはという方はいませんか？」

　司会の少年がそう観客に声をかけるが、立候補者は出てこなかった。

　まあ、当たり前ですね。亮りよう士しくんへの信しん頼らいがないとできないことですし。

　そんなわけで司会の少年が困ったなとか思ってると、背の高い女の子が小さい女の子に押されてステージの前までやって来た。

「なっなんでオレが!!」

「文句言わないですの！　うまくいけば、入賞も夢じゃないんですのよ？」

　それはもちろん、おおかみさんとりんごさんです。

「やだよ、めんどくせー」

　ただ、おおかみさんはものすごくやる気がないです。

　しかし……

「プレゼント……にゃ」

「なっ!?　わっわかった！　わかったから!!　いやあ、的やりたいなぁ!!　すっげえやりたいなぁ!!」

　りんごさんの言った謎なぞのワードで一転、やる気満々になります。すごく投げやりに見えますが、たぶん気のせいです。この謎のワードがなんなのかについては次の話で。

　というわけで的になることになったおおかみさんは、

「めんどくせーから、さっさとやれ」

　そう言ってステージに上がると端はしまで行き、頭と両手の平に空あき缶かんを載のせる。

　おおかみさんは手を広げだるそうに突つっ立っている。飛ばすのが柔やわらかめのゴムボールとはいえ、当たればかなり痛いはずだ。目に当たったら一大事だ。だが、おおかみさんはまったく気負いがないようで、目をつむってもいない。

「じゃあ、行くっス」

「さっさと終わらせろ」

　そして亮士くんは、さっきまでのおどおどした感じからは一転、鋭するどい瞳ひとみで的の空き缶を見つめ、スリングショットのゴムを引き絞しぼり……

　カンッカンッカンッ

　おおかみさんの右手の缶、左手の缶、頭の上の缶と順番に打ち落とした。

　サーカスに出ても通用しそうな妙みよう技ぎに、拍はく手しゆが巻き起こる。

「「「「「おお～」」」」」

　さらに、学園長が立ち上がり言う。

「見事じゃ！　撃うった森もり野のも見事じゃが、的となった大おお神かみが特によい！　森野が的を外さないと心から信しん頼らいしていたからこその、あのふてぶてしい態度！　さすがはツンデレと名高いおなごじゃな!!」

「黙だまれ、クソ爺じじい!!」

　恥はずかしい爺の言葉に、おおかみさんは近くに落ちていた空あき缶かんを拾い、そのままぶん投げる。

「ぐはっ!!」

　ストライクだった。

　後ろに倒たおれる学園長、荒アラ神ガミ洋燈ランプ。

　学園長に起こった惨さん劇げきに騒そう然ぜんとなる周囲。学園長は一応、すごく偉えらい人なのです。だが、おおかみさんには関係がないようです。

　真っ赤な顔で二発目を放とうとするおおかみさんを羽は交がい締じめにして、亮りよう士しくんはステージの袖そでに消えていく。

「くそう、放せ、亮士!!」

「涼りよう子こさん、落ち着いてくださいっス！　ここは人目があるっスから!!」

　今いま更さら人目を気にしても無む駄だだと思いますが。

　まあ、そういうわけで、これ以降亮士くんがステージに戻もどってくることはなく、亮士くんの女装コンテストでの成績は、学園長に起こった傷害事件……もとい不幸な事故により、途と中ちゆうリタイアということになりました。
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　　　おおかみさんお祭りで『あの人は今』をやることになる







　御お伽とぎ学園大文化祭の真っ最中の夜のこと、おおかみさんはベッドの中で悶もん々もんとしていた。なんでかというと、今日の昼間に聞いた亮りよう士しくんの言葉が頭の中で繰くり返し響ひびいているから。

『……涼りよう子こさんは色々あってツッパってるだけで、ホントは傷つきやすくて、優やさしくて、かわいい、普ふ通つうの女の子っスしね』

「うう……」

　おおかみさんは寝ね返がえりを打つ。

『いや……まあ、好きっスよ。涼子さんがいなかったら、今のおれはないっスからね』

「ううう……」

　おおかみさんはまた寝返りを打つ。

『だから大事にしたいんスよ』

「うううう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　ついにはおおかみさんは布ふ団とんに潜もぐり込む。

　布団に隠かくれて見えないが、おおかみさんの顔は真っ赤でものすごくかわいくなってることだろう。

　そんな萌もえ要素しかないおおかみさんに、二段ベッドの上にいるりんごさんは萌えまくっていた。顔に両手を当てて、いやんいやんと悶もだえまくっていた。

（萌え萌えですの～。ああ、涼子ちゃんってば、またまたかわいいことを考えて悶えてるんですのねえ。これはたぶん、森もり野の君の恥はずかしい台詞せりふを聞いちゃったのが影えい響きようしてるんでしょうですの。側そばで見てた娘こたちも、きゃーきゃー言ってたですし）

　どうやらりんごさんは、あのハズい亮士くんの告白場面に遭そう遇ぐうした女の子たちから話を聞いたようだ。

（かわいいとか傷つきやすいとか強さとはかけ離はなれた表現が嫌いやなはずなのに、嫌じゃなくて、森野君に対してどう対応すればいいかわからないから、こうなっちゃってるんですのね。

　…………なんてかわいい生き物なんですの？

　ふぅ～仕方ないですの。ここはこの愛のキューピッド、ラブリープリティりんごさんが一ひと肌はだ脱ぬいじゃいましょうですの）

　りんごさん、脳内だからってラブリープリティとか自分の名前につけて恥ずかしくないんですか？　……恥ずかしくないんでしょうねぇ、りんごさんですし。

　というわけで、りんごさんがまたなにかを企たくらみ始めたようです。




　四日間という長なが丁ちよう場ばの御お伽とぎ学園大文化祭、通つう称しよう御伽祭の開かい催さい中、それぞれのクラスは一日ほど休みが貰もらえる。クラス数が多いうえに、クラブ活動での出し物もあり、その休みがないととてもじゃないが文化祭の出し物を見て回れないからだ。

　そんな貴重な休日、亮りよう士しくんは朝っぱらから御伽銀行地下本店に呼び出されていた。

「……え？　すいませんっス、もう一度言ってくださいっス。なにかあり得ない幻げん聴ちようが聞こえた気がしたんで」

　地下本店にはおおかみさんの姿はなく、いるのはりんごさんだけのようだ。

「だから、今日色々回るときに女装してくださいの」

「…………あー、なんか聞こえづらい」

「だから……」

「あー、聞～こ～え～な～」

「女装しろって言ってんですのよ、この愚ぐ図ず」

　…………りんごさんのかわいいお口からあり得ない言葉が出ました。

「…………」

　もちろん、ヘタレな亮士くんはなかったことにしました。

　あと、ここだけの話、りんごさんのかわいい声でぶつけられた辛しんらつな言葉に、亮士くんの心の奥底のなにかが共鳴しそうになりましたが、それも気がつかないふりをしました。おおかみさんに蹴けられるとちょっとうれしいことといい、ヘタレ状態の亮士くんは間ま違ちがいなくＭです。

「理由を……聞いてもいいっスか？」

「まず一つ、田た貫ぬき先せん輩ぱいの依い頼らいのために、森もり野の君は女装コンテストに出場するわけですけど、そのときに見られてあがって動けなかったり錯さく乱らんして場をめちゃめちゃにされたら困るからですの。舞ぶ台たいに上がるので、かなりの視線を集めるはずですのよ？　予行演習はできませんですけど、その姿でうろついて多少の視線に慣れるくらいはしておかないと。出番があるかはわからないですけど、一応できることはやっておかないといけませんのよ」

「……なるほどっス」

　猫ねこさんとの特訓や様々な経験を経て、多少は視線に耐たい性せいができてきた亮士くんですが、舞台上でというのは初めてなので、たしかに女装に慣れておくぐらいはしておいたほうがいいかもしれません。

「第二に、これが重要というか、こっちが本命なんですけど、森野君と涼りよう子こちゃんが文化祭デートをするため」

「ぶっ文化祭デート!!」

　その青春すぎるワードに、亮士くんが震ふるえる。

　やってみたいです。行ってみたいです。亮士くんはおおかみさんのことが大好きなんですから、おおかみさんと文化祭デートを体験してみたいです。

　ですが……それは今の状態では叶かなわぬ夢だと思っていました。

「森もり野の君がその気なら、私はなにか理由をつけて、涼りよう子こちゃんと回れないと言いますの。そうすれば二人きりですの」

「でっでも、涼子さんは誘さそっても了りよう承しようしてもらえないと思うんスけど……」

「たしかにですの。涼子ちゃんはツンデレですから、『仕方ねぇな、嫌いやで嫌で仕方ないけど、付き合ってやる。ありがたく思え』とか言える状態にならないと、ツンデレですから文化祭デートなんてできないでしょうですの。ツンデレですから」

　重要なので無理矢理三回も言いました。

「だから、そう言わせるためには、涼子ちゃんが自分自身をごまかすための理由が必要なんですのよ」

「なるほど……だからこその女装っスか」

　そうです。おおかみさんは、理由もなしに亮りよう士しくんと文化祭を回るなんてことはできません。デートらしいデートだった地じ蔵ぞうさんたちとのダブルデートも、依い頼らいと、そして偶ぐう然ぜん起こった記き憶おく喪そう失しつなんてことがなかったらできませんでした。犬のお散歩デートも、犬が好きだからというのを前面に押し出さないと無理でした。

「そうですの。あと、女装には慣れ以外にももう一つ理由があって、涼子ちゃんは恥はずかしがり屋ですから、この人であふれてる御お伽とぎ祭さいの真っ最中に森野君と並んでデートとか、もう無理無理なんですの。だから、見かけだけでも女の子同士にするんですのよ。それなら誰だれかに気づかれても、建前の理由を言えばいいわけですし」

　校内で散々ラブコメっててなにを今いま更さらって感じですが、おおかみさん的には違ちがうのです。おおかみさんは自分の亮士くんへの想おもいにうすうす気がついているんですが、自分に噓うそをついて気がついてないふりをしているのです。噓をついて、ただ仲間、友人、相棒として付き合ってるだけのつもりなので、ラブコメってるつもりはありません。なので、デートとかの恋人同士がしそうな行動は取れないのです。

「だから、森野君が女装に慣れるためという理由を作り、なおかつ森野君が女装して見た目が女の子になれば、どうにかこうにか涼子ちゃんは自分をごまかせると思いますの。そしてそうなれば、見た目はともかく、中身を見れば森野君は涼子ちゃんと文化祭デートができますの」

　そのりんごさんの言葉に、目から鱗うろこがダース単位で落ちたのか、亮士くんは感かん嘆たんの声を上げました。

「おお……それはすばらしいっス。正直女装が気になるっスけど……そこは我が慢まんするっス」

　文化祭デートのためなら、男のプライドを捨てることもいとわない亮士くん。これは果たして男らしいと評していいものか。

「そうするといいですの。涼子ちゃんと文化祭デートができるんだから、そんなのは些さ細さいなことですの…………すんごくおもしろそうですし」

　りんごさん、最後にちょっと本音が漏もれてますよ？

「え？　なんか言ったっスか？」

「なんでもないですの。……で、今後の予定ですけど、今日私は涼りよう子こちゃんに予定があるから先に行くと言ってきましたので、涼子ちゃんが来るまでに用意をすませておきますの。そのための女装の着付けとかしてもらう頭とう取どりさんが、もう少ししたら来るはずですの」

「了りよう解かいっス」

「涼子ちゃんが来たら私は、用事が長引いて今日は一いつ緒しよに回れないと言いますので、そのあとは森もり野の君ががんばってくださいの」

「まかせてくださいっス!!」

「……あ、私は隠かくれて涼子ちゃんの写真とか撮とりまくるつもりなので、私の存在に気がついても気がつかないふりをしてくださいの」

「りょっ了解っス」

　……という会話をしてから少しして、頭取さんがやって来た。

「あーおはよう？」

　いつもやる気がなくて眠ねむたそうな顔をしている頭取さんだが、今日はいつにもまして眠そうな顔をしている。

「おはようですの。じゃあ、電話で話したとおりお願いしますの」

「はいはいわかったよ？　けど、そういうことはもう少し早く言っておいて欲しいなあ？　今日の朝早くにいきなり電話で起こされたんだからね？　僕にも予定というものがあるし、なにより本当ならもう少し寝ねられてたんだから……朝の時間は貴重だよ？」

「そんなの知りませんのよ。というか、こんなときぐらいしか役に立たないんですから、別にいいじゃないですの」

　りんごさん、ひどいですね、暴君ですね、やりたい放題です。

「…………ねえ森野君？」

「何っスか？」

「僕、年上で先せん輩ぱいだよね？　一応ここで一番偉えらい人だよね？」

「……そうっス」

「ああ、それならいいんだ？　ただ確かく認にんしたかっただけだから？」

　頭取さんはただ確認しただけで、りんごさんに注意する気はないようです。ヘタレは二人いてもヘタレということですね。

「はいはい、そんなことはどうでもいいので、さっさとやってくださいの～」




　そして再び爆ばく誕たん、亮りよう士し子こちゃん。

「う～ん、やっぱりいい出来ですの」

「まあ、前に言ったけど、前髪がみで顔が半分隠かくれてるんで、ごまかしやすいからね？　その代わり、美人なんだかそうじゃないんだかわからないけど？」

　まあ、前髪キャラはそうですよね。前髪を上げたら美人というのがお約束ですが、亮りよう士しくんなのでそれはなさそうですけど。

「ダメ人間の証あかしが、こんな風に役に立つとは思いませんでしたの。頭とう取どりさんといい、森もり野の君の前髪といい…………これが、なんとかとハサミは使いようというやつなんですのね。私は今また一つ賢かしこくなってしまいましたの」

　たしかに、亮士くんの視線ガードの最後の砦とりで、長く伸のびた前髪が初めて本来の用よう途と以外で役に立ちました。

　ただ、頭取さんの言うとおり隠してるだけなので、すごい美人ということにはなりませんが、女性に見えるだけでもすごいことでしょう。

「……はっははっ……まっまぁそれはともかく、それを補うために見た目のシルエットも女性っぽくしたからね？　あとは細かな動作を女性っぽくしたら、ぱっと見じゃわからないくらいにはなるだろうね？」

「まあ今みたいに足を開いて立ってたらダメですのよね」

「うん、足閉じて内うち股また気味にしないとね？」

「微び妙みようにおどおどした感じは、女め々めしくていいんですけど……目隠れキャラっぽいですし」

　そんなひどい会話を聞いて煤すすけている亮士くん。主にりんごさんがひどいです。全開です。

「…………」

　男が泣いていいのは～という言葉のあとに続くお約束で、生まれたとき、親が死んだとき、財さい布ふを落としたとき～と色々ありますが、そこにりんごさんにひどいことを言われたときというのを、追加してもいいかもしれません。

「……………………うっ」

　がんばれ、亮士くん。

　その後、りんごさんと頭取さんがやいのやいの言いつつ、亮士くんに女性の動作なんかを教え込んでいると、

「う～す」

　と言いながらおおかみさんが重役出勤してきた。そして亮りよう士し子こちゃんと対面する。

「…………お前……なにやってんだ？　そういう趣しゆ味みに目覚めたのか？」

「ちっ違ちがうっス!!」

　亮士くんは全力で否定する。最近は株を上げるよりも株を下げることのほうが多かったので、これ以上下げてはなるものかと必死だ。

「これは赤あか井いさんが……」

　おおかみさんとデートができるならと女装することを受け入れたにもかかわらず、言い訳をする男らしくない亮りよう士しくん。そんな亮士くんに、顔に絶望を貼はり付けて後ずさりしたりんごさんは、涙なみださえ見せて言う。

「そんな、ひどいですの……あの快感が忘れられないと泣きついてきたから、協力したんですのに……」

　噓うそしか言ってないくせに、今のりんごさんは信じてた人に裏切られ、絶望した薄はつ幸こうの美少女にしか見えない。

「ええっ!?　違ちがうっス!!　おれはそんな頭とう取どりさんみたいな趣しゆ味みはないっス!!」

「…………森もり野の君、君は時々ひどいね？」

「本当ですの。こんないたいけな美少女を弄もてあそぶだけ弄んで、いらなくなったら捨てるんですのよ～。鬼おにですの～女の敵ですの～びえ～ん」

「ひっ人聞きの悪い!!　いつおれが弄んだんっスか!!　どちらかというとおれは、弄ぶどころか弄ばれまくってるっスよ!!」

　そんな風にわーわーと騒さわぐ三人だが、そんな三人を気にもせずおおかみさんは問う。

「…………で、本当は？」

　さすがにおおかみさんは、りんごさんのお芝しば居いというか小芝居には引っかからないようだ。

　……引っかかるほうがどうかしてるかもしれませんが。

「それはですのね～」

　りんごさんもそれはわかってたのか、泣き真似まねをぴたっとやめると普ふ通つうに説明を始める。残されたのはまだなにも始まってないのに疲つかれきってる亮士くん。そんな亮士くんの肩かたを叩たたいて頭取さんが慰なぐさめるように言う。

「かわいいは正義って言うだろう？　だから、かわいくない僕らは悪で、絶対に正義には勝てないんだ？　だから、逆らっても無む駄だで、僕らはただただ嵐あらしが過ぎるのを待つかのように耐たえるしかないんだね？　嵐は去るものだし？」

　すさまじく後ろ向きですが、非常にためになる言葉ですね。

「よく言うだろう？　やまない雨はないって？」

　こんなに前向きな言葉を、どうやったらこんなにも後ろ向きな意味で使えるんでしょうかね。




「……というわけなので、森野君を連れて色々回ってきてくださいの。できるだけ人がいる所がいいですの」

　りんごさんから亮士くんを女装に慣らそう計画を聞いたおおかみさんだったが……案あんの定じよう、渋しぶり出した。

「なんでオレが……」

　いやまあ、ここで渋らないとおおかみさんじゃありませんよね。そして、それが予想できていたからこその冒ぼう頭とうでの作戦会議です。

「涼りよう子こちゃん」

「なっなんだ？」

　きりりと真面目まじめな顔したりんごさんに、おおかみさんは気け圧おされつつ返事をする。

「今、森もり野の君は困ってて、涼子ちゃんに助けを求めてるんですのよ。ねえ森野君？」

「そうっス！　マジ困ってるっス!!　だから助けてくださいっス!!」

「だから、助けてあげてくださいの。私は用事がありますし、今は涼子ちゃんしか頼たよれる人がいないんですの」

「うっ!?」

　前に、自分はいつも助けてもらってるのに、亮りよう士しくんは自分には頼ってくれない……とか不ふ機き嫌げんになってたりしたおおかみさんなので、こう頼られると断れない。いや断れないどころか、地味にうれしかったりする。

　というわけでおおかみさんは、そっぽを向き頰ほほを染めつつ、さんざんもったいぶったのち、ぶっきらぼうに言う。

「……しっ仕方ねぇな、嫌いやで嫌で仕方ないけど、付き合ってやる。ありがたく思え」

　…………おおかみさん、そのお約束すぎる台詞せりふをマジで言いましたね。




　そんなこんなで、おおかみさんと亮士く……亮りよう士し子こちゃんはりんごさんに手を振ふられ出発した。

「じゃ、行ってらっしゃいですの」

「……おう」

「行ってくるっス!!」

　そこでりんごさんは亮士子ちゃんに注意する。

「行ってきますわ、ですのよ」

「いっ行ってきますわ」

「やっぱりキモイのでいいですの」

「…………」

　やれと自分が言っといてこれです。りんごさんは相変わらずの暴君です。

　それはともかく、頼られたことがうれしくて簡単に了りよう承しようしてしまったおおかみさんだったが、そこで重大な事実に気がついた。

　考えてみたら…………これってデートじゃねえか？

「…………」

　はい、考えるまでもなくデートです。

「涼子さんどうしたんスか？」

　さあ出発といったところで動きを止めたおおかみさんに、亮りよう士し子こちゃんが聞く。

　おおかみさんはそんな亮士子ちゃんをちらりと見たあと再さい稼か働どうする。

　まっまあいいか、亮士は女装してるし、周りから見たらデートとは思わねえだろうしな。

　色々理由をつけて自分に噓うそをつきまくりのおおかみさん。噓つきオオカミ少女の面めん目もく躍やく如じよです。

　というわけでようやく出発した二人だが、御お伽とぎ学園大文化祭は大とついているだけあって、すごく大きなお祭りだ。闇やみ雲くもに動いたって楽しめるわけもない。なので、一応ガイドブックみたいなのが生徒一人につき一冊さつ配られており、来場者にも配られている。

「で、どこ行くっスか？」

「…………」

　いきなり言われても、おおかみさんに特に行きたい所はない。こういうときは友達のクラスから行くものだが、おおかみさんは友達が少ないのだ。もちろん亮士くんもだが。

「……んーじゃあ、とりあえず知ってる人の所行くっスか？」

「……まあ、そんなもんか」

　今後の方針を決めた二人は、人の行き交かうお祭りの中を歩き出しました。

　あ、それと、やっぱり亮士子亮士子と連呼してるとうっとうしいしキモイので、ここからは亮士くん一本で行くことにします。




　人とあんまり関かかわろうとしないおおかみさんと、最近マシになったとはいえ対人恐きよう怖ふ症しよう気味で視線が怖こわい亮士くんなので、二人とも交友関係は狭せまい。プライベートで知ってる人はあまりいなくて、基本知ってる人というのは依い頼らいで会った人たちだ。

　そんな二人が最初に来たのはテニス部の出し物だった。おおかみさんはきょろきょろと見回し、目当ての人物を見つけて話しかけた。

「よう」

「どうもっス」

「あっ、大おお神かみさん、久しぶりです!!」

　そこにはテニスウェアを着た三つ編みの少女がいた。

「あと…………森もり野の君ですか？」

「そうっス、お久しぶりっス」

　亮士くんは、女装してても、知ってる人が見れば亮士くんとわかるだろう。おおかみさんの側そばにいる前髪がみのうっとうしい存在といえば、亮士くん以外あり得ないので。そして、それを知られても、おおかみさん的には問題はない。

「ああ、こいつは女装コンテストに出るんだよ。だからそれの慣らしだな」

　この大義名分があるからです。知らない人はおおかみさんと亮士くんを女二人組だと思うし、知ってる人にはこの説明をすれば問題なしなのです。

　……ごまかせてると思っているのはおおかみさんだけでしょうが。かかりさんは絶対にこれはデートだと思ってますよ？

「そうなんですか…………えっと、お似合いですよ」

「……どうもっス」

　頭を下げる亮りよう士しくんはあまりうれしそうではない。

「それはそうと、なんか……たくましくなったな」

「はい、コーチと一いつ緒しよにがんばってますから!!」

　この子は昔は世帯じみてて、暗い印象だったのだが、今はそれが噓うそだったかのように明るく元気になっている。小麦色の肌はだが眩まぶしい。

「それもこれも、大おお神かみさんたちのおかげです!!　あ、コーチ呼んできますね、コーチ、コーチ[image: ～][image: ～]」

　皆みなさんはお忘れかもしれませんが、この少女の名前は灰はい原ばらかかりさん。

　かかりさんとおおかみさんたちがどうやって知り合ったのかというと、コーチ……テニスのおーじさまとか呼ばれてたほどの名選手だった大おお路じさんが怪け我がでテニスの道を閉ざされ、それを知った大路さんのファンで彼を心の支えにしていたかかりさんが、今度は自分が支える番だと奮起したのです。そのあと、まあ色々あって二人でテニスの星を目指すことになりました。

「おお、久しぶり」

　やって来たのは短たん髪ぱつで肌はだの黒い好青年だった。

「かかりと一緒に礼を言いに行って以来か？」

　かかりさんの依い頼らいのあと、すべてを聞いた大路さんが、かかりさんと一緒に挨あい拶さつをしに来たことがあったのだ。それまでは一方的に知っているだけだった。

「そうっスね」

「お前……森もり野のか？」

「ああこれはだな……」

　というわけでおおかみさんの説明が始まる。

「なるほど」

　おおかみさんは、やっぱり大路さんにもデートか……ってな感じで温かく見られてます。

　まあ、それでごまかせてると思ってるんですし、本人が幸せなら問題ないですね。

「……それはそうと、足は大だい丈じよう夫ぶか？」

「まあ簡単な運動をするくらいはどうにかな。全盛期の頃ころのように動くのは厳しいが」

「そうか」

　おおかみさんは少し暗い顔をするが、大路さんは笑って言った。

「だが、俺にはかかりがいる。かかりが俺の夢を継ついでくれる。かかりはまさに原石だよ。磨みがけば世界も夢じゃない」

「そんなにか？」

「まだ今は基き礎そと体力作りだけどな……絶対に二人で世界に行ってみせる!!」

「コーチ……」

　大おお路じさんの言葉に、かかりさんは感動してうるうるしている。

「……どこまでもついて行きます!!」

「おお、二人であのテニスの星をつかもう!!」

　大路さんはびしぃっと空を指さす。

　言うまでもないですが、空は秋晴れ、星なんて見えやしません。

「はい、コーチ!!」

　それにしても、一昔前のスポ根ものみたいですね。ですがまあ、二人の間に築かれたぶっとい絆きずなは見て取れます。

　そんな二人を見て、地味におおかみさんの瞳ひとみが輝かがやいてます。こういうべたべたな感じがおおかみさんは大好きなのです。

「いいなぁ」

　……おおかみさん、あなたは本気でなにもない秋空に、星かなにかが見えるようになりたいんですか？

　と、それはともかく、二人の背後や瞳の中にある燃える炎ほのおに水を差すのも気が引けるけれども、亮りよう士しくんはこのままじゃ埒らちが明かないと口を挟はさむ。

「……で、ここはなにをやってるんスか？」

　すると、スポ根の世界から現世に帰き還かんしたかかりさんが答えた。

「それはですね、テニスのボールを打って、コート内にある大きな的に当てるゲームです」

「……テレビでやってたやつか」

「そう、昔テレビでやっていた、ストラックアウトのテニス版だ。コートを九つに区切ってあって……」

　おおかみさんと亮士くんはそんな説明をしてもらいながら、二人についていきました。




　その後、テニスウェアに着き替がえたおおかみさんが生足をさらして、アンダースコートでパンツじゃないから恥はずかしくないもん!!　とかなって、亮士くんがフィーバー!!

　…………なんてことはなく、二人は普ふ通つうにテニス部の出し物を楽しんだ。

　そして、久しぶりに会った二人に別れを告げたあと、おおかみさんは口を開いた。

「元気そうだったな」

「そうっスね」

「……テニスのルール、今度覚えるか」

「いつか、灰はい原ばらさんがテレビに出るかもしれないっスからね～」

「まあがんばってもらいたいもんだ。プロのテニスプレイヤーへの貸しは貴重だろうからな」

　二人はそこまで言って無口になる。

「…………」

「…………」

「なあ、亮りよう士し」

「なんっスか」

「あの二人を初めて見たとき、なんて変なやつだとか思ってたんだけどよ…………そうでもないよな」

「そうっスね。今考えてみれば、ちょっと変わってるだけの、普ふ通つうの人っスよね」

　二人とも目が肥えましたからね、変な人に関しては。おかげで二人の中では、ちょっと変わってるくらいじゃ普通の人に分類されるらしいです。

　というわけで、元テニスのおーじさまとシンデレラガールになる予定のかかりさんは、元気で仲良くやっているようです。




「えーと次っスけど、ここから近いのは野球部っスか」

「じゃあ、そこ行くぞ」

　おおかみさんと亮士くんが、野球部の出し物が行われているグラウンドまでやってくると、見知った顔がおおかみさんたちに声をかけてきた。

「あっ、大おお神かみさんに…………森もり野の君？」

　声をかけてきたのは、野球のユニフォームを着た美少年、犬いぬ塚づかさんだった。

　おおかみさんはここでもやっぱり亮士くんについて説明を始める。

「へ～そうなんだ～」

　これで大だい丈じよう夫ぶとおおかみさんは満足しているようですが……ねえ？

「あっ、そういえば、花はな咲さきいるよ。花咲[image: ～][image: ～]」

　犬塚さんがそう叫さけぶと、大おお柄がらで実に老ふけ顔がおな少年……花咲さんがやって来た。

「あっどうもっス」

「………………」

　女装した亮士くんを見て怪け訝げんな顔をした花咲さんに、おおかみさんはまたまた説明を始める。

「……というわけだ」

「……そうか」

　仏ぶつ頂ちよう面づらの花咲さんだが、そんなおおかみさんにやっぱり和なごんでいるようだ。

「それはそうと、地じ蔵ぞう先せん輩ぱいとようやくくっついたんだって？」

「ああ、そうだ。おかげさまでな」

　花咲さんがうなずく。

「というか、くっついてなかったというのがびっくりっスよ」

「だよね～。ぼくもとっくにくっついてるものだと思ってたよ」

「それに関しては、ワシが若造だったということだな」

「…………」

「…………」

「…………」

　花はな咲さきさんのその言葉に、花咲さんを除く三人が無言になる。

　誰だれが、その顔で若造？　とつっこむか押し付け合っているようです。まあ、タイミングを逃のがしてしまったのでつっこむことはなかったのですが。

「……で、ここはいったいなにをやってんだ？」

「人力バッティングセンターだ」

「バッティングマシーンも一応使ってるけどね、目玉は人力なんだよ。難易度最大は花咲が投げるからね、まだ打てた人はいないよ」

「さすがは甲子園で投げたピッチャーっスね」

　そう、この花咲さんはおっさん顔ですが、甲子園に出場したほどのピッチャーなのです。おっさん顔なのにです。……え？　おっさん顔は関係ないですか？　すいません。

「本当は、ぼくが裸はだかで立ってぼくめがけてお客さんがボールを投げるゲームを提案したんだけど、却きやつ下かされたんだ」

　この胃の弱そうな美少年の犬いぬ塚づかさんは、けしからんバディの風紀委員桃ももちゃんの犬をやってるわ、ボールを受けるときの痛みを感じたいということでキャッチャーやってるわと、真性のマゾなのです。

　試合中の生きたボールを受けたいがために必死の努力でレギュラーを勝ち取りました。そして、試合で三振しんを取ることが一番ボールを受けられるという理由から、次は配球などを研究し始めました。さらに、トーナメント戦である高校野球では勝ち進んだほうが受ける球が増えるという理由から、チームを勝たせるために全力で野球に取り組み始めたのです。そして、犬塚さんは気がつけば、名キャッチャーになっていました。

　……動機はとことんまで不純なんですが。

「前、一いつ緒しよに野球やったときは打てなかったけど、今回は打ちやすい球を投げてもらえば気持ちよく打てるはずだから、楽しんでいってよ」

「おう」

「了りよう解かいっス」

　おおかみさんと亮士くんがうなずく。

　野球部の名物バッテリー、花咲さんと犬塚さんの二人も、元気そうでなによりでした。




「きょっ今日は調子が悪かったんだ!!」

　なにやら、そう言い訳している往おう生じよう際ぎわの悪い女の子は、もちろんおおかみさん。理由はおわかりの通り、バットにボールがかすりもしなかったのです。……球の遅おそい簡単なところでやればいいのに、無む謀ぼうにも花はな咲さきさんに挑ちよう戦せんしたおおかみさんが悪いんですが。

「まぁ、そういうことも……」

　そんな荒あれてるおおかみさんを亮りよう士しくんが慰なぐさめようとした瞬しゆん間かん、おおかみさんが亮士くんを睨にらみ、亮士くんはその視線にビクッとする。

　なんでおおかみさんがそんな態度を取ったかというと、亮士くんはちゃっかり打っていたからです。おおかみさんは同情とかされたくないのです。おおかみさんは負けず嫌ぎらいで、大人げないのです。

　でも、これが一種の甘えだと理解できていれば、すごくかわいく見えてきます。こういう態度を見せるのは、りんごさんか亮士くんくらいですしね。

　そんなおおかみさんはまあともかく、亮士くんは打ったのです。しかも花咲さんの球を。前に花咲さんの依い頼らいで一いつ緒しよに野球したとき、一緒に特訓したので打てたのでしょう。……ぼてぼてのゴロでしたが。

「あ、あの二人も相変わらずでしたっスね」

　どうにか空気を和なごませようと、亮士くんはめげずにおおかみさんに話しかける。

「……そうだな」

　八つ当たりなのはおおかみさんもわかっているので、亮士くんに絡からむのはやめたようだ。

「…………」

「…………」

　だが、おおかみさんの機き嫌げんが直ったと思ったら次なる問題が発生する。

　実は亮士くんは花咲さんの球を前に飛ばしたということで、記念品を貰もらったのだ。

　なにを貰ったかというと、それはかわいい猫ねこのぬいぐるみだった。

　もちろん、これは亮士くんの趣しゆ味みではない。この中から選んでね？　と犬いぬ塚づかさんに言われた景品の中にこれがあって、おおかみさんがずっとガン見していたのだ。

　おおかみさんは犬派ですが、猫だって大好きなのです。あとはこれをおおかみさんに渡わたせば、亮士くんの株は急上じよう昇しようするに違ちがいありません。

　ただ、普ふ通つうに渡しても、おおかみさんは絶対素す直なおに受け取らないので、亮士くんは渡す機会を窺うかがっているのです。交こう換かん条件のような理由ができるか、二人きりでいい雰ふん囲い気きになり、おおかみさんの毛皮が剝はげかかっているときくらいでないと、おおかみさんは受け取ってくれないに違いないのです。少なくとも、こんな人がたくさんいる場所では絶対に無理です。

「えーと、その……」

　フリフリ女装で、かわいいぬいぐるみを抱かかえた亮士くん。激しく痛いですが、おおかみさんのために亮りよう士しくんは我が慢まんします。

「……なんだよ」

　おおかみさんはおおかみさんで、ぬいぐるみのことが気になっています。ちらっちらっと視線が猫ねこのぬいぐるみにいってますし。

　おおかみさんがもう少し素す直なおなら、『はい、これプレゼント』『わあ、うれしい』なんて感じで丸く収まるんですが、現実はそう甘くはなく……

「…………」

「…………」

　なんか緊きん張ちよう感が漂ただよっています。これだからツンデレは困ります。

　そんな文化祭デートとは思えない緊張感を漂わせた二人が次の場所に向かっていると、幼女を連れた桃ももちゃんと紳しん士しの皆みなさんに遭そう遇ぐうした。

「あれん？　おおかみちゃんじゃないん」

「うげっ桃ちゃん先せん輩ぱい」

　この桃ちゃんは先ほど出てきた犬いぬ塚づかさんのご主人様で、男も女もいける人なのでおおかみさんは狙ねらわれているのだ。……こんな人が信じられないことに風紀委員なんですよ。

「どうもっス」

　ちなみに、亮士くんとこの紳士の皆さんは、一いつ緒しよに覗のぞきをしようとしたり、一緒に風をつかもうとした仲なのです。マブダチなのです。名前はめんどくさいので省略しますが。

　そんな紳士の皆さんと一緒にいる小さな女の子にも、亮士くんは見覚えがあった。

「今日は葵あおいちゃんも来たんっスねぇ。こんにちはっス葵ちゃん」

「こんにちは！　おに……おねえちゃん？」

「お兄ちゃんでいいっスよ」

　亮士くんはこの葵ちゃんと一緒に遊んだことがあるのです。

　紳士の皆さんはそんな風に葵ちゃんと話す亮士くんを見て、一いつ瞬しゆん考え込んだあと、きらきらと顔を輝かがやかせ始めた。

「森もり野のか！　見違ちがえたぞ!!」

「むぅう、これはこれで!!」

「こんなかわいい子が女の子のハズはない!!」

「ニーソがいいですなニーソが、ニーソがっ!!」

　女装した亮士くんを見て口々にダメな発言を繰くり返す紳士の皆さん。

「いや待て待て、重要なのは胸だろう」

「作り物だとわかっていても……」

「なぜか心が震ふるえますな」

「もっ森野、触さわってもいいか!?」

「ひっひぃい、かっ勘かん弁べんしてくださいっス」

　亮りよう士しくんはなんだかピンチになっているようだ。

「子供の前よん、慎つつしみなさい。美み野の里りさんにちゃんと預かると言ってるんだからねん」

　そんな色々な意味でひどい光景を見て、桃ももちゃんは腰こしに巻いてたベルトを取って、それを鞭むちのように振ふるう。ちなみに、美野里さんとは葵あおいちゃんのママのことです。

「「「「はっはい、わかりましたっ」」」」

　桃ちゃんに叩たたかれ、紳しん士しの皆みなさんは恍こう惚こつの表情を浮かべる。

　これはこれで子供に見せてはいけない光景だと思います。

「……で、どうしてこんな素す敵てきなことになってるのかしらん」

　またまたおおかみさんはかくかくしかじかと説明する。

「……というわけだ」

「なるほどねん」

　桃ちゃんはそう言うと、亮士くんを上から下までじっくり見ると言った。

「…………ねぇ、おおかみちゃんと亮りよう士し子こちゃん。一いつ緒しよに気持ちいいこと……」

「逃にげるぞ、亮士!!」

「あっえっ？」

　桃ちゃんが話し終える前に、おおかみさんは亮士くんを連れて逃げ出す。

「あっちょっと……もう、つれないわねん」

　おおかみさんはりんごさんと百合ゆり百合ゆりしているように見えても実はノーマルなので、食べられたくはないのです。しかも、それに女装した亮士くんが加わるなんてあり得ません。

　……それに、初めてがそんなおもしろひどいことになったら、もう普ふ通つうの世界には戻もどってこれないでしょうしね。

　ともかく、桃ちゃんも葵ちゃんも紳士の皆さんも元気そうです。




　桃ちゃんたちから逃げきったおおかみさんと亮士くんが次にやって来たのは、文化系クラブの部室がある文化棟とうの一室だった。

「はぁ……はぁ……で、ここは？」

「はぁ……美食クラブっス」

「美食クラブってーと……」

「ここには豚とん田だ先せん輩ぱいたちがいるはずっス」

　その名前を聞いたおおかみさんは渋しぶい顔をする。

「…………会ってどうするんだよ」

「…………一応、知り合いかなと思ったんスけど」

　豚田三兄弟との出会いは非常に変わったものでした。おいしいものを追求する美食クラブの同好会降格に抗こう議ぎして、主しゆ宰さいの三兄弟が断だん風ぶ呂ろかましたのです。そのすごい体たい臭しゆうに困った生徒会が、こいつらの臭においをどうにかしてくれと頼たのんできたのがきっかけでした。ちなみに同好会降格の理由は、おいしいお店を紹しよう介かいしてもそこがリア充じゆう（リアルが充実している人の総そう称しよう）たちのデートスポットになるだけなのが悔くやしくて、公表しないようになったからという悲しいものでした。そのあと、断風呂によるあまりの臭気に、りんごさんが泣いたりしましたが、パーティーゲーム対決のあとに、豚ぶたさんたちにデブ専という実にけったいな嗜し好こうを持つ女の子を紹介して、依い頼らい達成ということになりました。

　そんなわけで、知ってるだけで別に親しみもへったくれもないんですが……。おおかみさんと亮りよう士しくんは美食クラブの前でうだうだしていたため、案あんの定じよう発見されてしまいました。

「ほう、おまえらは……よく来たな、歓かん迎げいしよう」

　そこにいたのは三匹びきの豚……じゃなくて三人のデブ、噂うわさの豚とん田だ三兄弟だった。

　オーバーオールを着たすごいデブが三人並ぶと、ものすごい迫はく力りよくだ。

「元気そうでなによりだ。じゃーな！」

　そんな見た目暑苦しい三人に、おおかみさんはさらっと挨あい拶さつして帰ろうとするが、引き留められてしまう。

「ちょっと待つブー」

「いいもんやるからブヒ」

　この語尾に冗じよう談だんのようなものをくっつけてるのが豚田三兄弟の特とく徴ちようです。

　ちなみにブーが長男、ブヒが次男、三男がなぜかボス口調です。名前は上から、高、広、太ですが、わけがわからなくなるので長男次男三男と呼ぶことにします。

　デブとは思えない機き敏びんな動きで廊ろう下かを塞ふさがれ、おおかみさんと亮士くんは仕方なく美食クラブに入る。

　そうしてつれられている最中に、おおかみさんはやっぱり亮士くんについての説明をする。無理矢理感が漂ただよい、言い訳がましいのだが……これは絶対に外せない手続きなのだろう。

　そこまでしてデートだと思われたくないとは、まったく恥はずかしがり屋というか意地っ張りなおおかみさんです。

　まあ、そんな愉ゆ快かいでかわいいおおかみさんはさておき、つれ込まれた教室の中の説明をしましょう。美食クラブだけあって、中は料理ごとのお薦すすめの店を詳くわしく紹介したパネルが並んでいて、御お伽とぎ花ばな市しグルメマップなどの配布が行われています。この学園の皆みなさんも食べるの大好き、領海侵しん犯ぱんされてもあんまり怒おこらないけど、食べ物のことならぶち切れる日本人ですから、お客さんもそこそこ入っているようです。

　おおかみさんたちは教室角のパネルの裏に設置された休きゆう憩けいコーナーのような所につれていかれる。あまり広いスペースじゃないので、二人に三人のデブを加えたらむちゃくちゃ狭せまい。

「…………で、用はなんだ？」

　そんな不快な空間で不ふ機き嫌げんになったおおかみさんに、三男は皮肉げに笑って言いました。

「ふっ、そんなに邪じや険けんにするな……まあ、あの出会いなら仕方がないのかもしれんがな」

　格好つけてるところすいませんが、おおかみさんが今不機嫌そうなのはこの不快な空間のせいだと思います。

「おまえらには世話になったからなブヒ」

「これをやろうブー」

　豚とん田だ三兄弟がおおかみさんに一枚の紙を渡わたす。

「これなんだ？」

「御お伽とぎ花ばな市し、裏おいしい店マップだ」

「裏っスか？」

　なんで裏がついてるの？　と聞く亮りよう士しくんに三兄弟は答えた。

「そうブヒ。そこそこおいしい店は部活動として定期的に皆みなに知らせてるが、本当においしい店は少数にしか教えないことにしたんだブヒ」

「まあ教えないといっても、正確な場所を教えないだけで、ヒントは教えるからその気になれば見つけられるけどなブー」

「なるほど……でもそのほうがいいかもな。客が分散して店に迷めい惑わくがかからない」

　納なつ得とくとうなずくおおかみさんに、無む駄だに偉えらそうな三男が応こたえる。

「その通りだ。飲食店は開店閉店のサイクルが速い。隠かくして、客が入らなさすぎてうまい店に閉店されても困るからな」

「で、その裏マップは正確な位置を記してるから、行ってみるといいブーよ」

「色々あったが、俺らはお前らに感謝してるからな」

「そうか……貰もらっとく」

　というわけで、おおかみさんたちはすさまじく暑苦しい空間から解放され……と思ったら亮士くんだけが呼び止められる。

「なんスか？」

「お前にはこれもやろう」

　三男が、小さく折りたたまれた紙を、亮士くんにこっそり渡す。

「これはなんスか？」

「男子限定裏々マップだ。雰ふん囲い気きが良くて飯もうまいという、デートにはうってつけの店が載のっている」

「豚田先輩……」

「いつか役に立つこともあるだろう」

「……ありがとう……ございますっス。いつか……いつか役立ててみるっス!!」

　感動に胸を打ち震ふるわせながら、おおかみさんをいつか食事に誘さそうと誓ちかう亮士くんだった。

「ふっ、行くときは、閉店、突とつ然ぜんの休日、満席などの不測の事態に備え、下調べは欠かすなよ？」

「はいっス！」

　一応注意しておきますが、三男さんは台詞せりふも口調もかっこいいですが、見た目は大おお豚ぶたです。

「お待たせしたっス」

　亮りよう士しくんが、秘密の地図を貰もらって戻もどってくると、おおかみさんが聞いてきました。

「なんだったんだ？」

「いえ、なんでもないっス!!　男同士の話っス!!」

「……そうか」

　怪あやしいです。が、おおかみさんは追つい及きゆうするのはやめました。亮士くんに興味を持ってると勘かん違ちがいされたくない、とか思ってるんでしょう。今いま更さらすぎますけど。

「ま、それはともかく、相変わらずだったな、あの三人は」

「……相変わらずでしたっス」

　相変わらずの暑苦しさでしたからね。あの三人と別れた二人は、サウナから出た瞬しゆん間かんのあの解放感を味わってるみたいです。

「喰くいまくってるからか、さらにボリュームが増してやがった」

「まあ、元気にやってるようでなによりっス」

「…………風ふ呂ろも入ってるみたいだしな」

「赤あか井いさんの紹しよう介かいで、彼女ができたみたいっスしね」

　臭においのほうも大だい丈じよう夫ぶだったようです。

　ともかく、豚とん田だ三兄弟も元気で仲良く幸せに暮らしているようでした。




　じゃあ次は～と廊ろう下かを歩いていたら、またおおかみさんは声をかけられた。

「おお、そこにいるのは大おお神かみ様でございませんか」

　かけられた声に振ふり向くと、おおかみさんはうげっとものすごく嫌いやな顔をする。

「お久しぶりでございます」

　そこには執しつ事じがいた。どこからどう見ても執事にしか見えない執事がいたのだ。

「坊ぼつちゃま、お嬢じよう様、大神様でございます」

　執事の話しかける先には、これまたこれぞおぼっちゃまという小学校高学年くらいの少年と、少年と同年代の座ざ敷しき童わらしを彷ほう彿ふつとさせる和服姿の少女がいた。

　お坊ちゃまが根ね角ずみ忠ちゆう太た郎ろう、少女の名前が初うい華か、執事の名前はハーメルさんといいます。

「おお、壁かべの!!」

　少年がそう言った瞬しゆん間かん、おおかみさんの手がものすごい勢いで根角少年の頭をつかむ。そして、さあおおかみさんアイアンクローが炸さく裂れつするぞといったところで、根角少年はあわてて謝る。

「我が悪かった!!　だっだから、この手を離はなしてくれ」

　そんな半泣きの根ね角ずみ少年の誠意ある謝罪に、おおかみさんは手を離す。

　なんでおおかみさんがこんな行動を取ったのかというと、あの壁かべという言葉にトラウマがあるのだ。

　この根角少年の嫁よめ探しに付き合わされたあげく、どんな風にも揺ゆるがない壁のごとくとか言われ、乙女おとめ心が激しく傷ついたのです。もちろん壁とは、大神さんの身しん体たい的特とく徴ちようを指しています。

「……で、おまえらはデートか？　というか学校は？」

「そんなもん、もう終わったわ。だから初うい華かと遊びに来たのじゃ」

「デートっスか」

「はい、そうなんです」

　少女がにっこり笑う。根角少年の依い頼らいは、根角少年とこの少女がくっついてハッピーエンドで終わったのだ。関かかわった女の子たちは、かなりアンハッピーでしたが。

「ここの御お伽とぎ祭さいはこの街でも有名じゃからのう。ところで……」

　そこで亮りよう士しくんを見ながら根角少年がなにかを聞こうとし……執しつ事じのハーメルさんがそれを止める。

「しーっでございます、坊ぼつちゃま。誰だれしも人には触れられたくない事こと柄がらがあるのでございます」

「そっそうか」

「そうでございますとも。特に女装趣しゆ味みというのは、あまり人様に自じ慢まんできるような趣味ではございません。ですが、いくら変態であろうとも、変な嗜し好こうを持っていようとも、女装姿を人に見られて快感を覚えるような者であっても、人間でございます。ド変態に関わりたくないと思うのは仕方ないかもしれませんが、差別はよくありません。なにより、どんな人間に対しても平等に接するのが、人の上に立つ者に必要とされる資質なのでございます。だから触れないようにして、普ふ通つうに対応するのです」

「おおそうか……ド変態でも人間だからな。わかった、触ふれないでおこう。なあ、初華」

「はい」

　ちなみに、この会話は全部亮士くんに丸聞こえになっている。

「あーなんだ。まあ、な、がんばれ！　我は似合ってると思うぞ、うん、理解はできんがな。なあ、初華？」

「はい、私も似合ってると思います」

「ほら初華もこう言っておる。だから、ド変態でも気にするな、な？」

　小学生に慰なぐさめられる亮士くん。いや、これは慰めてるんでしょうか。どう考えてもとどめを刺さしているようにしか見えないんですが。

「じゃあ、我らは他ほかに行くとこがあるから」

「あの、その、さようなら」

「それでは、また機会があったらお会いしましょう」

　いきなり現れて亮りよう士しくんの心に傷を負わせた三人は、あっという間にどこかに去っていった。この三人も相変わらずのようです。根ね角ずみ少年も初うい華かさんと仲良くやっているようですし、幸せそうでなによりです。

「…………」

　言いたい放題言われて心に傷を負った亮士くんに幸さちあれ。




　あの悪気はないくせに（執しつ事じ除く）人の心に致ち命めい傷しようを負わせる三人組と別れたあと、どうにかテンションを元に戻もどした亮士くんとおおかみさんは、次の場所に向かっていた。

「次は、白しら雪ゆき先せん輩ぱいの所にでも行くっスか」

「りょ～かい。……それにしても、今日は声のたくさんかかる日だな」

「まあ、街中から人が来てるみたいっスしね」

「二度あることは三度あるっつーからもう一度くらい……」

　とそこで、おおかみさんたちにまたまた声がかかる。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

「涼りよう子こお姉ちゃんだっ!!」

「ほんとだっ」

「ほんとだ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　そこにいたのは、男四人、女三人のちびっ子集団だった。

「涼子お姉ちゃ～ん」

「元気だった～？」

　なんて叫さけびつつ、七人のガキがわらわらとおおかみさんにとりつく。

　と、そこでその中の一人が亮士くんに気がつく。

「うわっ、誰だれかと思ったら、お前亮士かよ!!」

「えっマジ？」

「うわーほんとだ!!」

「あははは、相変わらずっスねぇ、君たちは」

　おおかみさんと亮士くんは、このガキたちの子守をしたことがあるのだ。

　が、亮士くんが話しかけた瞬しゆん間かん、七人のガキはずさささっと後ずさりをして離はなれる。

「亮士、お前……へんたいだったのか」

「へんたいさんなの？」

「お姉ちゃんに、へんたいさんには近寄るなって……」

「ちっ違ちがうっスよ!!」

「や～いへんたいへんたい」

「へんたい[image: ～][image: ～]」

「へ～ん～た～い～」

　そして変態の大合唱が始まる。

　そのへんでやめておいてあげてください。沈しずんだテンションを元に戻もどすのはめんどくさいんですから。

「うわ～変態じゃないっス、変態じゃないっス[image: ～][image: ～][image: ～]」

　亮りよう士しくんが打ちのめされてはいつくばったところで、ようやくおおかみさんが聞いた。

「で、なにしに来たんだ？」

「んなもん、遊びに来たに決まってるじゃ……」

「あん？」

「おっお姉ちゃんに会いに来ました!!」

　この七人のガキは、おおかみさんにこれでもかというほど群れの序列を叩たたき込まれているので、おおかみさんには逆らえないのだ。

「でも、この学校広くて」

「なら一いつ緒しよに行くか」

　…………というわけでやって来たのは白しら雪ゆきさんのクラスだった。

「うちの子たちを連れてきてくれて、どうもありがとう～」

　七人のクソガキを身体からだにくっつけて礼を言っているのは、白雪さん。

　ものすごい美人で、性格もスタイルも人当たりもよく、ミス御お伽とぎ学園コンテストでは、一位の常連だ。

　今も、白雪姫ひめっぽいドレスを着ていて、それを遠巻きに眺ながめている人がたくさんいる。

　白雪さんのクラスは喫きつ茶さ店てんで、白雪姫をモチーフに、白雪さんの美人さを前面に押し出しているようだ。

　ちなみにこの人、りんごさんの異母姉妹だったりします。……かわいい以外、まったく共通点がありませんよね、リンゴさんは毒を持ってますし。

「そういや、りんごが言ってたけど、白雪先せん輩ぱい、ミスコン出るんだって？」

「うん、そうなのよ～。水着は少し恥はずかしいけど～、りんごちゃんとか下の子たちのためにね～」

「……なるほど、あのエロ爺じじいに貸し作っとこうというわけか」

「ああ見えて、この学校どころかこの街で一番偉えらい人っスからね」

「そうなの～、うちの子たちにもしもなにかあったときに、力を借りれたらいいじゃない～？」

「そうだな」

「あ、話はこれくらいにしておいて～、うちのクラスでお茶飲んでいかないかしら～、おまけしちゃうわよ～」

「涼りよう子こさん、どうするっスか？」

「ん～休んでくか」

「じゃあ、お言葉に甘えるっス」

　亮りよう士しくんが答える。

　あ、もちろん亮士くんのことは、おおかみさんが説明ずみですよ。

　というわけで、白しら雪ゆきさんに案内され七人のガキと一いつ緒しよに教室に入り、おおかみさんと女の子たちの席、亮士くんと男の子たちの席と、それぞれ分かれて座ることになった。

「みんな、いい子にしてるのよ～？」

「「「「「「「は～い」」」」」」」

　白雪さんの前ではいい子な七人のガキですが……

「…………で、どこまでいったんだよ亮士」

　白雪さんが見えなくなるなり、ガキの一人がそう言い出した。

「え～と、その……」

　どこにもいってないので答えられない亮士くん。そんな亮士くんにガキは馬ば鹿かにしたように言う。

「か[image: ～][image: ～]、相変わらずヘタレだなお前」

「今いま時どきの小学生だってもっとマシな恋愛してるぜ？」

「そうそう、俺とか彼女いるし？」

「なっちゃんか。一かず也やうまくやりやがったもんなぁ」

「俺だって負けてないもんね、ちーちゃんを口く説どいてる真っ最中だ。冬のクリスマス会までには絶対落としてやるぜ」

「お前ちーちゃんねらいかよ。趣しゆ味み悪いな」

「あほかお前、見る目ないのはお前だよ。あれは磨みがけば光るし、歳とし取れば化けるぜ～だから、今のうちにつばつけとくんだよ」

　相変わらず、ませたガキ共です。

「…………」

　そして、亮士くんは小学生にすら負けて打ちひしがれているようです。だめだめです。

　そんな亮士くんに、隣となりの女の子チームから声がかかる。

「ねえ、亮士お兄ちゃん、さっきから気になってたんだけど、その猫ねこな～に？」

　その女の子は亮士くんが持っていた猫のぬいぐるみに興味を持ったようだ。

「えっと、野球部でやってたバッティングセンターで貰もらった景品っス」

「そうなの？　かわいい～」

「ねえねえ、亮士お兄ちゃん、これちょうだい？」

「あっずるい、七なな子こもほしい」

　そして始まる、女の子たちによる欲しい欲しいの大合唱。

「えっちょっこれはその」

　ですが、これをあげるわけにはいかない。なぜなら、おおかみさんに貰もらってもらわないといけないのだ。

　そんなピンチの亮りよう士しくんに救世主が現れる。

「おいおい、七なな子こ、空気読めよ」

「そうだぜ、亮士がぬいぐるみ集めなんて趣しゆ味み持ってるんならともかく、持ってないのに、これを取ったということは……」

　そこで女の子たちは気づく。

「あ…………ごめんなさい」

「そうよね」

　皆みなさんの視線がおおかみさんに集まる。

　おおかみさんは騒そう動どうに関かかわらないようにしているのだが、残念ながら顔が真っ赤になっている。

「ほら、涼りよう子こお姉ちゃん、あれかわいいよね～」

「そうそう、あんなの貰っちゃったら、好きになっちゃうよね～」

「涼子お姉ちゃんの幸せ者っ」

　小学生に恋の応おう援えんをされて、おおかみさんと亮士くんは真っ赤になっている。

　小学生に気を遣つかわれるって、おおかみさんといい亮士くんといい、いったいなにやってるんですかね、まったく。




「……相変わらずだったっスねえ、白しら雪ゆき先せん輩ぱいもあの子らも」

「だなぁ」

　白雪さんのクラスで一休みした帰り道、二人は疲つかれたような声で言った。

　特に亮士くんは、あのガキ共から解放されてほっと一息ついてるようだ。

「まったく、ひどい目に遭あったっスよ。この女装は仕方なくやってるっスのに」

「あともう少しだから我が慢まんしろ。それにまったくの無む駄だでもないだろ？」

「だいぶ慣れたっスしねぇ……よかったのか悪かったのか」

　とほほと笑う亮士くんを、おおかみさんは苦笑しつつ慰なぐさめる。

「優勝は田た貫ぬき先輩だろうが、二位くらいにはなれるかもしれねーぞ？」

「それは褒ほめてるんスかねぇ」

「さあ～な」

「普ふ通つうのミスコンのほうは、白雪先輩が優勝っスかね」

「だな、白雪先輩で間ま違ちがいなしだろ」

「欠点ないっスからね。美人だし、性格いいし、スタイ……はっ!?」

　そこまで言ったところでようやく亮りよう士しくんは、隣となりを歩いていたおおかみさんが不ふ機き嫌げんになってることに気がつく。

　好きな女の子の前で、他ほかの女を褒ほめるのはタブーですよ。

　というわけで、おおかみさんはスピードを上げてずんずんと一人で歩いていく。

「あっ涼りよう子こさん待ってくださいっス」

「…………」

「涼子さん、待って[image: ～][image: ～]」

　相変わらず相変わらずと皆みなさんのことを評してますが……亮士くん、あなたもどうしようもないくらい相変わらずですよね。




　夕方、おおかみさんと亮士くんは二人並んで帰宅していた。もちろん、亮士くんは普ふ通つうの格好に戻もどっている。

　言葉少なに歩く二人。

　祭りの余よ韻いんでも感じているのでしょうか。

「……色々あったな」

「……そうっスねぇ」

　これは祭りで色々あったなということだけでなく、二人が会ってからも色々あったなということでしょう。関かかわった人たちに会って色々思い出したのです。今日会った人たちは、おおかみさんと亮士くん、二人の歴史の生き証人でもあるのです。

「まだ、おれと涼子さんが会って半年くらいしか経たってないっスよ」

「まだそんなもんか」

「そんなもんスよ……」

　色々あって、中身の詰つまった、長いようで短く、短いようで長かった半年間。

　そんな半年間を振ふり返りながら、二人は昔話に花を咲かせていたが、あっという間に二人が別れる分かれ道が見えてきた。

　二人はどちらからともなく歩を緩ゆるめ……だが、無ぶ粋すいな分かれ道はやってくる。

　立ち止まり、おおかみさんと亮士くんは顔を見合わせる。

「涼子さん、今日はどうもでしたっス。すごく助かったっスし、なにより楽しかったっス」

「……おう」

「…………」

「…………」

　別れがたいからか、そこで微び妙みような沈ちん黙もくが満ち、今しかない！　と、亮士くんは勇気を振り絞しぼる。鞄かばんの中に突つっ込こんでいた猫ねこのぬいぐるみを取り出す。

「えっとそれで……これ、貰もらってくれないっスか？　今日付き合ってもらったお礼と……これからもよろしくということで」

　差し出された猫ねこのぬいぐるみ、おおかみさんは十分にもったいぶってからそれを受け取る。

「…………ふん、仕方ねえな。お前が持っててもゴミになるだけだろうし、貰ってやるよ」

　おおかみさん、顔を真っ赤にして口が緩ゆるんでますよ？

　おおかみさんは、それを自覚しているからか、顔を隠かくすように亮りよう士しくんに背を向ける。

「じゃあな」

「はい、また明日っス」

　出会ってから幾いく度たびの別れの挨あい拶さつをして、二人はいつものように別れる。

　色々な人に会い、過去を振ふり返り自分たちの歩いてきた道を再確かく認にんした、おおかみさんと亮士くん。これからも色んな人と出会うのでしょうが、そのときにはお互たがいが隣となりにいる。なぜかそう信じられた、ある日の夕方のことでした。


めでたしめでたし









　　　おまけ




「にゃにゃにゃにゃ」

　おおかみさんです。

「にゃんにゃん」

　おおかみさんです。

「にゃ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　この猫のぬいぐるみを手に持って、猫のぬいぐるみの手や頭をぴょこぴょこ動かしながら、ゴキゲンでぬいぐるみに話しかけているのはおおかみさんです。

　しかも猫語です。

　亮士くんと別れて家に帰ってきたおおかみさんですが……りんごさんがいないと気がついたあと、こうなりました。

　毛皮が見事につるんと剝はがれるくらい、おおかみさんはこのプレゼントがうれしかったんでしょう。おおかみさんの顔は、にやけてでれんでれんになってます。

　亮士くんからのプレゼントだからうれしいのか、かわいい猫のぬいぐるみが手に入ったからうれしいのか…………両方でしょうね。

「にゃお[image: ～][image: ～]」

　というわけで、おおかみさんは色々全開です。

　なんかもう、たまらないかわいさです。このおおかみさんの映像を世界に流したら、あらゆる争いごとが解決してしまいそうなほどのかわいさです。このかわいさを数値化したら、五十三万の人だって裸足はだしで逃げ出すでしょう。

　これほどのかわいさですから、りんごさんがいたら鼻血を出して……って、部屋の扉とびらが少しだけ開いてますね。

　なんか前にも同じようなことがありましたよね。ということは……

「にゃんにゃにゃ～」

　これはもしかしないでも……

「にゃっ!?」

　そこでおおかみさんは少し開いた扉の向こうからこちらを覗のぞくつぶらな瞳ひとみに気がつきました。

「にゃっにゃんだおまえは!!」

　おおかみさん、猫ねこ語混じってますよ？

「……ただいまですの」

　扉を開けて出てきたのは、やっぱりりんごさんでした。

　それを見てなにかを言おうとするおおかみさんですが……

「なっなっななっなっ……なっ!?」

　言葉になりません。

　そんな、言葉になってないおおかみさんの言葉を読み取り、りんごさんはきりりとした表情で答えます。

「えっとですの。帰ってきて、ただいまと言っても返事がなかったから、涼りよう子こちゃんいないのかなと思ったんですのよ。でも、よく見たら電気がついてて、猫が鳴いてる。だから私は、これはいったいどうしたことかと、そろ～っと扉を開けてみたんですの。そしたら、涼子ちゃんが…………だからこれは不幸な事故で、わざとじゃないんですのよ？　わざとじゃ」

　りんごさん、鼻血が出てますよ？　あと、そのスカートの不自然なふくらみはビデオカメラかなんかですか？

「………………うう」

　りんごさんの話を聞いて、急速におおかみさんの顔が赤くなっていく。もちろんりんごさんの言葉を信じてないわけで……

　りんごさんのただいまの挨あい拶さつに気がつかないほど、人形遊びに熱中していた自分が悪いわけで……

「ぎにゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　おおかみさんの羞しゆう恥ち心しんがオーバーヒートしました。

「あああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁ…………」

　どうやら、前の話の謎なぞのワードは、このことをばらしてもいいんですの？　という、りんごさんの脅おどしだったようです。

　なんというかまあ………………ご愁しゆう傷しよう様です。
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　　　おおかみさんりんごさんにハメられアラジンに出場することになる







『さて皆みなさんお待ちかねのＡＬＡＤＤＩＮが今年も始まりました☆☆☆　実じつ況きようは皆さんおなじみ天使のさえずり下した桐きりすずめ、解説は御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会会長桐きり木きリストさん、放送は御伽学園放送部がお送りします☆☆☆』

「…………何で頭とう取どりがいるんだよ」

「…………さぁ」

　二人の視線の先の巨きよ大だいスクリーンには、頭取さんと茶ちや髪ぱつの少女が映っていた。

　ここでついに、下桐すずめさんの容姿初公開。……声だけは何度か出てきたんですけどね。

　まん丸くりくりお目々で前髪がみぱっつんなすずめさん。すずめさんがピーチクさえずるたびに、頭の後ろでちょこっと縛しばった茶色の髪が、尾お羽ばねのようにひょこひょこ動いている。制服は茶色のブレザーで、ポイントはかわいらしい蝶ちようネクタイだろうか、蝶ネクタイの色はしゃべりまくりで赤く染まったほっぺたと同じ赤色だ。

　そんなすずめさんを一言で表すならば……黙だまってればかわいい娘むすめといった感じでしょうか。しゃべればキンキンのアニメ声を周囲にまき散らしますからね。

『というか、なんでこの細目がいるんですか～★★★　すずめは以前こいつに縄なわで縛しばられて、新しい世界に目覚めそうになったことがあるんですよ★★★』

『はははは、学園長から直じき々じきに依い頼らいがあったんだよね？　だからまあ気にしないほうがいいよ？』

『まあ、すずめの邪じや魔まをしなけりゃいいです★★★

　では、ご説明をします★★★　この競技はお伽とぎ噺ばなしのアラジンをモチーフにした障害物競走です☆☆☆　お話に沿って設けられた障害を越こえていき、越えられなかった人が脱だつ落らくしていくという感じなんですが、要するに、テレビでやってた、アレとかアレとかのパクリいひゃいいひゃい、ほっへたひっひゃらにゃいでくだひゃい～★★★』

　画面の横から手が伸のびて、すずめさんの頰ほほをつかんだところで画面がお花畑に変わり、音楽が流れ出し……しばらく経たったところですずめさんが何事もなかったように復帰する。

『もう、可か憐れんな美少女のかんばせをいったいなんだと……あ、はいはいわかりました、すずめは真面目まじめにお仕事します☆☆☆』

　すずめさんは相変わらずです。

『それで、アラジンのストーリーを簡単に紹しよう介かいすると、アラジン家ちに魔ま法ほう使いやってる叔父おじがやってきて、なんか変な穴に連れてかれて、お守りに指輪やるからこの穴の中のランプ取ってこいと言われて取ってきたら、叔父にそれ寄こせと言われて、断ったら穴に閉じこめられて、泣きわめいてたら指輪から変なおっさんが出てきて助けてくれて、家に帰ってランプこすったら今度は違ちがう変なおっさんが出てきてご飯おごってくれて、調子に乗ったアラジンは次にランプから出てきた変なおっさんから宝石せびって、貰もらった宝石でお姫ひめ様を買って、変なおっさんに建てさせた城でただれた新婚生活楽しんでたら、姫が叔父に騙だまされランプごとさらわれて、がっでむと切れたアラジンが、この期ごに及およんでまで他た力りき本ほん願がんに指輪のおっさんに頼たより、なんの苦労もせず姫の所に連れていってもらって、姫に色いろ仕じ掛かけさせ叔父に眠ねむり薬ぐすり飲ませ、抵てい抗こう不可能になったところで叔父をぶっ殺すという話です★★★』

　まあ、噓うそは言っていないんでしょうが、言い方次し第だいでこうまでゲスな話になるんですね。

『考えてみたら、アラジンは最後の止とどめ以外なんもやってません★★★』

『いやぁ、ざっくりまとめたねぇ？』

『ですが、このＡＬＡＤＤＩＮ──某ぼう番組へのオマージュなのでアルファベット表記なんですね──では、ランプの魔神たる学園長、荒アラ神ガミ洋燈ランプの意向で、魔神に頼らず自力で障害を乗り越えてもらいます☆☆☆　まあ世の中、ランプの魔神がすべて片付けてくれるほど、甘くないってことですね★★★　ですが、甘くない代わりにそれを乗り越え、上位三位までに入賞した方には賞品として、この街の陰かげの支配者、荒神洋燈学園長にお願いできる権をゲットできちゃいます☆☆☆　これは、この街限定のドラ○ンボールみたいなものですから、皆みなさん欲しがりますよ☆☆☆　すずめも、マジ欲しいです☆☆☆　どうです？　三位までに入った人、すずめの恋人になりませんか？　そうしたら、すずめがお願いを有効に……って、いひゃいいひゃい、ふいまへんふいまへん、ゆるひへ～』

　画面がお花畑になり音楽が流れたあと、すずめさんは再び復活する。

『他ほかにも、完走できた方には、ランプの魔ま神じんが今後の学校生活でそれとなく便べん宜ぎを図ってくれるという噂うわさもありますので、完走目指してがんばってください★★★　ですが、賞品が魅み力りよく的なので参加希望者が続出することが予想されるために、ちゃっちゃと人数減らさないといけないので、各障害物の難易度は高く、特に最初の関門は厳しいものになっています★★★　そう、最初の関門は皆みなさんご存じの通り、アラジンとお姫ひめ様ということで、出場は男女ペアでないといけないのです★★★　キモオタ……じゃなかった修しゆ羅ら道に身を置く紳しん士したちや、友達のいな……孤こ独どくを愛する人たち、性格が歪いびつ……ハードな変型をしている人などの、なんというか人生ロードを脇わき道みちにそれてる主役になれない人たちには、ふたり組作って～とか体育の先生に言われることに匹ひつ敵てきする難易度ですよ、マジ鬼おにですね★★★』

　すずめさんは相変わらずひどいです。そこまで言うなら、もうそれでいいじゃん！　というところでわざわざ言い換かえたって、オブラートの意味をなしてません。

　さらに、キンキンのアニメ声が毒を増している気がします。

『しかも優勝を狙ねらうなら、それぞれの能力に加えチームワークまでも要求される鬼仕様★★★　女の子と信しん頼らい関係を築いてないと、二つ目の関門も越こえられません☆☆☆　例年通りだと、二つ目の関門を越えられるのは参加者のうち十分の一以下なんですよ★★★　ただでさえ第一の関門で削けずられまくったにもかかわらず、それですからね～マジ難易度高いです★★★　まあ、そんくらいしないと終わるまでに日が暮れちゃいますからね☆☆☆　すずめも、そこまで拘こう束そくされるのはめんどくさくて仕方ないので、そういうのは大歓かん迎げいでっていひゃいいひゃい』

　画面がお花畑になったあと以下略。

『ではこれよりＡＬＡＤＤＩＮのスタートです☆☆☆』

　画面の中ではすずめさんが盛大に煽あおっているが、おおかみさんのテンションは下げ下げになっていた。

「つーか、まったくなんでこんなことになってんだ……」

　ジャージ姿の下げ下げおおかみさんが、スピーカーから響ひびき渡わたるキンキンのアニメ声を聞きながら愚ぐ痴ちる。

「まあ、仕方ないっスよ」

　亮りよう士しくんは苦笑しつつおおかみさんをなだめるが、こちらもあまりやる気が見えない。

　さて現状を説明するために、時間をしばし戻もどします。

　それは、御お伽とぎ学園大文化祭の始まる数日前のことでした。




「さて今度のＡＬＡＤＤＩＮのことなんだけど、うちからは浦うら島しま君・竜りゆう宮ぐう君ペアと、大おお神かみ君・森もり野の君ペアを出そうと思ってるんだけど、問題ないかな？　浦島君はＡＬＡＤＤＩＮで活かつ躍やくしたら、目立ってモテるよと言ったら二つ返事で了承りようしようしてくれたんだけど？」

　さらっとそんなことを言った頭とう取どりさんに、案あんの定じようおおかみさんがかみついた。

「問題大ありだっ！　つーかなんでそんなことになるんだよ!!」

「だって、三位までに与あたえられる、学園長にお願いできる権は魅み力りよくだよね？」

「なら頭取が自分で出りゃーいいじゃねぇか」

「僕の運動神経をなめないでもらいたいね、可もなく不可もなく？　そんな僕が最後に残れるわけないじゃないか？」

　自じ慢まんにならないことを、頭取さんはものすごく堂々と言う。

「それに僕は用事があるから出られないんだよね？　まあ、情報収集とかの裏方のサポートは万全にやっておくからがんばって入賞狙ねらってね？」

「だから、なんでオレが……」

　頭取さんはそこで、可か哀わい想そうな人を見るような目でおおかみさんを見る。

「……………………あのね、こんなこと言いたくないんだけどね？　君の隣となりの娘こがね？　色々貸しを使ってるんだよね？　ほら、おにぎりやさんするとか言ってたじゃない？」

　おおかみさんが隣のりんごさんを見ると、りんごさんはそっぽを向いてぴーぴー口笛吹ふいている。

「まあね、貸しを使うこと自体は別に悪くはないんだ？　君たち、普ふ段だんがんばってるからね？　少々のことなら大目に見るよ？　……ただね、ちょっと使いすぎじゃないかなぁとかね？　赤あか井い君にやんわり注意なんかしたんだけどね？　そしたら『涼りよう子こちゃんが返してくれるから大だい丈じよう夫ぶですの』って……？」

　わざわざりんごさんの声を真似まねして言う頭取さん。無む駄だに似ています。それを聞いたおおかみさんは目を丸くしたあと叫さけぶ。

「おっお前オレを売ったのか!!」

　裏切りを知ってりんごさんに詰つめ寄るおおかみさんに、りんごさんはにっこり笑え顔がおで言う。

「売ったなんて人聞きの悪い…………私と涼子ちゃんの仲じゃないですの。困ったときは助け合わないと」

　世間一いつ般ぱんでは、一方的に力を借りるのは助け合いとはいいません。

「さすがに三位入賞できる確率は少ないだろうけど、取れたらそれは学園長に貸しを作るのと同じだから、すごく大きいからね？　だから、出てくれるだけで君たちがこの文化祭で使った貸しはチャラでいいよ？」

「…………」

「まあ色々言ったけど、僕がなにが言いたいかというと……君に拒きよ否ひ権はないんだよね？」

「…………」

　おおかみさんは完全に沈ちん黙もくしてます。友達は選んだほうがいいですよ？

　あと、亮りよう士しくんは意見を聞かれすらしませんでした。まあ、聞いても無む駄だですしね。




　と、まあこういうことがあって、おおかみさんと亮士くん並びに、浦うら島しまさんと乙おと姫ひめさんカップルはＡＬＡＤＤＩＮに出場するためにやって来たのです。

「カップルいうな!!」

　地の文につっこむ、なってないおおかみさんは放ほうっておいて、会場の説明をしましょう。

　一番広く、入り口から近い地の利もよいグラウンドに、多数の男女のペアが集まっていました。地面には白線が引いてあり、これがスタート地点でしょう。

　どこかからレンタルしてきたのか、巨きよ大だいなスクリーンがセットしてあり、そこでは頭とう取どりさんとすずめさんが映っていて、同じ映像が学園中のテレビモニターに映し出されています。周囲を見渡わたせば、ビデオカメラを構えた放送部らしき人ひと影かげがちらほらと見えます。学園長、荒アラ神ガミ洋燈ランプが主しゆ催さいのイベントだけあって色々豪ごう勢せいなようです。

「がんばりましょう、大おお神かみさま、森もり野のさま!!」

「……乙姫はやる気満々だな」

「はい、がんばれば太た郎ろう様がご褒ほう美びをくれると、約束をしてくださったのでございます!!」

「……浦島さん、大だい丈じよう夫ぶなんスか？　乙姫さん、ものすごく張り切ってるっスけど」

「…………大丈夫じゃないけど大丈夫だ!!　これは、学園中に中ちゆう継けいされるからな。かっこいいところを見せればモテモテだ。そのためには細かなことは気にせん!!」

　かっこいいところを見せて女の子にきゃーきゃー言われたのに、乙姫さんに色々抜ぬかれて真っ白な灰になり、なんにもできない浦島さんの姿が目に浮かぶようです。

『それでは第二の関門を──というか正確には第一の関門ですが、先ほど説明したようにエントリーすることがもうすでに第一の関門なので第二と言います──それで、賞品につられてのこのこやってきちゃった皆みなさんに立ちはだかるのはあの壁かべです☆☆☆　比ひ喩ゆ表現でもなんでもなく壁です★★★』

　スタート地点に並んだおおかみさんたちから少し離れた場所に、壁がそびえ立っていた。

『これは、あの壁を登って越こえることを、アラジンの冒ぼう頭とうの穴からの脱だつ出しゆつに見立ててるわけだね？』

『なるほど、よじ登りますからね～☆☆☆』

『だから毎年第二の関門はなにかを乗り越える系の障害なんだね？　今年は高い壁と低めの壁の二枚……えーと、ここにある資料によると、一枚目の壁が高さ二メートル、二枚目が二・五メートル、幅はばは両方二十メートルとなってるね？』

『高いですねー☆★☆　特に二枚目の壁なんか一人じゃとても越えられそうにないですが★☆★』

『そこは二人で協力して登ってねということだね？　せっかくペアなんだから？』

『で、参加者の皆みなさんは制限時間内にあの二つの壁かべを乗り越こえ、壁の向こうのゴールにたどり着けば、第二の関門突とつ破ぱです☆☆☆』

『通過の組数制限はないから、がんばってね？』

『じゃあまあさっさと始めちゃいましょう☆★★　よ～いすたーと～★★☆』

　すずめさんのそんな気の抜ぬける声と共にパァンとピストルが鳴り、参加者の皆さんが一いつ斉せいに壁に向かって走り出す。

　先ほどまでやる気のなかったおおかみさんだったが、ふたを開けてみれば……

「亮りよう士し!!」

　やる気満々になっていた。

　まあおおかみさんは負けず嫌ぎらいですからね。めんどくさいという気持ちより、負けるとむかつくという気持ちが勝まさるので、勝負が始まってしまったら本気になってしまいます。

「了りよう解かいっス!!」

　先行した亮士くんは壁に背を当て、身体からだの前で手を組む。そして、おおかみさんは走ってそちらに向かうと、亮士くんの組んだ手に右足で飛び乗り、次は左足を亮士くんの肩かたに乗せ、そのまま階段を上るかのようにして壁の上に登る。

『おお～、御お伽とぎ銀行のペアは、一つ目の壁をあっという間に登ってしまいましたね☆☆☆』

『彼らは組んで活動してるからね、チームワークは抜ばつ群ぐんだよ？』

『ほほう、それはプライベートでもですかぁ～★★★』

『ん～それはノーコメントで？』

「うるせー!!」

　おおかみさんが壁の上から、スクリーンに向かって叫さけぶ。

　ノーコメントでっていうと、なにか隠かくすことがあるのかと怪あやしく感じますよね。

　まあそれはともかく、おおかみさんの階段になった亮士くんは、おおかみさんが登ったのを見届けると、今度は自分が助走をつけて壁を駆かけ上がる。しかし案あんの定じよう、上までは無理……だが上にはおおかみさんがいる。おおかみさんは駆け上がってきた亮士くんの手を握にぎると、その勢いのまま亮士くんを引き上げる。おおかみさんは女の子にしては力があるので、そのくらいは楽勝だ。

「乙おと姫ひめ」

「はいっ」

　次は控ひかえていた浦うら島しまさんが乙姫さんを抱かかえ上げ、両手を握った亮士くんとおおかみさんが引っ張り上げる。そして最後に、亮士くんと同じ要領で壁を駆け上がってきた浦島さんを、おおかみさんと亮士くんの二人がかりで引き上げ終わり。

　御お伽とぎ銀行の二チームは、あっという間に一つ目の壁かべをクリアしました。

『あれはいいんですか？』

『別に他ほかのチームと協力してはいけないというルールはないからね？　でも、時間の制限があるし、後回しになるチームは損になるから、相当な信しん頼らい関係がないと無理だろうね？』

『たしかに彼らみたいに相当うまく登らないと時間切れになっちゃいますよね☆☆☆　裏切りは学園中に中ちゆう継けいされてちゃ無理でしょうし★★★』

『そうだね？』

『ただ、あの二組はものすごく手て際ぎわがよかったように感じますが☆☆☆』

『このＡＬＡＤＤＩＮは毎年恒こう例れい行事だからね？　去年は一・五メートルくらいの低めの壁が五枚、一昨年は三メートルはあろうかという高い壁に、ロープが何本か垂たらされてたり足場となる木箱が置いてあったりしたんだ？　このように、障害は大きくは変わらないからね？　だから事前に練習したり、捨て石になるペアを決めているチームもあるんじゃないかな？　クラブで協力して上位に入り、クラブのためになるお願いをするという感じでね？　うちもその口だしね？』

『なるほど～始まる前から勝負は始まってるんですねぇ☆☆☆』

　と、そんな解説の間も競技は続いている。

　一つ目の壁を飛び下り二つ目の壁に到とう達たつした四人。横を見ると人ひと影かげはまばらで、トップグループにいるのは間ま違ちがいないところだろう。

「亮りよう士し、浦うら島しま」

「了りよう解かいっス」

「任せてください涼りよう子こさん、あなたのためならこの浦島……ってすまん乙おと姫ひめ、これは浮気ではなくて……」

「今晩、楽しみにしてますから」

「……ハイ、オトヒメサン」

　二つ目の壁はさっきよりも少し高いので、壁の前で亮士くんと浦島さんが手を組む。男と手を繫つなぎたくねーとか言ってる浦島さんを無視して、おおかみさんはその組んだ手に飛び乗る。二人はおおかみさんが乗った瞬しゆん間かんに手を跳はね上げ、おおかみさんはその反動で壁の上まで飛び上がる。

『おおおお～これはすごい大技わざが出ました!!』

　おおかみさんの次は乙姫さんだ。

「失礼します！」

　乙姫さんは勢いをつけて二人の手に飛び乗ると、おおかみさんと同じように壁の上まで飛び上がる。

　おおかみさんに匹ひつ敵てきするほどの危なげのなさ、乙姫さんは実は運動神経がいいのです。完かん璧ぺき超ちよう人じんですからね。運動勉強美び貌ぼうに家いえ柄がら、天は二物も三物も乙おと姫ひめさんに与あたえています。まあ、さすがに鍛きたえまくりのおおかみさんには勝てませんが。

　こうして残ったのは、男二人。

「浦うら島しまさん、お願いするっス」

「まったく、女の子に踏ふまれるなら気持ちいいんだが、男に踏まれるのはなっ……と」

　第一の壁かべをおおかみさんが越こえたときと同じように、亮りよう士しくんは浦島さんを踏み台にして駆かけ上がる。上ではおおかみさんと乙姫さんが待ちかまえていて、二人がかりで引っ張り上げる。

　そして最後に、浦島さんが助走をつけて駆け上がる。浦島さんは背が高いので上で待ちかまえているおおかみさんと亮士くんに手が届き、浦島さんは上に引っ張り上げられる。引っ張り上げる二人が落っこちないよう、おおかみさんと亮士くんを乙姫さんがつかんで全体重をかけて支えていたので、危なげなく浦島さんも上に登りきった。

『御お伽とぎ銀行チームは本当にすごいですね～、伊達だてに有名じゃないといったところですか☆☆☆』

『まあね、彼らは特に身体からだを使うのが得意だからね？　他ほかにも頭脳労働が得意だったり、特技を持ってたりと、うちはタレント揃ぞろいだよ？　というわけで、これを見ている皆みなさん、なにか助けが欲しいときは、御伽学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会まで？』

『うわ～抜ぬけ目めなく宣伝してますよ、この細目★★★』

『はっはっはっ……とそろそろ時間じゃないかな？』

『あっ忘れてました……え[image: ～][image: ～]あと二十秒です★★★　まだゴールしてないペアは急いでください☆☆☆』

　すずめさんはカウントダウンを始め……時間がくる。

『ぴぴ～終了しゆうりようです★★★　今、ゴールしてない方は失格ですよ～★★★　え～と、ひのふのみの……』

『残ったのは十八ペアかな？　結構残ったね？』

『そうですね～★★★　では、第二の関門を突とつ破ぱした皆さんには、少しの休きゆう憩けいのあと、第三関門の場所までご案内します～☆☆☆』




　スタッフに連れられて、おおかみさんたち四人は校舎の中に入る。

「壁は結構楽に越えれたな」

「一応こんな感じのがくるって聞いてたっスからね」

「それで次はなんだっけか？」

「料理がくるらしいっスね。作るものは毎年変わるらしいスけど。乙姫さんは料理できるっスよね？」

「はい」

　まあ、浦うら島しまさんの胃い袋ぶくろをわしづかみにしている乙おと姫ひめさんですから、料理ができないなんてことはあり得ません。

「浦島さんは、料理はできるんスか？」

「少しならできる。武む者しや修しゆ行ぎようの旅の最中に、メシ屋の厨ちゆう房ぼうで働いたりしたこともあるし、なによりご飯の作れる男はもてるからな」

　浦島さんらしい理由です。

「じゃあ、できないのはおれくらいっスか」

「まあ、期待してねーから、オレの言うとおりに動け」

「了りよう解かいっス」

　ということで連れてこられたのは、調理室。

　そこには数々の食材と、調理道具、そして三匹びきの豚ぶたがいた。

「よく来たな」

　訂てい正せい、豚とん田だ三兄弟でした。

　なんでこいつらがいるんだよ……と怪け訝げんな顔をしていたおおかみさんだが、すずめさんが種明かしをしてくれる。

『どうやら皆みなさんが到とう着ちやくしたみたいですよ～☆☆☆　お次はランプの魔ま神じんにご馳ち走そうを出させる場面、ここでは皆さんに料理をしてもらいます☆☆☆　要するに、パラサイトしてねーで、メシぐらい自分で用意しやがれということです★★★』

『あ、エプロンを用意してあるそうだから、それつけてね？』

『ジャージにエプロン、これはなかなか通好みな格好ですね★☆★』

『まあ、制服エプロンに通じるものがあるけど、青春を感じさせる服装だからね？』

『なるほどなるほど……で、皆さんに作ってもらう料理はヂャラララララララヂャン!!　青チン椒ジヤオ肉ロウ絲スウです☆★☆　そして、特別審しん査さ員として来てもらったのは、あの美食クラブの三匹の豚さんです★★★　豚田三兄弟に試食してもらって、おいしいと思わせたチームがこの第三の関門を通過です☆☆☆』

『豚田三兄弟は舌が肥えてるけど、まずくてもそれはそれでと食べる人だからね？　大食漢とはいえ限界はあるだろうし、早く作ったほうが有利じゃないかな？　空腹は最大の調味料というし？』

『なるほど～☆☆☆　豚は雑食ですしね★★★』

「そっそれが、ゲスト審査員に向けて言う言葉ブーか！」

「まったくブヒ」

『うるさいです★★★　語尾の変なの取ってから文句は言ってくださいです★★★』

「……お前には言われたくはないがな」

　まったくです。語尾にうっとうしい星をつけてる人に言われたくはないでしょう。

　とまあ、そんな運営側の確かく執しつはともかく、おおかみさんは料理名を聞いてショックを受けている。

「青チン椒ジヤオ肉ロウ絲スウか……」

「えっ、もしかして作れないんスか？」

「いや……たぶん作れる。りんごが作ってるの見たことあるし……」

「えっ、ならなにが問題なんスか？」

　その問いにおおかみさんはあーうーと視線をさまよわせたあと、真っ赤な顔で言った。

「…………オレ、ピーマン嫌きらいなんだよ」

「…………」

「……お前、ガキみたいだとか思っただろ」

「そっそんなことはないっスよ!!　誰だれだって、苦手なものはあるっスからね!!」

　そうですね。でも大人になったら、味覚が変わってピーマンとかでもおいしく食べられるようになるんですよ。青椒肉絲はおいしいですよ。

　まあ、大人になっても嫌いなまま変わらない人もいるでしょうけど。

「まあいい、味見はお前がしろよ」

「任せてくださいっス!!　涼りよう子こさんが作ってくれたものなら、なんだっておいしく食べられるっスから!!」

「…………」

　ぼかっ

「ぐはっ、なんでっ!?」

　あと、恥はずかしさをごまかすために人を殴なぐるというのは、どう考えても大人ではありません。

「……ピーマンとタケノコの水みず煮にと肉を細切りにしろ」

「了りよう解かいっス」

　亮士くんに指示を出しつつ、おおかみさんは手て際ぎわよく料理を始める。

『おおー乱暴なあの子が実は家庭的、ポイント高いですねー★★★』

『彼女は二人暮らし歴が長いからね？』

『ほほぅ、いいお嫁よめさんになれそうですねー☆☆☆　まあ、すずめには負けるでしょうけど★★★』

　おおかみさんは自分の好感度アップ情報を聞いて、真っ赤になって叫さけぶ。

「うるせーぞ、てめーら!!」

　すずめさんも頭とう取どりさんも、おおかみさんのパンチが届かない場所にいるので言いたい放題ですね。

『……えー、それでは続々と出来上がっているようなので、そろそろ試食ターイムです☆☆☆　出来上がった料理を、お皿に盛って豚ぶたの前に並べてくださーい★☆☆　早い者勝ちですよ～★★★　あ、運営本部からの要望で、最低でもペアの数を半分にしてくれとのことなので、上位九チームが勝ち抜ぬけということになります、豚とん田ださんたちお願いしますね☆☆☆』

「うむ、我ら美食クラブ、こと料理に関しては噓うそはつかん」

　そして試食タイムが始まるが……

「ほほう、これはうまいな」

「うまいブー」

「まったくだブヒ」

　さっきからうまいとしか言っていない、さすが雑食です。……が、ある皿に手をつけた瞬しゆん間かん、三人は固まった。

「……むむ、これはブー」

「落ち着き、心和なごむ味だブヒ」

「そう、言うなれば、お母さんの味。家庭の味の最さい高こう峰ほうがここにある」

　皿を掲かかげ、恍こう惚こつの表情を浮かべる三匹びきの豚。カメラ目線がキモイです。

『おおう、べた褒ぼめですねー、どのペアの料理でしょう☆☆☆』

『大おお神かみ・森もり野のペアみたいだね？』

『なんと!!　いやあ、マジでいいお嫁よめさんになれそうですね～、すずめ危あやうしですよ★★★』

『森野君は幸せ者だね？』

「だから、うるせーよっ！　なんで亮りよう士しが出るんだよ！　つーか、亮士、お前も照れてんじゃねーよっ!!」

　つっこみどころがありすぎて、つっこみが追いついてないおおかみさん。でも、真っ赤な顔のまま言っても説得力ないですし、なにより今あなたは全校中ちゆう継けいされてるんですよ？

「ちくしょー!!　てめーこら!!　こっち来やがれちくしょう!!」

　怒いかりと羞しゆう恥ちのあまり、とうとうおおかみさんは涙なみだ目めになってきた。

「ちーくーしょーうっ!!」

　このおおかみさんが、ミスコンの上位に食い込む日もそう遠くないかもしれませんね。




「あの放送がむかつく、すげーむかつく、むかつきまくる。殴なぐりに行っていいか？　なあ、オレがんばっただろ？　もうゴールしたっていいだろ？　そう、ゴールしてあのばか共を殴るんだ、うふふふ……」

「まあまあ、涼りよう子こさん、落ち着いて……」

　キレ気味のあまり、なんかおかしなことを言い出したおおかみさんを、亮士くんはどうどうとなだめている。もちろんこの二人と、浦うら島しまさん・乙おと姫ひめさんペアは生き残っている。

　おおかみさんたちのあとに出された乙姫さんの青チン椒ジヤオ肉ロウ絲スウを食べて、三匹の豚は泣いてました。究極に出会ったとか言ってました。さすが乙おと姫ひめさん、ハンパないです。胃い袋ぶくろを制する者は男を制するのです。

　そんな御お伽とぎ銀行チーム＋生き残りの皆みなさんが案内されたのは、机の取り払はらわれた広めの教室だった。そこにはなにやら布とフラフープみたいなものが置いてあった。

『さて、要望通りちゃんと九ペア残ってるね？』

『そうですね～、これなら問題なしです☆☆☆　じゃあ次にいきましょう☆☆☆　次はアラジンが宝石を手に入れる場面のハズですが……もう宝石は手に入れています☆☆☆　それは若さ弾はじける女の子たちのことです☆☆☆　ですが、宝石は磨みがかなければ輝かがやかない……というわけで、女の子には着飾かざってもらいます、こちらの服で★★★』

　画面に映し出されたのは、アラビア風のベリーダンスの衣い装しようだった。

『完全に学園長の趣しゆ味みだね？　本当はもう少し早く着せたかったんだろうけど、人数が多かったから今の段階でこじつけたんだろうね？』

『まったくエロ爺じじいですね★★★　……で、着き替がえるだけなんて障害でもなんでもないじゃん!!　と思った皆さん、ご安心ください☆★★　着替えはあれでやってもらいます★★★』

　次に画面に映されたのは、フラフープにカーテンを取り付けたような物体だった。

『どこかで見たことありますよねーあれ★★★』

『昔の日曜のお昼じゃないかな？』

　お二人とも、おっさんしかわからないような発言はやめましょうよ。熱湯コマーシャルなんて今の若い子は誰だれも知りませんよ。

『あれを男子が持ち上げれば、ほら簡易更こう衣い室の出来上がりなのですよ☆☆★　……ただ、不自然にカーテンが短いようですけど★★★』

『全部隠かくれたらおもしろくないということだろうね？　短いといっても胴どう体たいの部分は十分に隠れるから問題ないし？　なにより全部隠れたらメインの恥はずかしがる女の子の顔が見えないだろう？』

『エロすぎますねー★★★　正直、これは教育者としては大問題だとすずめは思うんですけど……誰か止める人はいなかったんですかね★☆★』

『いなかったんだろうね？』

　一応、学園長はこの街一番の権力者ですからね。

『ちなみに、時間は有限だから早く着替えるというのも人生には必要、という建前があるんだろうね？』

『早飯早ピー芸のうちってやつですか★★★』

『まあ、そういうことだけど言葉には気をつけようね？』

『あとは、皆さん動きやすい格好としてジャージを着てますからね～それじゃあ見てて楽しくないということでしょうか★★★』

『そうだね？　さらに理由をこじつけるとすれば、男子に簡易更こう衣い室を持たせて女子がその中で着き替がえる？　それができるほどの信しん頼らい関係が必要だとかそんな感じかな？　ちなみに男の衣い装しようは用意してないよ？　男の着替え見てもおもしろくないからだろうね？』

『何度も言いますが、エロ爺じじいですねぇ★★★』

『まったくだね？』

『じゃあ、皆みなさん今から五分以内に着替えてください★★★　間に合わなかったら失格です★★★　では着替えすた～とっ☆☆☆』

　そして生着替えが始まる。

『それにしても、これは……男の子はどきどきですね☆★☆　目を開けるべきか開けないべきか……思春期真まっ盛さかりな男の子にはきつい試練ですよ☆★☆　……目を開けてるところはあれですね、そういう関係なんでしょうね★★★』

『だろうね？』

　目を開けているのは、言うまでもないですが浦うら島しまさんチームです。ガン見してます。乙おと姫ひめさんは乙姫さんで、恥はずかしそうにしつつもうれしそうです。

「う～む、こういう場所で見ると、これはこれでまた格別な……」

「もう、太た郎ろう様ったら」

　……こいつらどうにかしてください。どう考えても出る媒ばい体たいを間ま違ちがってますよ。対象年ねん齢れい十八歳以上が適当です。

『ぴーぴーぴー、はいそこイエローカードですよ★★★』

『そうだねえ、お子様も見てるんだから自重して欲しいね？』

　案あんの定じよう注意されてますよ、この色ボケカップル。

　まあ、そんな感じで浦島さん・乙姫さんペアは順調に着替えているが、おおかみさん・亮りよう士しくんペアのほうはというと……

「……リタイアしていいか？」

　あまりに馬ば鹿かな競技に、ただでさえ残りわずかだったおおかみさんのやる気が壊かい滅めつしてしまっていた。もうここまで来たし、いいだろうと思っているようだ。燃もえ尽つき症しよう候こう群ぐんです。

　だが、亮士くんがやる気満々になっていた。

「なにを言ってるんスか涼りよう子こさん!!　ここまで来たんスから、がんばりましょうっス!!」

　まあ、ベリーダンスの衣装って結構露ろ出しゆつ度が高いですからね。

「それに、あの衣装を着た涼子さんが見てみた……はっ!?」

　勢いあまって思わず本音を漏もらしてしまった亮士くんは、おおかみさんに殴なぐられるのを覚かく悟ごして目を閉じるが……いつまで経たっても拳こぶしはこない。

　亮士くんはおそるおそる目を開けると、そこにはなにやら放送に聞き入っているおおかみさんの姿があった。

　上級者なら、ぴくぴくと動くおおかみさんのふさふさで大きな獣けもの耳みみが幻げん視しできるだろう。…………なんの上級者かはあえて書きません。

『ちなみに、このＡＬＡＤＤＩＮで優勝したカップルは、永遠に幸せになれるとかいうどこかで聞いたことのある伝説があるんだよね？』

　ピクピク

『あの有名な伝説の木の亜あ種しゆですか～☆★☆』

　ピクピクッ

『実際永遠かどうかは知らないけど、くっつくことが多いのは確からしいね？　まあ、チームワークが重要になるこのＡＬＡＤＤＩＮで優勝するくらいだから、その時点で相当な信しん頼らい関係が築けてるはずだよね？　気が合うんだろうし、料理もできるし、そりゃあくっつくよねという感じだね？』

　ピクピクピクピクッ

　ほら見えてきましたか？　おめでとうございます。見えたあなたは間ま違ちがいなく上級者です。

　そう、見た目はスケバンで狼おおかみの毛皮をかぶってても、中身は乙女おとめなおおかみさんですから、こういう話は好きなんです。恋のおまじないとか恋のジンクスとか恋の伝説は大好きなのです。絶対、好き～嫌きらい～と花びら占うらないをやったことあるに違いないんですよ。

　必要な情報を手に入れたおおかみさんは再さい稼か働どうすると、亮りよう士しくんに言った。

「……仕方ねぇな、どうしてもって言うならやってやる、りんごの負ふ債さいを返さねーといけねえしな」

　おおかみさん、顔がまた赤くなってますよ？

「見るなよ、絶対見るなよ!!」

　そんなことを言いながらおおかみさんは着き替がえ始める。お笑い業界では、それは見ろという合図ですよ？　押すなよと言ったら押される準備ができたということなんですよ？

　おおかみさんは身を縮めてごそごそ着替えている。小学校のプールの授業で、ごそごそ服を着たまま着替える女の子のようです。

「うわっ」

　そのとき、なにかが引っかかりでもしたのか、おおかみさんは体勢を崩くずしかけ、

「大だい丈じよう夫ぶっスかっ!?」

　これ幸い……じゃなくて、なにか危険なことでも起きてたらいけないと亮士くんは目を開け、

「見んなっつってんだろ、ボケ!!」

　おおかみさんにぶん殴なぐられる。

「ぐはぁ」

　殴られて、それでも、亮士くんはものすごく幸せそうな顔をする。殴られても簡易更こう衣い室は手放さず、おおかみさんの着替え姿を独ひとり占じめした亮士くん。

　あなたの生き様、見届けさせていただきました。

「ぴっぴっぴっぴ～ん☆☆☆　は～いそこまでで～す★★★」

　で、どうにかこうにか、おおかみさんは着き替がえが間に合う。

　ベリーダンス特有の飾かざりのついたトップスにひらひらのスカート。

　おおかみさんのお腹なかが眩まぶしいです。おおかみさんは鍛きたえてるので、うっすら腹筋が見えるほどに引き締しまってますからね。このお腹といい引き締まった足といい、亮りよう士しくんはそういう野性的な感じが大好きなのです。

「…………」

「…………」

　というわけで見とれていた亮士くんだが、無言でこっちを見てくるおおかみさんにハッと我に返り言った。

「にっ似合ってるっスよ!!」

「…………ふんっ」

　おおかみさんはそっぽを向く。

『いやぁ青春ですねぇ★★★』

『まったくだね？』

「だから、さっきからピーチクパーチクうるせーんだよ、お前らっ!!」

　画面の向こうにいる頭とう取どりさんとすずめさんは、相変わらず無敵です。




　ジャージの男子とベリーダンスの衣い装しようを着た女子が、次の会場に向かっている。アンバランスというか、思いっきり差別されているが、誰だれも文句を言わない。

「くそっ、あの爺じじい調子にのりやがって……ちくしょう」

　訂てい正せい、無理矢理露ろ出しゆつ度の高い服に着替えさせられた女子以外は、誰も文句を言ってません。まあ、正直見てて楽しいですからね。レアなおおかみさんのおへそとか見えてますし。

　そんなへそ出しおおかみさんたちがやって来たそこは、とある教室の一つだった。その部屋にはクイズ番組で見るような机とマイク、ボタン、そして仕切りとなるついたてを除きなにもない。

『では、お次の関門ですが、魔ま神じんに用意させるわけでなく、自力でお城を用意してもらいます……といきたいところですが、それは無理です☆☆☆』

『まあ、当たり前だね？　では、ここ第五の関門でなにをするかというと、城──マイホームを建てるなら、そこそこの給料稼かせがないと今の時代は夢のまた夢、無理して買ったらローン地じ獄ごく、そうならないためには勉強しろ？　どんなへりくつこねようが、学歴高いほうが平均の収入が多いんだぞ、とかいう理由で、学力テストをしようとしたらしいんだけど、企画段階で盛り上がらないことに気がついたらしいんだよね？』

『まあ、当たり前ですよね★★★』

『で、代わりに考えられたのはクイズ大会？　問題は、それぞれの相あい方かたについて？』

『相方というのは、このＡＬＡＤＤＩＮのペアの相手ということですか☆☆☆』

『そうそう？　アラジンはお姫ひめ様と暮らしてたわけだけども、お互たがいのことを知らないと素す敵てきな新しん婚こん生活を送れないぞということなんだね？　ほら誕たん生じよう日とか忘れてたら事じゃない？』

『そうですね～なにからなにまで記念日にしてしまう記念日女はどうかと思いますけど、最低誕生日や結婚記念日くらいは覚えておいて欲しいですよね☆☆☆』

『そう、お城で仲良く暮らすためにお互いのことを知ろう、という理由をこじつけて行われるのがこの第五関門、クイズ大会なんだよね？　で、クイズの問題は全員共通で、問題は先ほど学園長から貰もらったので不正はないはずだよ？』

『不正という言葉が出たのでついでに言いますと、本人に答えを教えてもらうと噓うそを言う可能性がありますので、答え合わせはクイズの問題となった人の友人に来てもらってるので、その人にお願いします☆☆☆　御お伽とぎ銀行からの情報の提供もあるので、裏も取れるし間ま違ちがうことはないと思います★★★』

『というわけで、答え合わせをする人の都合上、解答者の順番は決まってるから、文句を言わないでね？　あ、言い忘れてたけど、近くにいるからって答えを伝えるのはなしだよ？　顔色を見て～というのはギリギリセーフだけど？』

『それで、ここでは正解数の多い方から上位五ペアが勝ち抜ぬけとなります☆☆☆　がんばってください★★★　では最初のペアは、大おお神かみ・森もり野のペアです★★★』

　いきなり自分たちの名前が呼ばれ、案あんの定じようおおかみさんは文句を言う。

「なっなんでオレらなんだよ!!」

『進行上の都合なので文句は言わないでくださいね～★★★　それでは、森野亮りよう士しさん、席についてください☆☆☆』

「りょっ了りよう解かいっス」

　言われるがまま、亮士くんは解答者席に座る。

　そのときに教室内にいた残りのペアもスタッフに誘ゆう導どうされ二手に分かれる。

　その間にはついたてが立っている。こうやって分けられた理由も不正をなくすためだろう。

　亮士くんが背を伸ばし、そんな二手に分かれたグループのうち女子グループを見てみると、おおかみさんがかなり不ふ機き嫌げんそうにしているのがちらりと見えた。

　この関門に早まっちまった……とか思ってるのでしょう。頭とう取どりさんからクイズだと聞いていたけれども、こういうクイズとは思っていなかったのです。

　これは伝説につられてリタイアしなかったおおかみさんの自業自得でもありますが……一番の原因は、わざとクイズの内容を伝えなかったに違いない頭取さんでしょう。まあ、伝えてたらおおかみさんは途と中ちゆうでリタイアするでしょうしね。

『では、答え合わせしてくれる人も準備できたみたいなので始めましょう☆☆☆』

　画面には磨すりガラスが映っていて、その向こうに座る人ひと影かげがうっすらと見える。比ひ較かく的小さく、髪かみの毛は赤色っぽいが、その姿ははっきり見えない。

『えーごほんテステス』

　さらに、答え合わせの人は、ボイスチェンジャーで声が変わっている。

『答え合わせしてくれる人は一応匿とく名めいなんだね？』

『それでは第一問、大おお神かみさんの好きな動物は？』

　亮りよう士しくんはピンポーンと解答ボタンを押して答える。

「犬っス」

『正解ですの』

　ですのって、あなた、りんごさんでしょう。というかりんごさん、正体隠かくす気ないでしょう。

『涼りよう子こちゃんは動物大好きなんですけど、その中でも一番犬が好きなんですのよ？　どれくらい好きかというと、最低週一回はモフらないと、禁断症しよう状じようが起きちゃうくらいですの』

「こらー！　りんご、てめえ、なにいらんことまで言ってやがる!!」

　必要ないことまでしゃべるりんごさんに、おおかみさんは叫さけぶ。だが、その程度ではりんごさんが止まるわけがない。

『第二問、大神さんの趣しゆ味みは？』

「しょ……小説読むことっス」

　答えようとしたら、立ち上がったおおかみさんがすごい目で見てきたので、亮士くんの答えは漠ばく然ぜんとしたものになった。

『なに小説ですの？』

　……が、その答えでは正解とならなかった。おおかみさんに怯おびえつつ、亮士くんは仕方なく詳くわしく答える。

「……少女小説を読むことっス」

『正解ですの。涼子ちゃんってば、実は少女小説が大好きだったりするんですのよ。でもって大好きな作家さんのサイン本を宝物にしてるんですのよ』

「こらー!!　りんご、てめぇ!!　あとで覚えてやがれ!!」

　おおかみさんが真っ赤な顔で叫ぶ。おおかみさんの意外な趣味が、どんどん学校中に暴ばく露ろされていく。

『第三問、スリーサイズは？』

「こらああああああああ!!」

　おおかみさんが今日一番の声で叫ぶ。

「わっわからないっス」

　亮りよう士しくんはさすがにこれは知らないので答えられない。

『で、正解は？』

『えーとですの、七……』

「ごらああああああああああ!!」

　大声記録更こう新しん。おおかみさん、これはマジギレしてますね。

『って、冗じよう談だんですのよ冗談……まあ、それにしても、学園長らしいクイズですの』

『まったくですね～★★★　じゃ、お次行きましょう、第四問～』

　まあ、こんな調子でそれぞれクイズを出していったのですが、亮士くんのクイズ及および、他ほかの人のクイズはおもしろくないので飛ばします。まあ、浦うら島しまさんが乙おと姫ひめさんのスリーサイズを暴ばく露ろしたりとかはあったんですが、書いてたらきりがないですしね。

『さ～て、クイズも終わって問題なく五組選べたね？』

『そうですね～あれ、御お伽とぎ銀行の大おお神かみ・森もり野のペアはまだ残ってますね★☆☆　大神さんは秘密主義っぽいのに、クイズで残るとは……なんか意外です★★★』

『伊達だてに、コンビ組んでないということだよね？　それに最近、色々話し合う機会があったみたいだし？』

　ラブホで雨宿り事件のことですね、わかります。

『まあ、それはともかく、次に行きましょう☆☆☆　皆みなさんはここまで、身しん体たい能力、チームワーク、生活力、知識、信しん頼らい関係を試ためされました……中には学園長の趣しゆ味みとしか思えない関門もありましたけど★★★　ですが、それもこれも次で最後、そう、次の関門がラストなのです☆☆☆　なので、皆さん、ラストスパート、がんばってください☆☆☆　で、最後の関門ですが、ここからは男女別に分かれてもらいます☆★☆』

『要するにお姫ひめ様がさらわれるシーンを模もしているんだね？　で、男子はお姫様を助けるために、次の関門で魔ま法ほう使いと対決してもらうわけだね？』

『そうです☆★☆　アラジンでは、お姫様がさらわれてから指輪の魔神の力を借りて一いつ瞬しゆんでお姫様の所まで飛んでいくんですが、物語としてそこが一番おいしいところなのになにやってんですかまったくって感じですよね☆★☆』

『まあそうだね、お姫様のところにたどり着くまででお話が一つできるよね？　だから、このＡＬＡＤＤＩＮでも色んな試練を与あたえたいところなんだけど、さすがに時間がないんだよね？　というわけで、せめて魔法使いくらいは、自力で倒たおしてもらおうということになったわけだね？』

　そんな放送と共に、ここまで残ったペアたちは思い思いに別れの挨あい拶さつやら激げき励れいやらをやっていた。

「太た郎ろう様……乙姫は乙姫は……」

「ふっ、安心しろ、俺は死なない、お前を幸せにするまでは」

「ああ……太た郎ろう様……」

　言うまでもないですが、文化祭に死の危険はありません。

　しかしまあ、こんな馬ば鹿かみたいに大げさな別れをしてるのは、この二人ぐらいです。

　だいたいはがんばってねとか、任せろ！　とかそんな感じで、おおかみさんと亮りよう士しくんも例に漏もれずそんな感じでした。

　いや、もっと淡たん泊ぱくな感じでしょうか。

「じゃあ、行ってくるっス」

「おう」

　おおかみさんは素っ気なくそう言うと、だるそうに歩き出し……亮士くんとすれ違ちがう瞬しゆん間かんに、さらっとなんでもないかのように言った。

「亮士、待ってっからな」

　そのままおおかみさんは亮士くんに振ふり返りもせずに歩いていく。

　だが、亮士くんにとってはこれで十分だった。

「任せてくださいっス!!」

　おおかみさんに貰もらったこれ以上ないほどの激げき励れいに、俄が然ぜんやる気を増す亮士くんなのでした。




　女子と別れた男子の皆みなさんが次の会場に到とう着ちやくしてからしばし、準備が整ったのか、すずめさんの声が再び響ひびき始める。

『皆さん、大変長らくお待たせしましたー☆☆☆　さてさて、お姫ひめ様も無事さらわれましたし、最後の関門にまいりましょう☆☆☆　学園長は古い男というか日本男児ですから、男は度胸女は愛あい嬌きよう、女は男が護まもるというのが大好きです★★★　なので、漢おとこ気ぎを存分に見せちゃってください☆★☆　では、最後の関門、魔ま法ほう使いとの対決スタート…………する前に、さらわれたお姫様たちの様子を見てみましょう☆☆☆　では学園長室の映像どうぞ～★★★』

　すずめさんがそう言うと、画面が切り替かわり、学園長室が映る。

『ほっほっほっ』

　そこには、ベリーダンスの衣装を着た女の子たちをはべらしてご満まん悦えつなランプの魔神こと荒アラ神ガミ洋燈ランプがいた。

『苦しゅうない、もっと近ちこう寄れ』

　まさにハーレムです。服装的にも、まんまハーレムです。

『うっわー、爺じじい、この世の春って面つらしてやがりますね★★★』

『ここまで馬ば鹿か殿とのだと、ある意味すがすがしいね？』

　女の子にかまってて画面を見ていなかった爺だったが、青筋と笑え顔がおを同時に浮かべた女の子の一人に教えられ、そこで初めて自分の姿が画面に映っていることに気がつく。

『なっなに？　映ってるのか？　……ごほん、儂わしが荒神洋燈じゃ』

　なにやら、成功者、権力者、様々な修しゆ羅ら場をくぐり抜ぬけてきた者だけがまとえる、オーラのようなものを発散する学園長。これが威い厳げんというやつですか。ただ……

『今いま更さら取り繕つくっても遅おそいですよ爺じじい★★★』

　まったくです。

　だが、半世紀以上も積み重ねてきた面つらの皮かわは相当厚いらしく、まったく気にせずカメラに向かって言う。

『ここまで残った諸君、ご苦労じゃった。色々あった試練もこれで最後、上位三組までになれば、知っての通り儂わしの叶かなえられる範はん囲いで願いを叶えてやるから、諸君らは思う存分に漢おとこ気ぎを見せてくれ。ただ、あまりに世の中をなめた願いは叶える気はない。儂がどのくらいまでなら叶えてやるかは、儂の考え、趣しゆ味み、そのときの気分次し第だいなので、よく考えることじゃ。まあ、その情報を引き出すなら今がチャンスじゃの。

　今後生きるうえで、自分の目的を達するために、必要な知識・技術・金・人脈を持った人間から、どうにかしてそれを引き出すのが必要になることもあるじゃろう。一からすべてを自前で用意できるやつなんぞおらんからのう。まあ、なにが言いたいかというと……年寄りにはサービスもとい、優やさしくするもんじゃ』

　爺、実は最後の一言が言いたかっただけでしょう。

『この娘むすめらはここまで残っただけのことはあって、言わなくてもわかっておったようじゃが』

　女の子たちが青筋を浮かべつつ、おとなしく爺にはべらかされているのは、そういう理由があったのだ。

　そう、女の子たちはなにもしていないわけでなく戦っているのだ。

　願いを叶えてくれる爺に、悪印象を与あたえてはまずいと愛想を振ふりまきつつ、どのへんまでなら願いを叶えてくれるかという重要な情報を、この荒アラ神ガミ洋燈ランプから引き出そうとしているのだ。さらに気に入られれば、お願いの上限が上がるとなればなおさらだ。

　まあアラジンでも、お姫ひめ様がお酒に睡すい眠みん薬やくを入れて魔ま法ほう使いに飲ませてましたが、あれは絶対色いろ仕じ掛かけけしてたでしょうしね。

　ちなみにこのへんの強請ゆすり……じゃなかったおねだりが上手なのがりんごさんです。りんごさんがひとたびかわいくおねだりすれば、このエロ爺でも好こう々こう爺やの表情になり、なんか便べん宜ぎを図っちゃおっかなーという気分になるのです。このエロ爺が求めているのは、そういった女を武器にした処世術なんでしょうね。あれを覚えたら人生がかなり楽に……って、話がそれました。

『というわけで、エロ爺の言い訳でした★★★　では、最後の関門にまいりましょう★★★ここまで残った皆みなさんを待ち受けているのは、魔法使いとの対決です☆☆☆　魔法使いの皆さんどうぞ★★★』

　すると、ターバンを巻いたアラビア風の服装をした男子生徒五人が現れる。

『魔法使いの皆さんは、ごらんの通り頭にターバンを巻いてて、その上に紙風船が載のってます☆☆☆　皆みなさんはその紙風船をどうにか割ってください☆☆★』

『誰だれかの紙風船を一つでも割って、つまり魔ま法ほう使いを倒たおしてから、一番最初にゴールした人が優勝となるんだね？　あと、みんなにも同じように紙風船をつけてもらって、自分の風船を割られた人は強制的に二分間休みとなるんだね？　二分間休みは時間的に大きいよ？』

『もちろん、簡単に紙風船を割らせないために、魔法使いの皆さんは反はん撃げきします★☆★　それぞれ、特注の柔やわらかくて当たっても痛くない、グローブ、ブーツ、剣けんなどを持ってて、それで攻こう撃げきしてきます★☆★　あ……言い忘れてましたが、魔法使いといってもチェリーのまま三十歳越こえたらなれる魔法使いとは違ちがうので注意してくださいね★★★』

　言わなくても、そんなことを思う人はいません。

『ちなみにこの魔法使いの皆さんは、学園中から身しん体たい能力の高い人が集められているんだね？　特に猫ねこ宮みや三さぶ郎ろう、通つう称しよう猫さんは有名だね？　じゃあ、準備してね？　ここではターバンだけでなく、ジャージも着き替がえてもらうよ？　さすがにジャージは見ててあれだからね？』

　というわけで、ターバンと紙風船を頭に載のせ、アラジンの絵本にでも出てきそうな、アラビアンな衣い装しように着替える亮りよう士しくんたち。ターバンは巻けと言われても巻き方がわからないので、わらわらとスタッフの皆さんが寄ってきて巻いてくれた。

「ターバンつけたの初めてっスよ」

「俺もだ……どうだ亮士、俺、かっこいいか？　決まってるか？　女の子のファン増えそうか？」

「えーファンが増えるかどうかは知らないっスけど、かっこいいと思うっスよ？」

　浦うら島しまさんは、馬ば鹿かだけどすごい美形です。

「やはりか……どんな服装でも似合ってしまう俺が怖こわい。何人くらいデートに誘さそってくるかな？　か～スケジュール調整大変だよおい」

　乙おと姫ひめさんへのご褒ほう美びで、他ほかの女の子を相手する気力も体力も精力も残らないと思いますが……浦島さんはそのことをすっかり忘れているようです。

「いや、ははは……」

　そのことに気づいている亮士くんは、曖あい昧まいに笑っている。

『で、着替えて男前になった皆さん、次は武器を選んでください☆☆☆　色々用意してるので、その中から好きなの選んでくださいね～☆☆☆』

「選べっスか……」

　並んでいるのは、剣、グローブ、変なものではぬんちゃくなんかもある。いずれも当たっても怪け我がしないように柔らか仕様になっている。飛び道具は危険なので置かれていない。

「浦島さんは、どれにするっスか？」

「剣でいいだろ、リーチが長いほうが有利だしな……見ててかっこいいだろうし」

　そう話しながら、亮士くんと浦島さんは剣を手に取る。他の三人は剣一人、グローブ一人、ネタでぬんちゃく一人となった。

『じゃあ、準備もできましたので、最後の関門、ＶＳ魔ま法ほう使いの始まりです☆☆☆』

　というわけで始まった五対五だが、ゲームの性質上、必然的にチーム戦ではなく個人戦になる。

　五人の魔法使いはそれぞれ別のアラジンの前に立つ。

「森もり野の、やはりここまで残ったな」

　亮りよう士しくんの前にやって来たのは猫ねこさんだった。猫さんは背が低く、亮士くんを見上げているのだが、なんか変な威い厳げんがあり、亮士くんは見下ろされているような気にすらなる。

「なんで猫さんがいるんスか？」

　いつものテンガロンハットではなく、ターバンを巻いててアラビアンな服装の猫さんに、亮士くんは聞いた。

「頼たのまれたからだ」

「……そうっスか」

　猫さんはそういう人です。頼まれたら断れないどころか二つ返事で了りよう承しようしてしまうんです。誰だれかの役に立たないと、自分が存在する意味がまったくないと本気で思っているような人ですから。

　……まあ、最近は色々あって、自分にちょっとは価値があると思えるようになってきたみたいですが。

「ふっ、ここで出会ったのもなにかの縁えんだ。先に行きたいなら、オレ様を倒たおしてからにしろ!!　あれから遊んでいたわけではないのだろう!?」

「…………もちろんっス!!」

　ちなみにかなり噓うそです。最近の亮士くんは風をつかもうと、紳しん士しの皆みなさんとおっぱいおっぱいと言いながら走り回ったり、おおかみさんの写真欲しさに盗とう撮さつをしてました。

『……なにやら因いん縁ねんめいた会話が交かわされてますが？』

『ああ、猫ねこ宮みや君が森野君の対人視線恐きよう怖ふ症しようを克こく服ふくするために修しゆ行ぎようをつけて、森野君はそれで症状が緩かん和わしたんだね？』

『なるほど、要するに師弟対決ということですか……それはなかなか燃える展開ですね☆★☆』

　降ってわいた亮士くんとの対決に、猫さんは不敵に笑って言う。

「思い出すにゃ……」

「…………」

『いいとこで嚙かみましたよ★★★』

『いいとこで嚙んだね？』

　猫さんは嚙み癖ぐせを持ってるのだ。しかも、いつもいいところで嚙むのだ。

「……思い出すな、あの修行の日々を」

「そうっスね」

『うわっ何事もなかったかのように言い直しましたよ★★★』

『言い直したね？』

　さすが猫ねこさん、にゃとか嚙かんでもなんともないぜ!!

「では…………いくぞっ!!」

　そして猫さんは亮りよう士しくんに走り寄り、思いっきり亮士くんを蹴ける。

「ぐはー」

　亮士くんが吹ふっ飛ぶ。

『…………蹴りましたよ★★★』

『…………蹴ったね？』

　猫さんはいつものブーツではなく、もこもこしてて柔やわらかそうなのを履はいているが、それでもかなり派手に亮士くんは吹っ飛んだ。

『お腹なかにモロでしたよ★★★』

『お腹にモロだったね？』

『これ、柔らか竹し刀ないとかでチャンバラする、ぬるい対決じゃなかったんですか★★★』

『いやあ、そのはずなんだけどね？』

　倒たおれた亮士くんに猫さんは言う。

「どうした、亮士そんなもんか!!」

「ぐっ……まだまだ」

　立ち上がった亮士くんは、

「おおー!!」

　と雄叫おたけびを上げつつ、猫さんに剣けんを振ふり下ろす。

「甘い！」

　しかし頭に振り下ろされた亮士くんの剣を、猫さんは振り上げた足の裏で蹴り上げ、返す足で再び亮士くんを吹っ飛ばす。

「ぐうっ」

　倒れはしなかったが、亮士くんは後ずさりして膝ひざをつく。

『えーと、お忘れかもしれませんが、これは頭の上の紙風船を割ったら勝ちというゲームですよ★★★』

『聞いてないみたいだけどね？』

　膝をついた亮士くんに、猫さんが言った。

「そんなもんか？　なら、お前はそこまでの男だったということだな……」

　挑ちよう発はつするように言う猫さんの言葉に、亮士くんは猫さんの顔を見上げ、

「おっおれは……」

　ふらつきながらもどうにか立ち上がる。

「だいぶマシになったとはいえ、まだ他人ひとも怖こわいし、視線も怖い。ただ……今はもっと怖いものができたんスよ」

「なんだ？」

「おれは視線よりもなによりも…………涼りよう子こさんの期待を裏切るのが一番怖い」

　亮りよう士しくんは猫ねこさんの目をはっきりと見て言う。

「涼子さんはさっき待ってると言った。このおれに待ってると言った。……だから猫さん、あなたを倒たおしておれは行くっス!!」

「よく言った。それでこそオレ様が尊敬する男だ」

　半身を落とし構えを取る猫さんに、亮士くんは剣けんを構える。

「オレ様を超こえていけ、それが師し匠しようの本ほん懐かいってもんだ」

「了りよう解かい、押し通るっス!!」

　そして亮士くんの剣と猫さんのブーツがぶつかり合った。

　一合二合三合。

　亮士くんの剣を、猫さんはことごとく蹴けり阻はばむ。

　いつもと違ちがうブーツで動きが少々鈍にぶっている猫さんだが、剣は素人しろうとの亮士くんならそれで十分。

　何度目かの交差ののち、二人は離はなれ、猫さんは亮士くんを思いきり睨にらんだ。

　亮士くんにはこの状じよう況きように覚えがあった。それは猫さんとの修しゆ行ぎようの最後の締しめくくり。

　睨んで、亮士くんを視線で硬こう直ちよくさせ、蹴ってくる。

　意図的に猫さんが作ってくれたこの機会に、亮士くんは奮い立つ。

「いつでも来いっス!!」

　そんな亮士くんを見て笑えみを浮かべたあと、猫さんは蹴りを放った。

「超えてみせろ!!」

　昔なら確実に硬直していただろうし、前の猫さんとの修行のときでも、睨まれ硬直した身体からだをどうにか動かすことはできたが、無様に転がってよけるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「おおおおっ!!」

　だが……今日は、その先があった。

　その類たぐいまれなる動体視力を限界まで発はつ揮きし、亮士くんのあごに向けて放たれた猫さんの蹴りを身体を反そらすことでかわした。そして返す二撃げき目、かかと落としを身体をひねってかわしつつ一歩踏ふみ出し、三撃目を受ける前に、亮士くんの剣がとうとう猫さんに届いた。

　パアァンという甲かん高だかい音が響ひびき渡わたる。

　最近馬ば鹿かばっかやってた亮士くんだが、色々な人とふれあうことで、あるメリットがあった。そう、対人恐きよう怖ふ症しようが緩かん和わしていたのだ。

　猫ねこさんとの修行で視し線せん恐きよう怖ふ症しようが緩かん和わし、それがあったから亮りよう士しくんは人間関係を広げることができて、対人恐怖症も緩和した。

　だから、亮士くんは猫さんの視線の中でも思い通りに動くことができ、今日亮士くんは昔の自分を……猫さんを超こえたのだ。

「ふっ見事だ」

　紙風船を割られ、猫さんは倒たおれる。

「…………」

　そんな猫さんに亮士くんは声をかけず……ただ一礼して走り出した。

　敗者にかける言葉はないのです。

「ふっ、今度はオレ様が追いかける番か……」

　とかっこよくつぶやく猫さんを背に、亮士くんはゴールに向かった。

『えー、なんか、少年漫まん画がでありそうな熱い光景が繰くり広げられていますが、これはオオカミさんシリーズです★★★　オオカミさんシリーズです★★★　注意してください☆☆☆』

『そういう発言やめないかい？　人を選ぶんだから？』

　いや、まったくです。




　魔ま法ほう使い猫さんを倒たおした亮士くんは、とうとう愛いとしのおおかみさんのいるゴールにたどり着いた。

　見えるのはまんまゴールと書かれた、これ以上ないほどのゴールと、白いテープ。そして、真っ赤な顔のアラビアンなおおかみさん。周りには乙おと姫ひめさんとかもいて、どうやらゴールで自分のパートナーを出迎むかえるために、女の子たちはここにやって来たようだ。

　実に女らしい行こう為いですから、ハーレムの主の学園長も認めたのでしょう。……出迎えるというのは建前で、爺じじいから逃にげたかっただけかもしれませんが。

　まあ、それはともかく。お願いできる権……じゃなかった、男たちの帰りを待つベリーダンス衣い装しようの女の子たちは実に眼福なのですが、亮士くんにはおおかみさんしか見えていません。

「涼りよう子こさん!!　おれはやったっスよ……」

　真っ赤な顔でゴールに立つおおかみさんに亮士くんは笑え顔がおで駆かけ寄り……

「ぐはぁああ」

　ゴールした瞬しゆん間かん吹ふっ飛んだ。ズサーとか地面を滑すべったのち、亮士くんは動かなくなる。

　そんな亮士くんにおおかみさんは真っ赤な顔で叫さけぶ。

「おっお前、なっなに恥はずかしいこと言ってやがんだよ!!」

　そう吠ほえるおおかみさんの後ろのスクリーンでは、未いまだに戦せん闘とう中ちゆうの浦うら島しまさんとかが見えていた。……いや、戦闘じゃないですね。ひたすらに浦島さんが魔法使いの攻こう撃げきから逃げまくってるだけですから。

『クソっ、お前、真面目まじめにやる気あんのか!?』

『やる気だと!?　男相手に俺がやる気出すわけないだろう!!』

　さらに、会話もだだ漏もれていた。着き替がえのときに、マイクでもこっそり取り付けられていたのだろう。

『つーかお前、なんでそんなに体力があるんだよ……お前、運動部じゃないだろうが!?』

『運動部？　ぬるい！　ぬるすぎる!!　クラブ活動では命の危険はないだろう!!　だが俺は体力がないと死ぬんだよ!!　命がかかってるんだよ!!　だから命がけで鍛きたえてるんだよ!!　そんな俺に体力で勝てるわけがないだろうが!!』

　……あ、画面の中ではスタミナ切れで動きの鈍にぶった魔ま法ほう使いの一人を、浦うら島しまさんが撃げき破はしました。……浦島さん、実は努力してたんですね。

『うっうおおお!!』

　浦島さんが勝利の雄叫おたけびを上げる。

『今の俺、超ちようかっこいい!!　マジ輝かがやいてる!!　ファンが増えたのはまず間ま違ちがいないな!!　待ってろよ、まだ見ぬ女の子たち!!　この浦島さんがあなたの許もとに行きますよ～』

　…………音声が聞こえてなければ増えてたかもしれませんね。

　ともかく、浦島さんのバトルがここに中ちゆう継けいされているということは、さっきの亮りよう士しくんと猫ねこさんの本気だからこそ恥はずかしい会話も、すべて実じつ況きよう中ちゆう継けいされていたということです。

　亮士くんのおおかみさんへの想おもいもすべてです。

　そんなわけで、思わず手を出してしまったんでしょうが……

「はっ!?」

　そこで初めて周囲の視線を一身に集めていることに、オオカミさんは気づく。

　なんというか、色々台無しです。ここでおおかみさんが亮士くんを優やさしく迎むかえて抱だき合ったりしたらもう、場面をフェードアウトしてＥＮＤと映したり、場面が数年後に飛んで『あんなこともあったなあ』『そうねぇ』『あはは』『うふふ』って感じでハッピーエンドになってもおかしくなかったんですよ。

　なのにこれ。

　周囲の皆みなさんから、

『さすがにこれはないわ』

　というオーラが出るのも仕方がありませんよ。

　おおかみさんは、そんな周囲の雰ふん囲い気きにいたたまれなくなったのか、

「うう～!!」

　そう唸うなりながらずかずかと早歩きで、その場を去りました。

　残されたのは、ぴくりとも動かない亮士くん。

「…………」

　あーなんというか……がんばれ！　亮りよう士しくん、超ちようがんばれ!!




　亮士くんが目を開けると、そこは知らない部屋だった。

「う……ここは？」

　薄うす暗ぐらく、なにやら独どく特とくの匂においのする部屋。ここはどこだろうと考える亮士くんだが、ぼやけた頭でははっきりしない。なので周囲を見渡わたそうと身体からだを起こしたところで、聞き覚えのある、いやいくら聞いても飽あきのこない声が聞こえた。

「おっ起きたか、亮士」

「涼りよう子こ……さん」

　亮士くんの寝ねかされていたベッドの横の椅い子すに、おおかみさんが座っていた。

「えっと、ここは？」

「保健室だ」

「なんで保健室に……………………ああっ!!」

　声を上げる亮士くん、なんで自分がこんなところにいるかを思い出したようだ。

「たしかおれは涼子さんに……あのあとどうなったんスか？」

「……亮士が一位、浦うら島しまが三位になった」

「へぇ、それはよかったっス」

　ゴールした瞬しゆん間かんに吹ふっ飛ばされた亮士くんですが、一応ゴールは認められたようだ。浦島さんのほうは、相手を疲つかれさせるのに時間を使いすぎたので三位になったのだろう。

「…………」

「…………」

　そこで二人は無言になる。

　その沈ちん黙もくの中、ばつの悪そうな顔をしたおおかみさんは、

「あーうー」

　と、唸うなったあと、小さな声で言った。

「…………悪かった」

　おおかみさんは素す直なおに謝る。さすがに自分でもあれはないなと思ったのだろう。

「えっああ、いいっスよ。なれてるっスし」

　なれてるっスしのところで、おおかみさんはうぐっとなる。亮士くん的には皮肉ってるつもりはないのだろうが……負い目のあるおおかみさん的にはぐさっとくる。

「本当に悪かった。なんか、わけがわからなくなった。恥はずかしくて……」

　……それ以上にとてもうれしかった。

　相変わらず重要なところが口に出せてないおおかみさんです。

　ですが、今日は少しだけ素直でした。

「…………………………なっなんかして欲しいことがあったら言え!!」

「えっ別にいいっス……」

「いいから言えっ!!」

　真っ赤になった顔を見られないように伏ふせて、おおかみさんは叫さけぶ。

「じゃっじゃあ」

「おう!!」

「…………」

「…………」

「えと……」

「おうよ!!」

　おおかみさんは、体育会系です。おかげで、場がまったく色っぽい空気に包まれません。

「その…………」

　あと、亮りよう士しくんもダメダメです。

　亮士くんがヘタレで煮にえきらないせいで、ただでさえいっぱいいっぱいだったおおかみさんがもう限界になってきたじゃないですか。

「…………」[image: ←]ぷるぷる震ふるえ始めるおおかみさん。

「あのっスね……」

「…………」[image: ←]ぷちっとなにかが切れたおおかみさん。

「えー……」

「さっさと言えよぼけっ!!」[image: ←]亮士くんをぶん殴なぐるおおかみさん。

「ぐはぁ」

　……あなた、ここになにしに来たか覚えてますか？

　でもまあ、勇気を出してかなり大冒ぼう険けんしたのにこれですから、おおかみさんの気持ちもわかります。亮士くんは煮えきらなさすぎますからね。ここは男らしくどーんといくところでしょう。

　ただ殴ったことでガス抜ぬきができたのか我に返り、またまたおおかみさんは素す直なおに謝りました。

「わっ悪ぃ、いらっときたから」

　昔のおおかみさんでは考えられないこの態度。おおかみさんは今、確実にデレかけています。

「いっいえ、おれが悪かったっス」

　亮士くんはそう言って頭を下げ……頭を上げたときには一発殴られたことで覚かく悟ごが決まりでもしたのか、男の顔になっていた。

　亮士くんはそんな男の……いや漢おとこの顔でおおかみさんを見つめて言った。

「涼りよう子こさん」

「お、おう」

　おおかみさんはそんな亮りよう士しくんに、どぎまぎしている。

　すごい、これまでにないほど亮士くんに風が吹ふいてますよ!!

　さあ行け亮士くん、おおかみさんの毛皮を剝はぐのは君しかいない!!

「手……」

「……手？」

　おおかみさんが聞き返す。変な緊きん張ちよう感かんが漂ただよっている。

　そんな緊張感の中、意を決して亮士くんは言った。

「手を…………繫つないでいいっスか？」

　……………………どうせ、こんなことだろうと思ってましたよ。亮士くんですしね。

　だが、おおかみさん的にはこれでもかなりの衝しよう撃げきだったようだ。

「てっ手か!?」

　亮士くんのお願いに、おおかみさんは狼ろう狽ばいする。こんなことでここまで狼狽するって、もっと過激なお願いされたら、どうするつもりだったんですか、あなたは。

　まあそれはともかく、おおかみさんは顔を赤くして、手を後ろに隠かくす。

「オッオレの手はその、ボクシングをやってるし……」

　うわぁ、おおかみさんが乙女おとめやってますよ。手て荒あれを気にするなんて、乙女でしかありません。

「おれは気にしないっス!!　それが涼りよう子こさんの手なら!!」

　そして、あの亮士くんが押せ押せモードです。

「あう…………」

　おおかみさんはきょろきょろする。だが、逃にげ道みちはどこにもない。

　というわけで、しばらく葛かつ藤とうしたあと覚かく悟ごを決めたおおかみさんは、

「………………うー」

　真っ赤になったまま手をおそるおそる出し、

「しっ失礼しまっス」

　亮士くんも真っ赤になっておおかみさんの手を握にぎった。

「…………」

「…………」

　手を握るというより、がっちり握あく手しゆしている二人。

　……まあ、向かい合ってますし、そうなりますよね。

　それで、さてさてここからどう動く？　という感じだったのですが、もちろんどうもなりませんでした。亮士くんは手を繫いだことでもう満足したようです。

　そういえば、亮士くんって、おおかみさんとの肉体的スキンシップは、おおかみさんが記き憶おく喪そう失しつで精神的に若返ったときとか、おおかみさんがゴキブリに襲おそわれたときとか、おおかみさんが暗くら闇やみで転んだときとか、なにかアクシデントが起こったときだけですからね。だから、こんな風に自分の意志で、おおかみさんと接せつ触しよくすることはなかったんです。

　そう、自分の意志でというのが重要なのです。

　今日もＡＬＡＤＤＩＮの壁かべ越ごえで、おおかみさんと手を繫つなぎましたが、あれとこれは全然違ちがうんですよ。

　というわけで、一皮むけた亮りよう士しくんは、存分におおかみさんの手の感触を味わっている。

　にぎにぎされたおおかみさんのほうは、真っ赤で今にも熱暴走しそうだ。

「…………涼りよう子こさん」

「…………なんだよ」

　亮士くんはおおかみさんの手を握にぎったまま、にっこり笑って言った。

「涼子さんは、自分の手のこと気にしてたみたいっスけど、ほんとに気にすることないっスよ。それは涼子さんのがんばった証あかしっスし、なにより涼子さんの手は十分きれいですべすべでやわらか……ぐはっ！」

　……亮士くん、正直なのはいいですが、ここは愛をささやく場面でしょうよ。ナチュラルにセクハラしてんじゃないですよ。

「ばっばーか！　ばーか!!」

　おかげで恥はずかしさのあまり、おおかみさんが幼児退行してるじゃないですか。

「ば[image: ～][image: ～][image: ～]か!!」

　おおかみさんはそう最後に叫さけんだあと、保健室から出ていきました。……亮士くんが握ったほうの手を大事に胸に抱かかえながら。

　勇気を出したおおかみさんと、その勇気に勇気で応こたえた亮士くん。

　最後はどうあれ、おおかみさんの期待に応えられたことは、亮士くんの自信になったことでしょう。……おおかみさんパンチで再び夢の世界に旅立った今の亮士くんでは、実感できないでしょうが。

　おおかみさんはおおかみさんで、また少しだけ素す直なおになりました。

　真っ赤になったまま、おおかみさんはずんずんずかずかと廊ろう下かを歩く。

　恥ずかしさかうれしさか、はたまた他ほかの感情か。心の中はもやもやぐるぐるで、でもおおかみさんの心は温かい気持ちで満たされています。

　それは胸に抱えた自分の手のひらから伝わってくるようで……

　おおかみさんは、すごく不ふ機き嫌げんそうな顔で、それでいてすごくうれしそうな顔でつぶやきました。

「……………………………………………………ばか亮士」




　とまあ、そういうわけで、ほんの一段だけ恋の階段を上った二人なのでした。


めでたしめでたし









　　　おまけ　暗あん躍やくりんごさん１




「さて、涼りよう子こちゃんが出てくれることになりましたし、これで涼子ちゃんのかわいさがとうとう学園中に轟とどろきますのね」

　そう言って、りんごさんがにっこりと微笑ほほえんだ。今、この御お伽とぎ銀行地下本店にいるのは、頭とう取どりさんとアリスさんの二人だ。

「ＡＬＡＤＤＩＮはたくさんの人が見るからね？　でも、本当にいいのかい？　大おお神かみ君怒おこるよ？」

「昔は、誰だれも本当の涼子ちゃんを知らずに、涼子ちゃんを恐こわがり遠とおざけてて、涼子ちゃんも涼子ちゃんで、それを受け入れ、人を遠ざけてたんですのよ」

　りんごさんは頰ほほに手を当て悲しそうな顔をする。

「私はそんなの悲しいことだと思ってたので、ずっとどうにかしたかった。でも私では無理でしたの。中学校で無理で、高校入学しても無理そうで……そんなとき、森もり野の君と出会って涼子ちゃんは変わった。森野君のおかげで涼子ちゃんの噓うその毛皮はぼろぼろ剝はげかけていて、そんな今だからこそ、涼子ちゃんのよさをみんなにわかってもらえると思いますの。昔の涼子ちゃんなら絶対無理だったんですけど、今の涼子ちゃんなら大だい丈じよう夫ぶですのよ」

「まあ、今の大神君はすごく魅み力りよく的だからね？　でも、彼女が人気になったら君も困るんじゃないかい？」

「たしかに、涼子ちゃんを独ひとり占じめできなくなるのは寂さびしいですけど……仕方ありませんの。それになにがあろうと、涼子ちゃんの一番の親友が私であることは変わりませんし」

　そんな珍めずらしく白いことを言ってるりんごさんに、アリスさんはにっこり笑って言いました。

「……赤あか井いさんはいい子ですね」

「あっあったりまえですの」

　りんごさんはいつも通りに答えているが……ほっぺがリンゴのように赤くなっている。

　いつもの黒さがなく、友達思いな女の子というのが前面に出ているりんごさん。すごくかわいいです。

「……あ、そういえば頭とう取どりさん。放送部には話つけておいてくれましたの？」

「ああ、撮とった映像はダビングしてもらえることになったよ？」

「それはよかったですの。ああ、大勢の前でテンパる涼子ちゃんもかわいいんでしょうねぇ、今からすごく楽しみですの」

　……一いつ瞬しゆんで黒くなりましたけど。

　褒ほめたそばから黒くなったりんごさんに、頭とう取どりさんとアリスさんは苦笑しながら顔を見合わせる。

　まあ、これでこそりんごさんという感じなんですけどね。




　　　　　暗あん躍やくりんごさん２




　さあ行け、さあ行け、さあ行くんですのよ[image: ～][image: ～]

　保健室の窓の外、カーテンの隙すき間まから、りんごさんは部屋の中を覗のぞいていた。

　ばっちりビデオカメラを用意しているのは、いったいなにを撮とるつもりなんですか。

『…………………………なっなんかして欲しいことがあったら言え!!』

　ききききた[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!

　ああもう、好きにしてなんて涼りよう子こちゃんってばダ・イ・タ・ン♡

　もしかして、はぢめてが学校の保健室になっちゃうんですの？

　うきゃ[image: ～][image: ～][image: ～]それなんてエロゲですの[image: ～][image: ～][image: ～]!!

『涼子さん』

『お、おう』

　見つめ合う二人。りんごさんは固唾かたずを飲んでそんな二人を見守る。

「……ごくりですの」

　かわいいデバカメもいたもんです。あ、デバカメの語源は、覗のぞき大好きな出っ歯の亀太郎という人らしいですが、どうでもいいですか、そうですか。

　そして亮りよう士しくんがようやく口にした願いは……

『手を…………繫つないでいいっスか？』

『てっ手か!?』

　これでした。

「………………………………………………」

　ダメだこいつら、今時幼よう稚ち園えん児でももっと過激な恋愛してますのよ？　と、テンション下げ下げなりんごさん、期待が大きかっただけにこれじゃあ満足できません。

　ですがまぁ、真っ赤な顔で握あく手しゆするおおかみさん、恥はずかしさのあまり幼児退行するおおかみさんはすごくかわいらしかったので、これはこれでと持ち直し、存分に撮りまくったあと、お家うちに帰りましたとさ。

　この話では出番はほとんどなかったですが……りんごさんはまあ、暗躍してるときでもりんごさんだったということです。







[image: ]







　　　あとがき




　気になるあの子の乳酸菌きんがあなたの身体からだの中に!!（あいさつ）というわけで沖おき田たです。

　ふっふっふっ四ヶ月で出たので謝罪はなしです。………………うそです。すいません。

　このたび四ヶ月で出たのは、私以外の皆みなさんのおかげです。スケジュール的には、五ヶ月空いてても不思議じゃないというか、五ヶ月空いてるべきだったというか……すいません。

　……ともかく、オオカミさんシリーズも八冊さつ目です。ですが、特に書くべきこともないので、恒こう例れいの解説にいっちゃいましょう。これよりネタバレなので気をつけてくださいませ。




　この巻に載のってるお話は、すべて同じ御お伽とぎ学園大文化祭を舞ぶ台たいにしているだけあって、それぞれ少しずつ重なり合ってます。

　おにぎり話で亮りよう士しくんが、クラスメイトとの会話で自分の意志では手も繫つないだこともないことに気づいたので、アラジンの最後で亮士くんがおおかみさんに手を繫ぎたいとお願いしたり。

　おにぎり話で亮士くんの言葉を聞いてしまって悶もん々もんとしたおおかみさんが、分ぶん福ぶく茶ちや釜がまでの亮士くんの女装を理由にして、「あの人は今」でデートをしたり……みたいな感じですか。

　時系列的には、一日目おにぎり、二日目文化祭デート、三日目女装コンテスト、四日目アラジンとなってますが、載ってる順番とは違ちがいますし、準備やおまけとかの時系列はもう入り組みまくっててわかりません。なので、夢の国にネズミが同時に二匹ひき現れないような感じで、皆さんの脳内で適当に並べてください。すいません……というわけで、今度こそ各話の解説です。




【りんごさんが宇う佐さ見みさんと対決する話～元ネタ、おむすびころりん】

　腹黒いくせに情に厚く、なんだかいつも詰つめの甘い宇佐見さんは、憎にくめないライバルキャラとしてすごく重宝します。スピンオフの地じ蔵ぞうさん話でも活かつ躍やくしてますしね。というわけで、ご褒ほう美びで勝利をプレゼントしてあげました。

　りんごさんの敗因は宇佐見さんが言ったように、欲張ったから。おむすびころりんもそうですが、日本昔話はそういうのが多いです。大きなつづらはお化けが入ってるのです。

　ただ……今後りんごさんが宇佐見さんに悪わる巧だくみで負けることはないと思います。宇佐見さんは負けて『覚えてなさいよ！』とか言ってるほうが似合ってると思いますし。

　あと、りんごさんのヨゴレ化が止まりません。いや、勝手に動くというかなんというか……。

　ちなみにおにぎりやさんは、友人と酒飲みながら話しているときに出た話題から。友人の、ある店で食べたおにぎりがすごくおいしかった～というネタから話が広がり、気がつけばりんごさんが言ったのと同じようなことを私が熱弁してました。

　気になるあの子の乳酸菌があなたの身体の中に!!　という台詞せりふは、今まで私が書いてきた文章の中でも、十指に入りそうなダメな台詞せりふだと思います。




【恋するお釜かま、田た貫ぬきさんの話～元ネタ、分ぶん福ぶく茶ちや釜がま】

　葉っぱじゃなくて、努力で女に化けてる田貫さん。アレですね、たぬきがオカマって、我ながらこれ以外にないだろうと、自画自賛したくなるキャラクター設定です。釜ですし。

　この田貫さんが登場したのは、「電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ」に載のってた地じ蔵ぞうさん話の二話目、かちかち山が最初だったりします。なので気になる方は「電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ」を手に入れるか、地蔵さんシリーズはいつか文庫でごにょごにょなので、そちらを待ってくださればと。

　というわけで、田貫さんと宇う佐さ見みさんの出会いは、かちかち山を読んでいただくとして、田貫さんです。ぱっと見、悪女っぽいけど実はすごくいい女で、なのにいらないものがついてる幸さち薄うすそうな田貫さん。惚ほれた男のために身を引くという、誇ほこりあるお釜です。

　田貫さんは白しら雪ゆきさんや地蔵さんみたいに天然系善人ではなく、いい女であろうと自分で律しているゆえの善人です。でも、計算だろうが意地だろうが、それを貫つらぬくならいい女ですよね。そんな愚ぐ痴ちりながらやけ食いしてる姿がすごく似合いそうな、幸薄い田貫さんですが、いつか幸せになって欲しいものです。私が書く予定は今のところありませんが（笑）

　そういえば、亮りよう士しくんに、胸のスイッチをいじったら変な声を出すという、どうしようもない設定が追加されました。亮士くんはいったいどこへ向かおうとしているのか……




【あの人は今みたいに懐なつかしのキャラに会いに行く話～元ネタは……あの人は今なのか？】

　亮士くんとりんごさんがへりくつこねておおかみさんを説得し、文化祭デートするお話。

　おおかみさんはデートするにもなにか理由が必要なので、どうするかいつも頭を悩なやませています。今回出た答えは、この話の通り。亮士くんが女装までしないとデートできないって、おおかみさんにはもう少し素す直なおになってもらいたいものです。素直になったらこのシリーズ終わるんですけど……。で、この話では今まで出てきたキャラがたくさん出てきました。

　この人たちのうち何人かは、今後出る予定があったりするので、思い出してもらうためという感じですか。私も忘れかけてたキャラがいましたしね……とまあ、色々説明しましたが、正直、そんなことはどうでもいいです。

　重要なのは最後のおおかみさんがにゃんにゃんしている場面です。一人遊びするおおかみさんは、書いててにやにやしてしまいました。端はたから見てたら相当キモかったことでしょう。

　ですが、悔くいはありません。あと十年は戦えるくらい、あのおおかみさんはいいものでしたし。……十年もオオカミさんシリーズは続きませんけど。




【ＡＬＡＤＤＩＮという変則障害物競走の話～元ネタ、文字通りアラジン】

　書きたかったのは、協力してすごいチームワークを発揮するおおかみさんと亮士くんでした。様々な障害で暴ばく露ろされていくおおかみさんのかわいさ。熱く師弟対決なんかする猫ねこさんと亮りよう士しくんと、そのときに放った亮士くんのかっこいい台詞せりふ……って感じですか。

　おおかみさんの期待に応こたえるために、亮士くんは一歩も引かずがんばります。そこそこかっこよかったはずですが、……最後はやっぱりああなりました。おおかみさんがもうちょっとデレない限り、素す敵てきな終わり方はできません。

　今回亮士くんは猫さんに勝ってしまいましたが、これは猫さんがハンデを抱かかえてたからでしょう。猫さんはその場を一歩も動かず、手も使わず、真正面から受けて立ちましたからね。というか、猫さんはアニキですから、そう簡単に抜ぬかれては困ります。

　あと、おおかみさんですが、前に亮士くんが学校裏サイトで色々書いて、そのかわいさが紳しん士したちに広まったんですが、今度は御お伽とぎ学園のかなりの生徒に知れ渡わたりました。

　おにぎり話でも、クラスで受け入れられつつあるおおかみさんを書きましたが、一人きりというか、りんごさん以外寄せつけなかったおおかみさんが、亮士くんとの出会いで変わり、周りの人たちに受け入れられていく。これもオオカミさんシリーズの重要なテーマの一つですよね。おおかみさんも少しずつ成長しているのです。

　最終的には、「大おお神かみ涼りよう子こって知ってる？」と聞いたら「ああ、あのツンデレの娘こだろ」と誰だれもが答えるくらいにはなる予定です。

　……成長といえば、亮士くんはおおかみさんと手を繫つなぐことに成功しました。八巻使って、ようやくお手々繫ぐところまでですが……ここまでデレたらあとはすぐです。がんばれ。

　ちなみに料理が青チン椒ジヤオ肉ロウ絲スウだったのは、ピーマン使うからと、今私がはまっているからです。

　最初はいくつかの店で食べて、次に肉とピーマンがあればすぐできる～というやつを使って作って、今は調味料とか揃そろえて一から自分で作って食べてます。ピーマンおいしいです。




　では、長々と書きましたが、これよりお世話になった皆みな様へのお礼です。

　担当の高たか林ばやしさん。今回もとてもお世話になりました。性しよう懲こりもなくギリギリまで書いててすいません。ですが、おかげさまでこんなに早く本が出ました。ありがとうございます。

　イラストのうなじさん。私のせいできつくなったスケジュールの中、いつもすばらしいイラストを描かいていただきありがとうございます。もうほんと、これしか言葉はありません。

　この本が出るにあたり、ご尽じん力りよくくださった皆さん。おかげさまでまた、しかも今回は四ヶ月間かん隔かくで出すことができました。ありがとうございました。

　そしてこの本を読んでくださった皆様、本当にありがとうございます。

　オオカミさんシリーズは、楽しく笑えて読んでる間は嫌いやなことを忘れられる、そんな本を目指しています。もしもこの本を読んでそんなふうな感想を持った方が一人でもいらっしゃいましたなら、これ以上の喜びはありません。それでは次の本で会えたらと思います。


沖おき田た　雅まさし
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沖おき田た 雅まさし

[image: ↓]かわいい子が女の子のはずがない！　好きな言葉です。そこはかとなく漂うダメさ加減が特に。ただ、理解できない言葉でもあります。……いや、本当ですよ？　だって田貫さんはお気に入りですが、その心は乙女ですから!!
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イラスト／うなじ

広島在住イラストレーターという名の無職ひきこもりだから通りすがりに大活躍とはなかなか行きません。もうちょっと自転車とかにライドしないといけませんが、無理！
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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